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HeartCore 

Webコンテンツ管理システム 

簡単・安価にWebサイトを作成・公開・管理 

はじめに 

本書は、HeartCore Web コンテンツ管理システムの管理者ガイドです。高度な HeartCore Webコ

ンテンツ管理システムを使って、Webサイトコンテンツを更新する方法をご説明します。 

HeartCore Webコンテンツ管理システムは、インターネット Webサイトのみならず、イントラ

ネットやエクストラネット Webサイトのコンテンツをより簡単に作成、更新を行うための Web

ソリューションです。このシステムは豊富な機能を備えていますが、操作が簡単で非常に柔軟

性があります。高度な機能は、必要になるまで使用する必要はありません。また不要な機能

は、（スーパーユーザによって）簡単に無効化し、隠すことができます。そうすることで、

Webサイト管理 Webページを出来るだけシンプルに保つことができます。必要に応じて、より

高度な機能を有効化・可視化させます。 

 

本書は、８つのパートに大別されます。 

 

パート１では、HeartCore Webコンテンツ管理システムの“ホーム（トップ）”管理ページ、ま

た一般的なセクションや機能の使用方法についてご説明します。 

 

パート２では、Webサイトコンテンツ管理ページとメディアライブラリ管理ページを使って、

Webサイトコンテンツを作成、更新、管理する方法をご説明します。. 

 

パート３では、ユーザ管理ページを使って、ウェブサイト管理者や登録ユーザアカウントを作

成、更新、管理する方法をご説明します。 

 

パート４では、ユーザグループ／タイプのサブスクリプションおよび Eメールニュースレタ

ー、メッセージ機能を使って、登録ユーザへ連絡する方法をご説明します。 

 

パート５では、Eコマース管理ページを使って、Webサイトの商品を作成、更新、管理する方

法、および Webサイトでの注文を管理する方法をご説明します。 

 

パート６では、コンテンツデータベース管理ページを使って、独自のカスタムコンテンツデー

タベース内のデータを作成、更新、管理する方法をご説明します。 

 

パート７では、解析管理ページを使って、Webサイトがどのように、いつ、誰によって、どの

くらい使用されているかを閲覧する方法をご説明します。 

 

パート８では、コラボレーション機能を使って、Webサイトに関する作業を管理する方法、お

よび他のウェブサイト管理者と連携する方法をご説明します。 
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1 ログイン 

Webサイトを管理するには、ウェブサイトアドレスの後ろに“/webadmin/”を付けて HeartCore 

Webコンテンツ管理システムへアクセスします。例えば、普段“http://127.0.0.1”というアドレス

を使ってウェブサイトへアクセスしている場合、“http://127.0.0.1/webadmin/”というアドレスを使

って HeartCore Web コンテンツ管理システムへアクセスします。 

 

HeartCore Webコンテンツ管理システムへアクセスするには、まず、設定した全体管理者もしく

はウェブサイト管理者のユーザ名とパスワードを使ってログインする必要があります。ユーザ

名とパスワードは、前後に空白を含めず、大文字／小文字、スペース、句読点など設定した通

りに入力しなければいけません。 

 

 
 

また、Webサイト管理システムは、ワンタイムパスワードを使ってログインするよう設定され

ている場合もあります。 

 

ウェブサイト管理者パスワードの代わりにワンタイムパスワードコードを使用するよう Webコ

ンテンツ管理システムが設定されている場合は、必須もしくは任意にて、ワンタイムパスワー

ドコード（例えば、認証アプリやデバイスによって生成された時限ワンタイムパスワード）を

パスワードとして入力することができます。 

 

ウェブサイト管理者パスワードに加えてワンタイムパスワードコードを使用するよう Webコン

テンツ管理システムが設定されている場合、まず管理者のユーザ名とパスワードを使ってログ

インし、その後ワンタイムパスワードコードにてログインを完了する必要があります。 

 

ワンタイムパスワードコードは、Webコンテンツ管理システムの設定に応じて、Eメール（ま

たは代替手段）にて送信されるか、もしくは時限ワンタイムパスワードアプリやデバイスの使

用が必要となります。 

 

「送信／再送信」リンクをクリックすると、ワンタイムパスワードコードを Eメール（または

代替手段）にて（再）送信します。 

「キャンセル」リンクをクリックすると、ユーザ名とパスワードのログイン画面に戻ります。 
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1.1 ログアウト 

ログインが無事に完了したら、Webサイトの HeartCore Webコンテンツ管理システムへアクセ

スできます。同時に、あなたのコンピュータにアクセスできる誰もが、Webコンテンツ管理シ

ステムへアクセスできることになります。時間の長短に関わらずコンピュータから離れるとき

は、HeartCore Webコンテンツ管理システムをログアウトし、他の人が Webサイトを変更しな

いようにしてください。他の人も使用可能なコンピュータを使用しているのならば、このこと

は特に重要です。 

 

HeartCore Webコンテンツ管理システムをログアウトするには、HeartCore Webコンテンツ管理

や、閲覧＆編集ページの右手上にある、 “ログアウト”リンクをクリックしてください。ログア

ウト後は、Webサイトのホームページが表示されます。 

 

Webサーバの設定により、自動的にログアウトされることがあります。厳密には、ログイン/ロ

グアウトは Webサーバの“セッション”と呼ばれるものによって制御されています。Webサーバ

は、数秒から数日でセッションが期限切れになるよう設定されている可能性があります。 

 

HeartCore Webコンテンツ管理システムを使用している間に、Webサーバのセッションによって

ログインの期限が切れるようであれば、再度ログインしてください。例えば、Webページのひ

とつのコンテンツを編集するのに長時間かかり、保存する前にログインが切れてしまったら保

存されないので、定期的に作業を保存してください。もしくは、Webホスティングプロバイダ

に、Webサーバのセッション有効期限を延ばしてもらうように依頼することもできます。通

常、Webサーバ設定は問題ないはずですが、場合によっては数分でセッションが切れるように

設定されている可能性があります。 

1.2 ユーザ名とパスワード取得 

ご自身の管理者ユーザ名とパスワードは、HeartCore Webコンテンツ管理システムへのアクセス

に必要ですので、忘れたり失くしたりしないよう気をつけてください。 

 

しかしながら、ご自身の管理者ユーザ名とパスワードを忘れたり失くしたりした場合でも、有

効な管理者 Eメールアドレスを設定していて、ウェブサイトに「パスワード取得ページ」が設

定されていれば取得が可能です。 

 



. . . . . . .. . . 
 

HeartCore Web Content 
Management System 

 
Website Administrator Guide 

 
 
 
 

Page 11 of 222 

ウェブサイト管理者のユーザ名とパスワードを取得するには、通常のウェブサイトアドレス

に、“/password/”を追加したアドレスを開きます。例えば、通常“http://127.0.0.1”というアドレス

を使ってウェブサイトにアクセスしている場合、“http://127.0.0.1/ /password/”にアクセスする

と、設定している管理者 Eメールアドレスにユーザ名とパスワードを送信することができま

す。 

 

 
 

ご自身の管理者ユーザ名とパスワードを忘れた場合に、管理者 Eメールアドレスが設定されて

いない、または有効でない、もしくはウェブサイトの「パスワード取得ページ」が設定されて

いないと、ご自身の管理者ユーザ名とパスワードを取得することはできません。 

 

代わりに、ユーザデータベース管理者または全体管理者が、取得もしくはリセットする必要が

あります。 
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2 ホーム（トップ） 

HeartCore Webコンテンツ管理システムへのログインが成功したら、メインの管理ページが表示

されます。そのページの上にツールバーがあり、これを使って HeartCore Webコンテンツ管理シ

ステムの様々なセクションへアクセスすることができます。 

 

 ホーム（トップ）－ メインの管理ページへ戻る。 

 

 閲覧 & 編集 – 管理モードで Webサイトを閲覧したり、Webサイトのページや要素を編集す

ることによって、簡単に Webサイトのコンテンツを管理する。 

 

 ログイン中のユーザ名 – ウェブサイト管理者が自身のパーソナル情報や Webコンテンツ管

理システム機能設定を更新する。 

 

 ログアウト –  HeartCore Webコンテンツ管理システムからログアウトし、一般の Webサイ

ト訪問者として、Webサイトホームページへ戻る。 

 

 ヘルプ – Webブラウザの別ウィンドウが開き、簡易スタートガイドや当ウェブサイト管理

者ガイド、また他のガイドへアクセスする。 

 

 ワークスペース – ログインユーザにアサインされている、またログインユーザによって占

有されているページや構成要素、テンプレート、スタイルシート、プロジェクト、コメン

トへ容易にアクセスして管理する。 

 

 Webサイト階層構造 － 動的メニューやパンくず機能を使用するため、また Webサイトコン

テンツの管理を容易にする目的で、ページを階層的に組織化する。 

 

 コンテンツ－ コンテンツ管理ページから、Webサイトのページ、コンテンツ、テンプレー

ト、スタイルシートを管理する。 

 

 メディア – メディア管理ページから、画像、ダウンロード可能なファイル、頻繁に使うリ

ンクを管理する。 

 

 Eコマース － コンテンツ管理ページから、Webサイトの商品、注文を管理する。 

 

 データベース － コンテンツデータベース管理ページから、カスタムコンテンツデータベー

ス内のデータを管理する。 

 

 ユーザ – ユーザ管理ページから、ウェブサイト管理者や登録ユーザを管理する。 

 

 解析 – 解析管理ページから、Webサイトのコンテンツや訪問者に関するリアルタイムの詳

細な統合アクセス解析を確認する。 

 

 設定 – HeartCore Webコンテンツ管理および Webサイトの再設定や、高度な Webコンテン

ツ管理機能を有効化／無効化する。 

 

 検索 － 入力された検索語を含む全てのコンテンツを、コンテンツ管理とメディア管理から

検索する (または、ユーザデータベース管理が選択されている場合は、コンテンツではなく

ユーザを検索する)。 
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 高度な検索 － 指定したコンテンツカテゴリ内で、入力された検索語を含む全てのコンテン

ツを、コンテンツ管理とメディア管理から検索する。 

 

 検索と置換 – 入力された検索語を含む全てのコンテンツを、コンテンツ管理とライブラリ

管理から検索し、検索と置換、並びにアドバンス検索を行うことが可能。（詳細は、2.5検

索と置換をご参照下さい。） 

 

上記セクションのうち、完全に無効にしている機能やアクセス権限を持たない機能に関して

は、使用できませんのでご注意下さい。 

 

管理ページについての詳細は、次の各セクションをご参照ください。 

 

 
 

2.1 管理ページパネル 

HeartCoreの各管理ページは、上部ツールバーや左メニュー、下部フッターを非表示にしたり、

サイズを変更したりできるパネルを使用しています。 

 

それぞれ上部ツールバーの下、左メニューの右、下部フッターの上にある灰色のハンドルをク

リックすると、各パネルを非表示にでき、他の内容をより広いスペースで表示させることが可

能になります。ハンドルを再度クリックすると、各パネルは再び表示されます。 

 

パネルのサイズを変更するには、ハンドルを上下あるいは左右にドラッグします。例えば、左

メニューの Webサイト階層構造をより深部まで確認したい場合や、グループ／タイプ名が長く

且つ複数階層に構造化されている場合など、左メニューの幅を広げることでより大きなスペー

スに表示させることができます。 
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2.2 用語の定義 

HeartCore Webコンテンツ管理システムで使われる用語「コンテンツ」とは、Webページのあら

ゆるタイプの項目を意味します。Webページは下記の図に描写されるように様々なコンテンツ

項目から構成されています。 

 

 
 

上記の図では、ページ、構成要素、テンプレート、スタイルシート、イメージ、ファイルそし

てリンクは、全てクラスの異なるコンテンツ項目です。HeartCore Webコンテンツ管理システム

においては、コンテンツはコンテンツとメディアコンテンツに分けられます。コンテンツには

ページ、構成要素、テンプレート、スタイルシートが含まれており、メディアコンテンツには

イメージ、ファイル、リンクが含まれています。これらの異なるコンテンツ項目はすべて、

Webサイトで表示されるとおりに Webページへ組み込みます。 
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2.2.1 ページ 

ページは HeartCore Webコンテンツ管理システムにおける主要なコンテンツ項目です。ページは

フォーマットされたテキストから構成されており、イメージ、ファイル、リンクを含む場合も

あります。次のセクションに記しているように、Webサイトの訪問者が見る Webページは、他

のコンテンツ項目と一体となったページコンテンツから構成されます。ページコンテンツは

Webページの主要なコンテンツであり、Webサイト上でのページとページを区別するもので

す。またページのコンテンツが、Webサイトユーザの興味を左右するとも言えるでしょう。 

2.2.2 構成要素 

大抵の Webサイトはナビゲーションメニューやツールバー、ニュース、バナー広告のようなコ

ンテンツ項目があり、各 Webページに表示されますが、それぞれ異なる形で、異なる箇所に表

示されます。HeartCore Web コンテンツ管理システムは、そのようなコンテンツ項目を扱うため

に、構成要素形式で構造化されたフレームワークを提供します。構成要素はフォーマットされ

たテキストから構成されており、ページ同様イメージ、ファイル、リンクを含むことも可能で

す。 

 

構成要素は柔軟性があり、別々のコンテンツ項目として管理されている複数のコンテンツを一

度に定義したり、作成したり、更新したりするのに効率的で、複数の Webページに同一構成要

素を適用できます。構成要素はまた、ひとつの Webページ内にある各パーツを、複数のウェブ

サイト管理者がそれぞれの管理者権限に合わせて管理できるよう定義することにも役立ちま

す。 

2.2.3 テンプレート 

通常、同一 Webサイト内では、共通のイメージやテキスト、メニューを持つ共通のページレイ

アウトやグラフィックデザインが、複数ページに亘って使用されます。 

 

テンプレートは、そのような各ページ共通の特徴を定義することで、一貫したレイアウトやグ

ラフィックデザインを、関連する複数の Webページに適用できるようになります。一つのテン

プレートを全てのページに使用することもできますし、セクション／分類／タイプ／グループ

毎に異なる複数のテンプレートを使用することもできます。 

 

テンプレートはフォーマットされたテキストから構成されており、ページや構成要素と同様

に、イメージ、ファイル、リンクを含むことも可能です。加えて、テンプレートは、シンプル

な特殊コードを含んでおり、Webページが閲覧された際、ページコンテンツや構成要素コンテ

ンツがテンプレートのどこへどのように挿入されるかを定義します。 

 

テンプレートは柔軟性があり、全体的なページレイアウトやグラフィックデザインを管理する

のに効率的です。ひとつのテンプレートを更新することで、そのテンプレートが使われている

全ての Webページのレイアウトとグラフィックデザインを自動的に一瞬で更新することができ

ます。したがって、Webサイト全体もしくはセクション／クラス／タイプ／グループ別に広範

囲な変更を施すことも、とても簡単で効率的です。 

2.2.4 スタイルシート 

通常、同一 Webサイト内では、ヘディングや一般的なテキストといったテキストコンテンツの

似通ったクラスには、共通のテキストスタイルが複数ページに亘って使用されます。 

 

スタイルシートは、そのような各ページ共通の特徴を定義することで、一貫したテキストスタ

イルを、関連する複数のテキストクラスに適用することができます。一つのスタイルシートを

全てのページ に使用することもできますし、セクション／分類／タイプ／グループ毎に異なる

複数のスタイルシートを使用することもできます。 

 



. . . . . . .. . . 
 

HeartCore Web Content 
Management System 

 
Website Administrator Guide 

 
 
 
 

Page 16 of 222 

スタイルシートは特殊コードから構成されており、テキストクラスや見た目の特徴を定義しま

す。 

 

スタイルシートは柔軟性があり、全体的なスタイルやテキストの見た目を管理するのに効率的

です。ひとつのスタイルシートを更新することで、そのスタイルシートが使われている全ての

Webページのスタイルを自動的に一瞬で更新することができます。したがって、Webサイト全

体もしくはセクション／クラス／タイプ／グループ別に、広範囲なテキストスタイルの変更を

施すことも、とても簡単で効率的です。 

2.2.5 スクリプト 

オプションとして、高度なビジュアル効果やコンテンツのプレゼンテーション、また高度な相

互作用性をもつ Webサイト機能を使用するために、Javascriptプログラミングを使用することも

できます。 

スクリプトは、そのような Javascriptプログラミングライブラリと機能を定義し、様々なページ

やテンプレートに簡単に選択して使う事が可能になります。 

厳密には、スクリプトは Webサイトページの HTML  HEAD内にロードされます／含まれま

す。これらの Javascriptプログラムライブラリや機能などを呼び出すには、標準の Javascript 

<script>...</script>コードを Webサイトのページ／テンプレートに使用します。 

2.2.6 パッケージ 

パッケージとは、関連するコンテンツ項目をひとつにまとめて管理するための機能です。パッ

ケージは、多数のコンテンツ項目を永久的にまとめて管理する目的で使用します。 

2.2.7 バンドル 

バンドルとは、関連するコンテンツ項目をひとつにまとめて管理するための機能です。バンド

ルは、小数のコンテンツ項目を一時的にまとめて管理する目的で使用します。 

2.2.8 メディアコンテンツ 

メディアコンテンツには、主にページや構成要素、テンプレートのパーツとして使用されるイ

メージ、ファイル、リンクがあります。 

 

2.3 検索 

「検索」機能は、入力された検索語を含む全てのコンテンツを、コンテンツ管理とメディア管

理から検索します。コンテンツデータベース管理セクションでは、コンテンツではなくコンテ

ンツデータベースのデータを検索します。また、ユーザ管理セクションでは、ユーザを検索し

ます。 

検索されたコンテンツ項目やデータ、ユーザは、管理一覧ページに表示され、管理することが

できます。詳しくは、3.1一般的な Webサイト管理をご参照ください。 



. . . . . . .. . . 
 

HeartCore Web Content 
Management System 

 
Website Administrator Guide 

 
 
 
 

Page 17 of 222 

 

 

2.4 高度な検索 

「高度な検索」機能は、コンテンツの属性やカテゴリを指定して、入力された語句をコンテン

ツ管理とメディア管理から検索します。 

検索されたコンテンツ項目（もしくはユーザ）は、管理一覧ページに表示され、それらの検索

されたコンテンツ項目を管理することができます。詳しくは、3.1一般的な Webサイト管理をご

参照ください。 

 
 

2.5 検索と置換 

管理画面上の“検索と置換”リンクを選択することで、検索と置換機能を使用できます。 
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デフォルトでは、各コンテンツの「コンテンツ」属性を、入力された検索語句で検索し、合致

したコンテンツが一覧表示されます。また、検索チェックボックスにて、コンテンツの他の属

性を選択して検索することも可能です：タイトル、コンテンツ、サマリー、メタディスクリプ

ション、キーワード、メタ情報、HTML HEADコード。 

また検索（と置換）は、ID、クラス、グループ、タイプ、バージョン、ステータス、ファイル

名、パッケージ、バンドルの各ドロップダウン選択ボックスを使用して、特定の id、クラス、

グループ、タイプ、バージョン、ステータス、ファイル名、パッケージ、バンドルに検索対象

を限定することも可能です。 

この機能は単に、一覧表示されたコンテンツを閲覧、更新、削除するためのアドバンス検索機

能です。 

オプションで、検索する文字列は“置換する文字列”入力フィールド内の文字列と置き換える

ことも可能です。 

“置換”と“に置換”というカラムおよび行／文字位置を示すカラムが、リスト化されたコン

テンツに表示されます。“置換”カラムは、検索文字列をその文字列の前後の文脈内に強調し

て表示します。“に置換”カラムは、置換される文字列をその文字列の前後の文脈内に強調し

て表示します。行／文字位置を示すカラムは、検索文字列が、そのコンテンツ項目内のどの行

のどの位置にあるのかを表示します。検索文字列が、同一コンテンツ内に複数存在する場合に

は、それぞれの行／文字位置に同じコンテンツが複数回リスト化されます。 

リスト化されたコンテンツを実際に検索と置換するには、各コンテンツの左にあるチェックボ

ックスで選択し、“置換”ボタンを実行する必要があります。 

 

 

2.6 閲覧と編集 

閲覧＆編集は、Webサイトのコンテンツを作成、更新する簡単な方法です。管理モードで Web

サイトを閲覧したり、ページコンテンツや構成要素を編集したりすることができます。閲覧と

編集機能の詳細については、「ウェブサイト作成者ガイド」をご参照下さい。 

 



. . . . . . .. . . 
 

HeartCore Web Content 
Management System 

 
Website Administrator Guide 

 
 
 
 

Page 19 of 222 

 
 

2.7 ウェブサイト管理者の詳細と機能設定 

Webコンテンツ管理システムの管理画面にログインすると、右上にログイン中のユーザ名が表

示されます。 

ご自身のパーソナル情報や管理者機能設定を更新するには、ユーザ名を選択します。 

 

ウェブサイト管理者データのほとんどはご自身で更新が可能ですが、ユーザデータベース管理

者もしくは全体管理者しか更新できないデータもいくつか存在します。 

 

詳細は、4.2 ユーザの編集 をご参照ください。 
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3 Webサイト管理 

3.1 一般的な Webサイト管理 

HeartCore Webコンテンツ管理システムの「Webサイトコンテンツ」セクションおよび「メディ

アライブラリ」セクションより、ページ、構成要素、テンプレート、スタイルシート、スクリ

プト、並びにイメージ、ファイル、リンクを管理します。HeartCore Webコンテンツ管理システ

ムの上部ツールバーより、「Webサイトコンテンツ」と「メディアライブラリ」の各セクショ

ンへアクセスできます。 

 

 

3.1.1 コンテンツクラス 

これらの各セクションのメインページでは、左メニューから、ページや構成要素、テンプレー

ト、スタイルシート、スクリプトなど様々なコンテンツクラスを管理することができます。 
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3.1.2 コンテンツバンドル 

Webサイトコンテンツを、いくつもの異なるバンドルへ整理することができます。左メニュー

より、各バンドルに属するコンテンツ項目のみ管理するよう選択が可能です。「ページ」「構

成要素」「テンプレート」「スタイルシート」「スクリプト」配下にある各「バンドル」メニ

ューを選択すると、選択したバンドルに属するコンテンツ項目の中から、そのコンテンツクラ

スに該当するコンテンツ項目のみ表示されます。また独立した「バンドル」メニューを選択す

ると、コンテンツクラスに関わらず、選択したバンドルに属するすべてのコンテンツ項目を表

示することができます。 

 



. . . . . . .. . . 
 

HeartCore Web Content 
Management System 

 
Website Administrator Guide 

 
 
 
 

Page 23 of 222 

 

 

3.1.3 コンテンツグループ／タイプ 

Webサイトコンテンツを、いくつもの異なるグループ／タイプへ整理することができます。左

メニューより、各グループ／タイプに属するコンテンツ項目のみ管理するようアクセスが可能

です。 

 

コンテンツグループおよびタイプは、親グループ／タイプとそのサブグループ／タイプとして

階層的に構造化することができます。親コンテンツグループ／タイプの左メニュー項目を展開

（「+」を選択）すると、そのサブグループ／タイプが表示されます。そしてコンテンツグルー

プ／タイプを選択すると、選択したメニュー項目に属するコンテンツ項目が一覧管理ページに

表示されます。 

 

コンテンツグループ／タイプの階層的構造は、HeartCore管理ページにおけるグループ／タイプ

の管理目的に用途を限定したものであり、アクセス制限などのコンテンツ属性は、親グループ

／タイプからサブグループ／タイプへ継承されません。 
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3.1.4 コンテンツバージョン 

多言語対応コンテンツなど向けに複数のコンテンツバージョンが設定されている場合、これら

の各セクションのメインページでは、左メニューを使って、様々なコンテンツバージョンを管

理するようアクセスが可能です。 
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3.1.5 コンテンツステータス 

手動での公開や、スケジュール公開・公開終了、専有・解放機能などが有効の場合、これらの

各機能のメインページでは、左メニューより、それぞれ異なるステータスのコンテンツを選択

して管理することが可能です。 

 

 －すべて－ 

ステータスを問わず全てのコンテンツ 

 

 新規 

まだ公開されていないコンテンツ 

 

 更新済 

更新済みでまだ公開されていないコンテンツ  

 

 スケジュール済 

未来の日時に公開されるようスケジュールされている新規／更新コンテンツ 

 

 公開済 

Webサイトへ公開されているコンテンツ 

 

 非公開済 

Webサイトから非公開にされているコンテンツ 

 

 期限切れ予定 

公開期限がスケジュールされているコンテンツ 

 

 期限終了 

公開期限の終了したコンテンツ 

 

 削除済 

削除されたコンテンツ 
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 専有済 

ウェブサイト管理者によって現在専有されているコンテンツ 

 

 ワークフロー 

ワークフロー機能が使用されている場合に、定義済みワークフローステータスのいずれか

が現在適用されているコンテンツ 

 

 
 

3.1.6 コンテンツパッケージ 

Webサイトコンテンツは、関連するコンテンツ項目をいくつもの異なるパッケージへ整理する

ことができます。例えば、特定の Webサイト機能に関連する全てのコンテンツを一つのパッケ

ージへまとめたりします。左メニューを使えば、そのようなパッケージ別のコンテンツ項目を

管理することが可能です。 
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3.1.7 インデックス 

各コンテンツクラス、バンドル、グループ、タイプ、バージョン、ステータス、パッケージの

左メニュー項目を使って、選択したコンテンツ項目カテゴリに対するインデックス管理ページ

へアクセスします。 

Webサイト全体の設定および個別ユーザアカウントの管理者機能設定によって、複数のコンテ

ンツクラス、バンドル、グループ、タイプ、バージョン、ステータス メニュー項目をコンビー

ネーションとして選択し、その選択したメニュー項目すべてに合致するコンテンツ項目のみを

一覧表示させることができます。または、コンテンツクラス、バンドル、グループ、タイプ、

バージョン、ステータス メニュー項目を単一で選択し、その選択した１つのメニュー項目に合

致するコンテンツ項目を一覧表示させることもできます。 

インデックス管理ページでは、コンテンツ項目が一覧表示され（選択したカテゴリにコンテン

ツ項目が存在する場合）、各項目のタイトル、識別 IDが表示されます。各コンテンツ項目のパ

ッケージ、バンドル、グループ、タイプ、バージョン、ステータスも表示されます。また、ア

ーカイブおよびスケジュール機能が有効で、且つアーカイブ履歴のあるコンテンツ、複数の公

開スケジュールが設定されているコンテンツが存在する場合は、それぞれ「アーカイブ」「ス

ケジュール」リンクもしくはアイコンが表示されます。 

任意で、Webサイト全体の設定および個別ユーザアカウントの管理者機能設定によって、各コ

ンテンツ項目の追加、プレビュー、詳細表示、専有／解放、更新、削除などを行うリンクを表

示させることもできます。これらのリンクは、アクセス権限を満たしているコンテンツ項目に

のみ有効です。さらに、作成日時、更新日時、公開日時、公開スケジュール日時、公開終了ス

ケジュール日時、非公開日時の詳細を表示することも可能です。 

任意で、代替的なパーソナルビューを設定し、一覧表示されたコンテンツ項目に関する異なる

データやリンクを表示することも可能です。「デフォルト表示」ボタンもしくは代替ビューの

ボタンを選択することで、ビューが切り替わります。「+」ボタンをクリックすると、現在選択

中のビューの編集や、新規ビューの追加が可能となります。 

デフォルトでは、コンテンツ項目はタイトル順にリスト表示されます。各カラムの見出しを選

択すると、表示されているカラム値でソートすることができます。同じ見出しを繰り返し選択

することで、リストされたコンテンツ項目を、昇順および降順に切り替え表示することが可能

です。 

デフォルトでは、コンテンツ項目は“ページ毎”にリスト表示されるので、大量のコンテンツ

項目が存在する場合でもインデックスページはさほど長くなりません。“ページ毎”のコンテ

ンツ項目リストは、多様に操作することができます。リスト表示されたコンテンツ項目の上に

は、選択したカテゴリに属するコンテンツ項目の合計数と、現在表示されているコンテンツ項

目数が表示されます。また、「最初へ」、「最後へ」、「前へ」、「次へ」、および特定のペ

ージ番号のリンクも表示されます。リスト表示されたコンテンツ項目の右側には、スクロール

バーがあり、上下に操作可能です。最後に、お持ちのマウスでもリスト表示されたコンテンツ

項目をスクロールすることができます。 

選択したカテゴリのコンテンツ項目を全て一覧表示させたい場合は、右上にある選択ボックス

を使用します。現在の「リスト」から「すべてのリスト」へ変更すると、選択したカテゴリの

全コンテンツ項目を一覧表示します。これを「リスト」に戻すと、再度“ページ毎”に表示さ

れます。 

右側のさらに上部には、選択ボックスと「新規追加」ボタンがあります。選択ボックスより

“‐空白‐”もしくは既存コンテンツ項目を選択し、「新規追加」ボタンを押下すると、新し
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いコンテンツ項目を作成することができます。“‐空白‐”を選択すると、スクラッチから新

規コンテンツを追加します。既存のコンテンツ項目を選択すると、その項目のコピーとして新

規コンテンツを追加します。新規追加が可能なコンテンツ項目は、作成権限のあるコンテンツ

項目と同じです。また、Webコンテンツ管理システムの設定に応じて、コンテンツレイアウト

といった汎用的な内容のコンテンツ項目をいくつでも追加することが可能です。 

リスト表示された各コンテンツ項目の左側には、チェックボックスがあります。これらは、下

部にある様々なボタンと共に使用されます。コンテンツ項目を任意の数だけ選択し、例えばそ

れらを公開や削除するには、下部の該当ボタンを押下します。「すべて選択」ボタンを押下す

ると、リスト表示されている全てのコンテンツ項目が選択されます。「すべて選択解除」ボタ

ンを押下すると、リスト表示されている全てのコンテンツ項目を選択解除します。これらのボ

タンは、現在表示されているコンテンツ項目のみを選択／選択解除することにご注意くださ

い。もし、“ページ毎”にリスト表示されている場合は、現在表示されていないコンテンツ項

目は、選択／選択解除されません。他のボタンについての詳細は、次の各セクションをご参照

下さい。 

 

3.1.7.1 ビュー 

デフォルトでは、インデックス管理ページには、各インデックス管理ページ用に、Webコンテ

ンツ管理システムで設定されたデータとリンクが表示されます。 

任意で、代替的なパーソナルビューを設定し、異なるデータやリンクを表示することも可能で

す。 

「+」ボタンをクリックすると、現在選択中のビューの編集や新規ビューの追加が可能となりま

す。 

「追加」および「削除」ボタンを使って、右側の「選択されたカラム」リストへカラムを追

加、またはリストからカラムを除外します。ここで選択されたカラムのデータやリンクが、イ

ンデックス管理ページに表示されます。 

「上へ移動」および「下へ移動」ボタンを使って、右側の「選択されたカラム」リストを並べ

替えることが可能です。（移動したいカラムを選択してから、「上へ移動」もしくは「下へ移
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動」ボタンを選択してください。）この順序で、インデックス管理ページにカラムが表示され

ます。 

「幅」入力フィールドを使って、右側の「選択されたカラム」リストにある各カラムの幅を指

定することができます。（右側のカラムを選択してから、幅を変更してください。） 

新しい「表示名」を入力して「保存」ボタンを選択すると、新規ビューが作成され、その新規

ビューが選択された状態で、インデックス管理ページへ戻ります。 

既存の「表示名」を保持したまま「保存」ボタンを選択すると、既存ビューが更新され、その

更新されたビューが選択された状態で、インデックス管理ページへ戻ります。 

「削除」ボタンを選択すると、既存ビューが削除され、デフォルトのビューが選択された状態

で、インデックス管理ページへ戻ります。 

 

代替的なパーソナルビューは、「デフォルト表示」ボタンの隣に表示されます。「デフォルト

表示」ボタンもしくは代替ビューのボタンを選択することで、ビューが切り替わります。 
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3.1.7.2 公開 

「公開」ボタンを選択すると、ポップアップボックスが表示（再度選択すると非表示になりま

す）され、様々なオプションと実際の「公開」リンクが選択できるようになります。選択され

た新規および更新コンテンツ項目は、通常の Webサイト訪問者がアクセスできる Webサイトへ

公開されます。ログイン中の管理者ユーザに「公開」アクセス権限があるコンテンツ項目のみ

公開され、「公開」アクセス権限のないコンテンツ項目は「公開」ボタンを押下しても公開さ

れません。詳しくは、3.5.7コンテンツのステージング、プレビュー、公開をご参照下さい。 

 

3.1.7.2.1 スケジュール 

「スケジュール」チェックボックスが表示されている場合、ひとつのコンテンツ項目を異なる

日時に公開するよう複数スケジュールを行うことができます。このチェックボックスが選択さ

れた状態で、未来の「公開開始」日時が設定されると、該当コンテンツ項目の現在の内容がコ

ピーとして、スケジュールキューに追加されます。コンテンツ項目のスケジュール履歴へアク
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セスするには、一覧管理ページの「スケジュール」アイコン／リンクを使用します。詳しく

は、3.5.7コンテンツのステージング、プレビュー、公開をご参照ください。 

3.1.7.2.2 開始時間 

コンテンツ項目は、即座に公開することも、もしくは未来の日時を指定して公開することも可

能です。「...」ボタンを使って日付を選択します。デフォルトでは、時刻は選択された日付の

“00:00”（深夜 0時）に設定されていますが、「開始時間」入力フィールドで編集することが

できます。 

3.1.7.2.3 終了時間 

コンテンツ項目は、未来の日時に公開終了するよう設定することが可能です。「...」ボタンを使

って日付を選択します。デフォルトでは、時刻は選択された日付の“00:00”（深夜 0時）に設

定されていますが、「終了時間」入力フィールドで編集することができます。 

3.1.7.3 移動 

「移動」ボタンを選択すると、ポップアップボックスが表示（再度選択すると非表示になりま

す）され、様々なオプションと実際の「移動」リンクが選択できるようになります。 

 

3.1.7.3.1 ワークフローを移動 

ワークフロー機能が有効の場合、ワークフローステータスを選択できるようになり、またコメ

ント入力フィールドが現れます。詳しくは、3.5.10ウェブサイト管理者アクセス制限とワークフ

ローをご参照ください。 

3.1.7.3.2 グループ／タイプ／バンドルを移動 

選択されたコンテンツ項目は、Webコンテンツ管理システムの別のコンテンツバンドル／グル

ープ／タイプへ移動されます。また、Webサイトの別のフォルダへ移動されます。 

ログイン中の管理者ユーザに、「更新」アクセス権限があるコンテンツ項目のみ、別のコンテ

ンツバンドルへ移動されます。ログイン中の管理者ユーザに「管理者」アクセス権限があるコ

ンテンツ項目のみ、別のコンテンツグループ／タイプへ移動されます。これらの必要なアクセ

ス権限を持たない場合、コンテンツ項目は移動されません。  
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ログイン中の管理者ユーザに「更新」アクセス権限のあるコンテンツ項目のみ、別の Webサイ

トフォルダへ移動され、「更新」アクセス権限のないコンテンツ項目は移動されません。詳し

くは、3.5.3大量のページ、商品、イメージ、ファイル、リンクの整理をご参照下さい。 

3.1.7.3.3 フォルダを移動 

静的ファイル名（後のフォルダ名）へ公開されているコンテンツ項目は、入力されたフォルダ

名へ移動されます。例えば、フォルダ名“mypage.html” と “myfolder/myotherpage.html”のコンテン

ツ項目は、ファイル名“myotherfolder/mypage.html” と “myotherfolder/myotherpage.html”へ移動さ

れます。新しいフォルダおよびファイル名が既に使用されている場合には、そのコンテンツ項

目は移動されません。静的ファイル名へまだ公開されていないコンテンツ項目は、単に無視さ

れます。 

3.1.7.4 アーカイブ 

選択されたコンテンツ項目の現在の内容が、Webコンテンツ管理システムにアーカイブされま

す。ログイン中の管理者ユーザに「更新」アクセス権限があるコンテンツ項目のみアーカイブ

され、「更新」アクセス権限のないコンテンツ項目はアーカイブされません。詳しくは、3.5.6

バックアップおよび変更ログ／追跡記録のためのコンテンツアーカイブをご参照下さい。 

3.1.7.5 削除と非公開 

「削除」ボタンを選択すると、ポップアップボックスが表示（再度選択すると非公開になりま

す）され、「削除」リンクと「非公開」リンクが選択できるようになります。 

 

3.1.7.5.1 削除 

選択されたコンテンツ項目は、Webコンテンツ管理システムから完全に削除されます。最初

に、選択したコンテンツ項目が一覧表示され、その後「すべて削除」ボタンを押下することで

削除が確定され実際にコンテンツ項目が削除されます。ログイン中の管理者ユーザに「公開」

アクセス権限があるコンテンツ項目のみ削除され、「公開」アクセス権限のないコンテンツ項

目は削除されません。また、他のコンテンツ項目や Webサイト設定が依存しているコンテンツ

項目は削除できません。 
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3.1.7.5.2 非公開 

選択されたコンテンツ項目が非公開となり、Webサイト上での閲覧ができなくなりますが、コ

ンテンツ項目は Webコンテンツ管理システム内に保持され、確認や更新、再公開することが可

能です。最初に、選択したコンテンツ項目が一覧表示され、その後「全て非公開」ボタンを押

下することで非公開が確定され実際にコンテンツ項目が非公開となります。ログイン中の管理

者ユーザに「公開」アクセス権限があるコンテンツ項目のみ非公開が実行され、「公開」アク

セス権限のないコンテンツ項目は非公開となりません。また、他のコンテンツ項目や Webサイ

ト設定が依存しているコンテンツ項目は非公開を実行できません。 

 

3.1.7.6 専有 

選択されたコンテンツ項目は、Webコンテンツ管理システムにおいて専有（ロック）され、他

のウェブサイト管理者はそれらのコンテンツ項目を更新できなくなります。ログイン中の管理

者ユーザに「更新」アクセス権限があるコンテンツ項目のみ専有され、「更新」アクセス権限

のないコンテンツ項目は専有されません。詳しくは、3.5.8コンテンツの専有と解放とアサイン

をご参照下さい。 

3.1.7.7 解放 

選択されたコンテンツ項目は、Webコンテンツ管理システムにおいて解放（ロック解除）さ

れ、他のウェブサイト管理者もそれらのコンテンツ項目を再度更新することが可能になりま

す。ログイン中の管理者ユーザが専有を行ったコンテンツ項目、また「更新」アクセス権限の

あるコンテンツ項目、および「管理者」アクセス権限のある管理者ユーザによって専有された

コンテンツ項目、のみが解放され、他のコンテンツ項目は専有されません。詳しくは、3.5.8コ

ンテンツの専有と解放とアサインをご参照下さい。 

3.1.7.8 印刷 

「印刷ページ」として特殊ページが設定されている場合、それらの「印刷ページ」の中からい

ずれかを選択し、選択したコンテンツ項目を表示したり、印刷（お使いのブラウザの印刷機能

を使います）したりすることができます。 
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3.1.8 プレビュー 

インデックス管理ページにあるコンテンツ項目の「プレビュー」リンク、もしくはコンテンツ

項目の追加時や更新時の「プレビュー」ボタンを選択すると、別ウィンドウが開き、そのコン

テンツ項目が公開された際の実際の見え方が表示されます。コンテンツ項目が既に公開されて

いる場合は、現在 Webサイト上で見えているように表示されます。 

 

 

3.1.9 Webブラウザデバイスプレビュー 

コンテンツ項目の追加時や更新時、スマートフォンやタブレットといった様々な Webブラウザ

デバイスでコンテンツをプレビューすることもできます。選択可能な Webブラウザデバイスの

いずれか、もしくは「- 比較 -」を選択して「プレビュー」ボタンを押下すると、別ウィンドウ

が開き、そのコンテンツが公開された際に、選択したデバイスでどのように表示されるか確認

することができます。既に公開されている場合は、現在の見え方が表示されます。 
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表示されているデバイスの上部中央をクリックすると、縦横方向が切り替わります。 
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これは、擬似的なプレビューであることにご留意ください。デバイス指定の高度な HTMLコン

テンツや CSSスタイルシート、あるいは Javascriptプログラムコードの機能は、この擬似的なプ

レビューでは正常に動作しない可能性があります。選択したデバイスでの確実な表示を確認し

たい場合は、実機を使用していただく必要があります。 

3.1.10 管理（統合） 

デフォルトでは、一覧管理ページにてコンテンツ項目の「タイトル」リンクを選択すると、そ

のコンテンツ項目の追加／詳細表示／更新／削除を行う統合管理ページへアクセスすることが

できます。オプションで、Webサイト全体の設定および個別ユーザアカウントの管理者機能設

定により、「追加」「詳細表示」「更新」「削除」管理ページをそれぞれ単独で使用すること

も可能です。以下のセクションにて説明します。 

この統合管理ページでは、選択したコンテンツ項目に対するアクセス権限に応じて、コンテン

ツ項目の内容を更新することが可能です。またそのコンテンツ項目のコピー追加や、削除、あ

るいは単に閲覧することもできます。 

すべてのコンテンツ項目カテゴリに共通する基本的な内容は、コンテンツ項目の「タイトル」

と「コンテント」で、デフォルトで「プライマリコンテンツ」タブに表示されます。コンテン

ツ項目のカテゴリに応じて、そのコンテンツ項目の実際のコンテントとなる内容を編集するた

めの入力フィールドが表示されたり、あるいはローカルコンピュータからファイルを実際のコ

ンテントとして HeartCore Webコンテンツ管理システムへアップロードするためのアクセス権が

与えられます。 

コンテンツ項目の他の詳細内容を入力する「変更履歴」「追加コンテンツ」「メタ情報」「コ

ンテンツカテゴリ」「コンテンツバージョン」「アクセス権限」「関連コンテンツ」「コンテ

ンツの依存関係」といったタブも使用可能です。統合管理ページにおける、これらのタブや詳

細内容、他のボタンおよびリンクについての詳細は、以下のセクションをご参照ください。 

各タブの上部にある「保存」ボタンを選択すると、ポップアップにて「保存して閉じる」「保

存」リンク（および様々なオプション）が表示され、コンテンツ項目を保存することができま

す。これにより、実際にコンテンツ項目が HeartCore Webコンテンツ管理システム内で更新され

ます。 

 保存 

統合管理ページが表示されたまま、入力した内容が保存されます。よって、そのままコン

テンツ項目の編集を続けることが可能です。 

 

 保存して閉じる 

入力した内容が保存され、統合管理ページが閉じられます。そしてインデックス管理ペー
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ジへと戻ります。 

 

 リンクチェック 

設定に応じて、「リンクチェック」チェックボックスが保存ボタンのポップアップ内に表

示されます。このチェックボックスを選択すると、他のページやウェブサイトへのリンク

がないかコンテンツが解析され、存在するリンクはチェックされます。正しく動作してい

ない恐れのあるリンクは表示され、そのままコンテンツを保存するか確認が求められま

す。外部ウェブサイトへのリンクがコンテンツ内に多数存在する場合は、リンクチェック

に時間が掛かる可能性があります。 

 

各タブの右上部にある「X」アイコンを選択すると、未保存の変更は破棄され、統合管理ページ

を閉じて管理一覧ページへと戻ります。 

尚、保存を行う前に、HeartCore Webコンテンツ管理システム内やブラウザにて他のページを開

いたり、ブラウザを閉じたりすると、コンテンツ項目は更新されず編集した内容は失われます

のでご注意ください。 

コンテンツ項目に対するアクセス権限に応じて、「追加」「削除」ボタンも表示されます。 

 追加 

新規コンテンツ項目として入力された内容を保存します（選択した元のコンテンツ項目は

変更されません）。統合管理ページは閉じられ、インデックス管理ページへ戻ります。 

 

 削除 

「削除」ボタンを選択すると、ポップアップボックスが表示（再度選択すると非表示とな

ります）され、「削除」「非公開」リンクが選択できるようになります。 

 

o 非公開 

コンテンツ項目を非公開にし、Webサイト上で閲覧されないようにします。

HeartCore Webコンテンツ管理システム内では保持されたままなので、非公開後も

確認や更新を行ったり、再度公開したりすることが可能です。統合管理ページは閉

じられ、インデックス管理ページへ戻ります。 

 

o 削除 

コンテンツ項目を HeartCore Webコンテンツ管理システムから削除します。統合管

理ページは閉じられ、インデックス管理ページへ戻ります。 
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3.1.11 新規追加 

インデックス管理ページにある「追加」ボタンを選択すると、新規コンテンツを作成すること

ができます。スクラッチから作成、もしくは既存コンテンツのコピーとして作成できます。 

すべてのコンテンツ項目カテゴリに共通する基本的な内容は、「プライマリコンテンツ」タブ

にデフォルトで表示されるコンテンツの「タイトル」と「コンテンツ」です。そのコンテンツ

項目に対し意味のあるタイトルを入力します。追加するコンテンツ項目のカテゴリに応じて、

そのコンテンツの実際のコンテンツを入力する入力フィールドもしくは、ローカルコンピュー

タから Webコンテンツ管理システムへファイルを実際のコンテンツとしてアップロードできる

アクセスが存在します。 

他の「変更履歴」「追加コンテンツ」「メタ情報」「コンテンツカテゴリ」「コンテンツバー

ジョン」「アクセス制限」「関連コンテンツ」「コンテンツ依存関係」タブでは、その他の詳
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細を入力できます。これらのタブや詳細、またこの管理ページにおけるその他のリンクやボタ

ンについての詳細は、後述の各セクションをご参照下さい。 

各タブの上部にある「保存」ボタンを選択すると、ポップアップにて「保存して閉じる」「保

存」リンク（および様々なオプション）が表示され、コンテンツ項目を保存することができま

す。これにより、実際にコンテンツ項目が HeartCore Webコンテンツ管理システム内に作成され

ます。 

 保存 

新規追加ページを離れることなく、入力したコンテンツ項目詳細を保存し、そのまま入力

や編集を続けることができます。 

 

 保存して閉じる 

入力したコンテンツ項目詳細を保存して、新規追加ページを閉じ、インデックス管理ペー

ジへ戻ります。 

 

各タブの右上部にある「X」アイコンを選択すると、未保存の変更は破棄され、新規追加ページ

を閉じて管理一覧ページへと戻ります。 

尚、保存する前に、Webコンテンツ管理システム内や Webブラウザ内で別のページ開いたり、

Webブラウザを閉じたりすると、そのコンテンツ項目は Webコンテンツ管理システムには作成

されず、入力した内容も失われますのでご注意下さい。 

 

3.1.12 詳細表示 

インデックス管理ページにあるコンテンツ項目の「詳細表示」リンクを選択すると、そのコン

テンツ項目の完全な詳細を見ることができます。 

すべてのコンテンツ項目カテゴリに共通する基本的な詳細は、「プライマリコンテンツ」タブ

にデフォルトで表示されるコンテンツの「タイトル」と「コンテンツ」です。 

その他の「変更履歴」「追加コンテンツ」「メタ情報」「コンテンツカテゴリ」「コンテンツ

バージョン」「アクセス制限」「関連コンテンツ」「コンテンツの依存関係」タブを選択する
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と、コンテンツ項目のその他詳細を閲覧できます。その他のタブや詳細、またこの管理ページ

におけるその他のリンクやボタンについての詳細は、後述の各セクションをご参照下さい。 

コンテンツ項目に対するアクセス権限に応じて、「追加」「削除」ボタンも表示されます。 

各タブの上部にある「保存」ボタンを選択すると、ポップアップにて「保存して閉じる」「保

存」リンク（および様々なオプション）が表示され、コンテンツ項目を保存することができま

す。これにより、実際にコンテンツ項目が HeartCore Webコンテンツ管理システム内で更新／公

開されます。 

 保存 

詳細表示ページを離れることなく、入力したコンテンツ項目詳細を保存し、そのまま入力

や編集を続けることができます。 

 

 保存して閉じる 

入力したコンテンツ項目詳細を保存して、詳細表示ページを閉じ、インデックス管理ペー

ジへ戻ります。 

 

各タブの右上部にある「X」アイコンを選択すると、未保存の変更は破棄され、詳細表示ページ

を閉じて管理一覧ページへと戻ります。 

尚、保存する前に、Webコンテンツ管理システム内や Webブラウザ内で別のページ開いたり、

Webブラウザを閉じたりすると、そのコンテンツ項目は実際には更新／公開されず、編集した

内容も失われますのでご注意下さい。 

 

3.1.13 更新 

インデックス管理ページにある「更新」リンクを選択すると、そのコンテンツ項目の詳細を更

新することができます。 

すべてのコンテンツ項目カテゴリに共通する基本的な詳細は、「プライマリコンテンツ」タブ

にデフォルトで表示されるコンテンツの「タイトル」と「コンテンツ」です。更新するコンテ

ンツ項目のカテゴリに応じて、そのコンテンツの実際のコンテンツを編集する入力フィールド
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もしくは、ローカルコンピュータから Webコンテンツ管理システムへファイルを実際のコンテ

ンツとしてアップロードできるアクセスが存在します。 

その他の「変更履歴」「追加コンテンツ」「メタ情報」「コンテンツカテゴリ」「コンテンツ

バージョン」「アクセス制限」「関連コンテンツ」「コンテンツ依存関係」タブでは、その他

の詳細を入力できます。その他のタブや詳細、またこの管理ページにおけるその他のリンクや

ボタンについての詳細は、後述の各セクションをご参照下さい。 

各タブの上部にある「保存」ボタンを選択すると、ポップアップにて「保存して閉じる」「保

存」リンク（および様々なオプション）が表示され、コンテンツ項目を保存することができま

す。これにより、実際にコンテンツ項目が HeartCore Webコンテンツ管理システム内で更新され

ます。 

 保存 

更新ページを離れることなく、入力したコンテンツ項目詳細を保存し、そのまま入力や編

集を続けることができます。 

 

 保存して閉じる 

入力したコンテンツ項目詳細を保存して、更新ページを閉じ、インデックス管理ページへ

戻ります。 

 

各タブの右上部にある「X」アイコンを選択すると、未保存の変更は破棄され、更新ページを閉

じて管理一覧ページへと戻ります。 

保存する前に、Webコンテンツ管理システム内や Webブラウザ内で別のページ開いたり、Web

ブラウザを閉じたりすると、そのコンテンツ項目は Webコンテンツ管理システムでは更新され

ず、編集した詳細も失われますのでご注意下さい。 

 

3.1.14 削除 

インデックス管理ページにある「削除」リンクを選択すると、そのコンテンツ項目の詳細を完

全に削除するページへアクセスします。 
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すべてのコンテンツ項目カテゴリに共通する基本的な詳細は、「プライマリコンテンツ」タブ

にデフォルトで表示されるコンテンツの「タイトル」と「コンテンツ」です。 

その他の「変更履歴」「追加コンテンツ」「メタ情報」「コンテンツカテゴリ」「コンテンツ

バージョン」「アクセス制限」「関連コンテンツ」「コンテンツ依存関係」タブでは、その他

の詳細を閲覧できます。その他のタブや詳細、またこの管理ページにおけるその他のリンクや

ボタンについての詳細は、後述の各セクションをご参照下さい。 

タブ上部には「削除」ボタンがあり、そのコンテンツ項目を実際に Webコンテンツ管理システ

ム内から削除することが可能です。 

 削除 

「削除」ボタンを選択すると、ポップアップボックスが表示（再度選択すると非表示とな

ります）され、「削除」「非公開」リンクが選択できるようになります。 

 

o 非公開 

コンテンツ項目を非公開にし、Webサイト上で閲覧されないようにします。

HeartCore Webコンテンツ管理システム内では保持されたままなので、非公開後も

確認や更新を行ったり、再度公開したりすることが可能です。削除ページは閉じら

れ、インデックス管理ページへ戻ります。 

 

o 削除 

コンテンツ項目を HeartCore Webコンテンツ管理システムから削除します。削除ペ

ージは閉じられ、インデックス管理ページへ戻ります。 

 

各タブの右上部にある「X」アイコンを選択すると、非公開や削除はキャンセルされ、削除ペー

ジを閉じて管理一覧ページへと戻ります。 

尚、非公開や削除する前に、Webコンテンツ管理システム内や Webブラウザ内で別のページ開

いたり、Webブラウザを閉じたりすると、そのコンテンツ項目は非公開にならず、Webコンテ

ンツ管理システムから削除されませんのでご注意ください。 
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3.1.15 コンテンツ依存関係 

デフォルトでは、他のコンテンツや Webサイト設定が依存しているコンテンツ項目は、削除す

ることができません。そのようなコンテンツを削除する前に、すべてのコンテンツ依存関係を

解除する必要があります。例えば、ページで使用されているイメージを削除するには、そのペ

ージを更新してイメージを除去する必要があります。 

他のコンテンツが依存している場合、各タブの右上部にアイコンが出現します。選択すると、

詳細が表示されます。 

 

コンテンツ項目のコンテンツ依存関係は、「Webサイトコンテンツ」と「メディアライブラ

リ」セクション内で、コンテンツ項目を閲覧、更新、削除する際に「コンテンツ依存関係」タ

ブにて確認することができます。コンテンツ依存関係とは下記のケースです。 

 コンテンツ項目が、デフォルトの Web サイトテンプレートまたはスタイルシートに設定さ

れている場合 

 コンテンツ項目が、デフォルトページ（ホームページ）または他の特殊ページに設定され

ている場合 

 コンテンツ項目が、マイクロサイトのデフォルトページに設定されている場合 

 他のコンテンツ項目がそのコンテンツを含む場合、もしくはそのコンテンツにリンクして

いる場合 

 コンテンツ項目が、他のコンテンツ項目のプレゼンテーションテンプレートまたはスタイ

ルシートである場合 

 コンテンツ項目が、代替コンテンツバージョンのデフォルト／マスターバージョンの場合 

 コンテンツ項目が、他のコンテンツ項目とのページ関係階層/連携の一部となっている場合 

 コンテンツ項目が、他のコンテンツ項目の追加コンテンツ構成要素として使用されている

場合 

 

コンテンツ項目の依存関係は、「コンテンツの依存関係」タブに表示されます。 

他のコンテンツ項目や Webサイト設定が依存しているコンテンツ項目を削除しようとした場

合、警告が表示され削除できません。 
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3.2 パーソナルワークスペース 

パーソナルワークスペース管理ページでは、ログインユーザが現在作業中のコンテンツ項目

や、他のユーザによってログインユーザにアサインされたコンテンツ項目が一覧表示されま

す。また、パーソナルワークスペース管理ページから、プロジェクトやコメントへアクセスす

ることもできます。 

 

パーソナルワークスペースに表示されるタブやセクションは、Webコンテンツ管理システムの

設定や、ログインユーザの管理者機能設定によって異なります。ユーザによって表示されるセ

クションやその順序が異なる可能性がありますのでご留意ください。また、パーソナルワーク

スペースに解析レポートを含めることも可能です。 
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3.3 コンテンツ管理 

ページ、構成要素、テンプレート、スタイルシートのフル機能へアクセスするには、HeartCore 

Webコンテンツ管理システムのコンテンツ管理セクションを使用します。HeartCore Web コンテ

ンツ管理のあらゆる管理 Webページにある、ツールバーの「Webサイトコンテンツ」リンクか

ら、コンテンツ管理セクションにアクセスすることができます。 

 

コンテンツ管理セクションのメインページでは、左メニューから、ページ、構成要素、テンプ

レート、スタイルシート、パッケージ、バンドル管理へそれぞれアクセスします。 

 

また、左メニューの「Webサイト階層構造」を使って、ページを管理することも可能です。 

 

コンテンツ管理セクションのメインページではまた、“リンクをチェック”ボタンを選択する

ことにより、全てのページに存在する他のコンテンツや Webサイトへのリンクをチェックする

ことが可能です。全てのコンテンツをリスト化したレポートページが表示され、Webサイト内

で使用されていないと思われるような“単独ファイル”という表示を含む、いかなる無効なリ

ンクも警告が一緒に表示されます。（“単独ファイル”コンテンツは、特殊コードや外部サイ

トからのリンクによって使用されている可能性もあります。） 

 

最後に、コンテンツ管理セクションのメインページから「メタデータ」ボタンを選択すると、

SEOなどで活用されるメタデータ詳細レポートを閲覧することができます。 
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3.3.1 Webサイト階層構造メニュー 

Webサイトの各ページおよび各商品は、階層的に構造化することができます。（HeartCore Web

コンテンツ管理システムの「Webサイト階層構造」セクション、およびページ／商品の「関連

コンテンツ」を使用） 

左メニュー「Webサイト階層構造」の「- 標準 -」を展開すると（「+」を選択）、Webサイト

のデフォルトホームページと他のトップレベルページ、および単独の（構造化されていない）

ページ および商品が表示されます。下位の階層に構造化されたページおよび商品を持つ場合

は、フォルダとして表示され、下位のページおよび商品を持たない場合には、ページとして表

示されます。フォルダとして表示されているページおよび商品を展開すると、下位の各ページ

および商品を表示させることができます。 

左メニューよりページおよび商品のタイトルもしくは idを選択すると、選択したページおよび

商品の統合管理ページが表示されます。 

「マイクロサイト」が設定されている場合は、そのマイクロサイトが「Webサイト階層構造」

左メニューに追加され、各マイクロサイトのデフォルトホームページと下層ページおよび商品

が同様に表示されます。 
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3.3.2 ページ 

Webサイトのメインコンテンツです。ページコンテンツは、通常ページ の主要なコンテンツで

あり、ユーザの興味を左右します。 

ページのプライマリコンテンツは、デフォルトでは“リッチ”フォーマットテキストで構成さ

れていますが、シンプルなフォーマットなしのテキストで編集するよう変更も可能です。また

ページには、検索結果などで表示されるサマリーコンテンツも持たせることができます。Web

サイトの検索結果ページやパンくず、またはメニューなどからページを外すことも可能です

（例えば、ログインページや Webサイト機能で使用されるページなど）。また、Webサイトユ

ーザや検索エンジンに親しみやすいファイル名や Webサイトアドレスへ公開することが可能で

す。 

3.3.2.1 プライマリコンテンツ 

3.3.2.1.1 コンテンツ 

デフォルトでは、実際のページコンテンツは、統合 HeartCore Webコンテンツエディタを使った

“リッチ”フォーマットテキストとして編集されます。通常、コンテンツは、典型的なデスク

トップワードアプリケーションに似た WYSIWYGモードで編集されます。従って、Webページ

を構成する HTMLや XHTMLの特別な専門知識がなくてもコンテンツを作成したり更新したり

することが可能です。厳密には、コンテンツは HTMLや XHTMLコードであり、統合 HeartCore 

Webコンテンツエディタ内で閲覧や編集することも可能です。統合 HeartCore Web コンテンツ

エディタの使用方法についての詳細は、「ウェブサイト作成者ガイド」をご確認下さい。 
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また、統合 HeartCore Webコンテンツエディタでは、コンテンツビルダーもご利用いただけま

す。事前に定義されたコンテンツやレイアウトのビルディングブロックを使って、容易に Web

サイトページを組み立てることが可能です。まずコンテンツビルダーで組み立てた後、統合

HeartCore Webコンテンツエディタにて編集を行います。 
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3.3.2.1.2 サマリー 

短めのページコンテンツサマリーを入力することもできます。例えば、Webサイトの検索結果

やサイトマップでの表示などに向けたものです。 

デフォルトでは、サマリーもページコンテンツと同様に、統合 HeartCore Webコンテンツエディ

タを使って“リッチ”フォーマットテキストとして編集されます。 

 

3.3.2.1.3 コンテンツフォーマット 

デフォルトでは、ページコンテンツとサマリーは、統合 HeartCore Webコンテンツエディタを使

った HTMLや XHTMLコードの“リッチ”フォーマットテキストとして編集されます。 

Webサイトで設定しているデフォルトのフォーマットとは別のフォーマットでコンテンツを入

力したい場合は、ページのコンテンツフォーマットを「標準」から「HTML」「HTML4」
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「HTML5」「XHTML」「XML」「テキスト」のいずれかへ変更します。変更したコンテンツ

フォーマットを反映するには、ページを保存する必要があります。 

例えば、ページのコンテンツフォーマットを「テキスト」に変更して保存し、再度ページを開

くと、”リッチ” テキストではなく、シンプルなテキスト入力フィールドでコンテンツとサマリ

ーを編集できるようになります。 

 

3.3.2.1.4 サイト内検索 

デフォルトでは、すべてのページが、Webサイトの検索結果に含まれます。しかし、例えばロ

グインページや Webサイト機能の特殊ページなどを、検索結果から除外したい場合もありま

す。  

 

3.3.2.1.5 ブレッドクラム（パンくず）とメニュー 

デフォルトでは、すべてのページが、動的に生成されるパンくずやメニューに含まれます（機

能が有効の場合）。しかし、例えばログインページや Webサイト機能の特殊ページなどを、動

的に生成されるパンくずやメニューから除外したい場合もあります。 

ページを、動的に生成されるパンくずやメニューから除外した場合でも、Webサイトの階層構

造には使用することが可能です。パンくずやメニューを生成する際にそのコンテンツ関係は使

用されますが、このページがその一部として表示されることはありません。 

 

3.3.2.1.6 ファイル名とコンテンツ配信と URL 

Webコンテンツ管理システム内のすべてのページには、識別 ID番号が付与されており、動的

Webアドレスを使ってページを閲覧する際に使用されます。例： 

 http://www.yourwebsite.com/page.aspx?id=12345 

 http://www.yourwebsite.com/page.jsp?id=12345 

 http://www.yourwebsite.com/page.php?id=12345 

また、検索エンジンや Webサイトユーザに親しみやすい「静的」Webアドレスにもページを公

開することができます。例： 

 http://www.yourwebsite.com/about_us 

このような Webアドレスへページを公開するには、アドレスの最後の部分をそのページのファ

イル名として入力します。例： 

 about_us 

デフォルトでは、このページは「動的」プログラムスクリプトとして、指定したファイル名に

公開されます。ページがアクセスされる度にコンテンツを動的に生成し、Webブラウザの優先

言語設定やアクセス制限等を処理します。任意で、ページを「静的」ファイルとして公開し、

パフォーマンスを最大化することも可能です。その場合、ページは Webサーバーから直接配信

されるため、Webブラウザの優先言語やアクセス制限等といった動的機能は実行されなくなり

ます。 
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 デフォルト 

このページは、Webサイト全体に設定されたコンテンツ配信方法を使用します。 

 

 動的 

このページは、動的プログラムスクリプトとして公開されます。 

 

 静的 

このページは、静的な HTMLファイルとして公開されます。 

 

URLは、Webサイト上でそのページを閲覧する際に使用できる Webアドレスを表示していま

す。 

 

3.3.2.2 コンテンツプレゼンテーション 

デフォルトでは、ページのグループやタイプ（もしあれば）、もしくは Webサイトに設定され

たデフォルトのテンプレートとスタイルシートを使って、ページが表示されます。 

代わりに、個別のページに対し、テンプートとスタイルシート（スタイルシートは複数も可）

を選択することもでき、その際には設定されているデフォルトテンプレートに代わってこちら

が使用されます。また、テンプレートとスタイルシートを“‐なし‐”に選択すれば、ページ

は単体で表示されます。そして、“‐標準‐”を選択すると、再びデフォルトのテンプレート

とスタイルシートが使用されます。 

“選択”ボタンを押下するとポップアップウィンドウが開き、Webコンテンツ管理システム内

のテンプレートとスタイルシートから選択することができます。ページでは、テンプレートは

１つ、スタイルシートは複数選択することができます。上下矢印を使って、スタイルシートの

順序を並べ替えることが可能です。 
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3.3.2.3 追加コンテンツ 

3.3.2.3.1 構成要素 

通常、ページのコンテンツは、プライマリコンテンツですが、追加のコンテンツ項目をいくつ

でも含めることが可能です。追加のコンテンツ項目は、Webサイトコンテンツ管理システム内

で別々のコンテンツ項目として保存されています。これは、Webページのヘッダーやフッタ

ー、ツールバーメニューやナビゲーションメニューなど、複数ページに使用されるコンテン

ツ、さらにはプライマリコンテンツとは直接関係のないメニューボックス等の補助的コンテン

ツに、とても便利です。このような別々のコンテンツ項目を持つことによって、一度の更新で

該当するすべてのページにその更新内容を反映することができるようになります。 

あらゆるタイプの追加コンテンツ構成要素をいくつでも設定することができます。デフォルト

では、ページのテンプレートに選択された追加コンテンツ項目を使ってページが表示されま

す。また代わりに、個別のページに追加コンテンツ項目を選択することも可能で、その際に

は、テンプレートに選択されている項目に代わって使用されます。“－ランダム－”を選択す

ると、Webページが閲覧される度に、その構成要素クラスに属するコンテンツ項目がランダム

に表示されます。“－なし－”を選択すると、どの追加コンテンツも使用しないで表示されま

す。“－標準－”を選択すると、ページのテンプレートの追加コンテンツ項目が再び表示され

るようになります。 

追加コンテンツ構成要素の「追加」ボタンを押下すると、ポップアップウィンドウが開き、

Webコンテンツ管理システム内のコンテンツ項目から選択することができます。各構成要素に

複数のコンテンツ項目を追加することが可能です。追加したコンテンツ項目を並べ替えるに

は、上下矢印ボタンを使用します。追加したコンテンツ項目を削除するには、「削除」ボタン

を使用します（追加したコンテンツ項目の選択を外すだけでは不十分です）。「-標準-」「-な

し-」「-ランダム-」のいずれかを選択した場合、追加したコンテンツ項目はすべて、保存時に

自動で削除されますのでご注意ください。 
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3.3.2.3.2 イメージ 

３つのイメージをページに付随させることも可能です。これらのイメージは、Webコンテンツ

管理システムにおいて特定の方法で使用されるものではありません。これらのイメージを多様

に使用するよう Webサイトデザインや機能を開発することができます。例えば、テンプレート

でこれらのイメージを表示させたり、検索結果でこれらのイメージを表示させたり、これらの

イメージを閲覧もしくは３種のフォーマットやサイズでダウンロードできるリンクのあるイメ

ージ説明ページとしたり、などです。 

Webコンテンツ管理システムの推奨は、イメージ１は小さなサムネイルイメージ用（例：検索

結果での表示）で、イメージ２は中くらいのサイズイメージ用（例：Webページの表示）で、

イメージ３は大きな高解像度イメージ用（例：印刷用）です。 
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デフォルトでは、イメージセレクタには、他のコンテンツ項目と同じようにイメージが一覧表

示されます。任意で、一覧表示されたイメージの上部にある「ギャラリー表示」ボタンを選択

すると、ギャラリーモードでイメージを表示することができます。イメージの概観が確認でき

るため、特定のイメージを容易に見つけることが可能となります。別のイメージカテゴリを選

択、もしくは「リスト表示」を選択すると、デフォルトの一覧表示に戻ります。 

 

3.3.2.3.3 ファイル 

３つのファイルをページに付随させることも可能です。これらのファイルは、Webコンテンツ

管理システムにおいて特定の方法で使用されるものではありません。これらのファイルを多様

に使用するよう Webサイトデザインや機能を開発することができます。例えば、ページのコン

テンツをダウンロードしたり、３種の異なるフォーマットのファイルをダウンロードしたり

（Microsoft Word DOC、Adobe Acrobat PDF、Open Document Format ODF、Zip、Sit、Tarなど）

です。 

 

3.3.2.3.4 リンク 

３つのリンクをページに付随させることも可能です。これらのリンクは、Webコンテンツ管理

システムにおいて特定の方法で使用されるものではありません。これらのリンクを多様に使用

するよう Webサイトデザインや機能を開発することができます。例えば、ニュースのオリジナ

ル参照元として。 
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3.3.2.4 メタ情報 

Webページは、そのページのコンテンツに関する隠しメタ情報を含むことができます。この隠

しメタ情報は、SEOやインデックス作成、自動エージェントシステムなどで活用されます。 

３つの標準メタ情報属性が、Webページと Webコンテンツ管理システムで使用されます。 

 作成者 

ページコンテンツの作者名と他詳細 

 

 ディスクリプション 

ページ内容の簡単なサマリー。プライマリコンテンツのサマリーと類似していますが、フ

ォーマットのないシンプルテキストです。 

 

 キーワード 

いくつかの重要なキーワードに要約されたページの内容 

 

これらの標準メタ情報属性に入力するテキストは、常に隠しメタ情報としてページに自動で含

まれます。 

 

 

3.3.2.4.1 カスタムメタ情報 

他の標準メタ情報属性や独自のカスタムメタ情報属性を、いくつでも追加することができま

す。これらは、多様に使用することができます。 

他のメタ情報属性を追加するには、「- 新規 -」が選択された状態でメタ情報属性名を入力し

「新規追加」を選択します。すると、その属性に対する新しい入力フィールドが追加されます

ので、そこへ内容／値を入力します。追加したメタ情報属性を除去するには「削除」ボタンを

選択します。 

また、一般的なメタ情報データの容易な使用と一貫性保持の目的で、Webコンテンツ管理シス

テムの設定に応じて、事前定義済みのカスタムメタ情報オプションも使用可能です。事前定義

済みのメタ情報属性を追加するには、対象の事前定義済みメタ情報名を選択し（「- 新規 -」の

下に表示されます）、「新規追加」を選択します。すると、その属性に対する新しい入力フィ

ールドが追加されますので、そこへ内容／値を入力します。事前定義済みのメタ情報属性は、

シンプルなテキスト入力、ラジオボタン、チェックボックス、選択（複数もしくは単数）オプ

ションのいずれかです。 

デフォルトでは、すべてのメタ情報属性が隠しメタ情報として Webサイトページに含まれま

す。一般的なメタ情報や“http-equiv”のような特殊メタ情報を定義することが可能です。例え

ば、“Revised”という属性名に“1. May 2010”という値を入力すると、下記のように HTMLコ

ードが出力されます。 
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<meta name=”Revised” content=”1. May 2010”> 

また、例えば“http-equiv Content-Type”という属性名に“text/html;charset=UTF-8”という値を

入力すると、下記のように HTMLコードが出力されます。 

<meta http-equiv=”Content-Type” content=” text/html;charset=UTF-8”> 

「内部利用のみ」チェックボックスを選択すると、Webサイトページに含まれなくなります。

そうすると、そのメタ情報は、Webコンテンツ管理システム内でのみ閲覧可能となります。ま

たは、独自に開発した Webサイト機能が特定的にそのメタ情報を Webサイト上で表示する場合

のみ閲覧されます。 

※NAME 属性には特殊記号は使用できません。【例：「<」,「>」など】 

 

 

3.3.2.4.2 ロボット 

“robots”メタ情報属性が Webページに存在する場合、検索エンジンはこれを使って Webサイ

トをインデックスします。例えば、いくつかのページで検索エンジンがインデックスやリンク

をフォローするのを阻止させる目的などです。 

 index 

このページは検索エンジンにインデックスされます。 

 

 noindex 

このページは検索エンジンにインデックスされない。 

 

 follow 

このページ上のリンクを検索エンジンがフォローして、インデックスする。 

 

 nofollow 

このページ上のリンクは検索エンジンがフォローしない。 

 

このようなロボットメタ情報は、ただガイドラインに過ぎず、検索エンジンが使用するか否か

は不確実ですので、ご留意ください。 

 

 

3.3.2.4.3 Platform for Internet Content Selection (PICS) 

Platform for Internet Content Selection (PICS) は、Webページのラベル付けにおける基準です。例

えば、親や教師が、子供がアクセスできる情報をコントロールするためや、コードサイニン

グ、またはプライバシー及び知的財産権管理のためのものです。PICSメタ情報の詳細は、

http://www.w3.org/PICS/ をご参照下さい。 

Webコンテンツ管理システムに正確に認識し処理させるため、PICSメタ情報属性名の前に“http-

equiv-“を追加する必要があります。 

http://www.w3.org/PICS/
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3.3.2.4.4 Dublin Core 

Dublin Core は、多数の追加メタ情報属性における基準です。詳細は、www.dublincore.org をご参

照下さい。 

 
 

3.3.2.4.5 コンテンツスキーマ 

コンテンツの説明や概要を、構造化されたコンテンツスキーマ形式で追加することもできま

す。コンテンツスキーマデータは、検索エンジンや他の目録自動化エージェントシステムが、

ウェブサイトのページをより最適にインデックスする目的で使用します。例えば、ウェブサイ

トにより簡単かつ迅速にアクセスできるよう、コンテンツスキーマ情報を検索結果に直接表示

します。 

コンテンツスキーマデータをコンテンツに追加するには、一般的なコンテンツであれば「記

事」、問い合わせ情報であれば「連絡先」、イベント情報であれば「イベント」というよう

に、対応しているコンテンツタイプのいずれかを選択します。コンテンツタイプを選択する

と、そのコンテンツタイプに特化した様々な入力フィールドが表示されます。出来る限り多く

のデータを入力します。検索エンジンによって、対応しているコンテンツタイプや必要なデー

タが異なる可能性がありますのでご注意ください。（必須データが存在しない場合、検索エン

ジンがコンテンツスキーマデータを無視する恐れがあります。） 

 

http://www.dublincore.org/
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「ヘルプ」ボタンを選択すると、選択したコンテンツタイプとそのプロパティに関する情報

を、Schema.orgウェブサイトにて確認することができます。 

「コード表示」ボタンを選択すると、生成されたコンテンツスキーマ形式のコードが表示され

ます（再度ボタンを選択すると非表示になります）。このコードが、ウェブサイトページに隠

しメタ情報として挿入されます。また、生成されたコンテンツスキーマコードをコピーして他

のツールにペーストし、コード検証等を行うことも可能です。検索エンジンや他の目録自動化

エージェントシステムによって、対応している／必要とするコンテンツスキーマデータは異な

るため、それぞれの検索エンジンおよび目録自動化エージェントシステムが提供している検証

ツールにて、コンテンツスキーマデータを検証することを推奨します。 

 

「検証」ボタンを選択すると、Googleの構造化データテストツールが開きます。現在のとこ

ろ、この Google構造化データテストツールで検証するには、生成されたコンテンツスキーマコ

ードを「コード表示」から表示してコピーし、テストツールのフォームにペーストする必要が

あります。 

3.3.2.5 アドバンススクリプト 

HeartCore Webコンテンツ管理システムの基本コンテンツは、フォーマットされたテキストやイ

メージなどのリッチコンテンツから構成されています。高度なナビゲーションメニューやロー

ルオーバーイメージ、アニメーションなどを Webページで作成するには、Javascriptプログラム

を使って俗に言う Dynamic HTMLを追加します。 

一般的な用途の Javascriptプログラムやライブラリは、“スクリプト”コンテンツ項目として

Webコンテンツ管理システムにいくつでも追加可能で、使い勝手を良くすることができます。

したがって、同じスクリプトを複数のページに何回でも使用することができ、一つを更新する

と即座にその更新がすべてのページに反映されます。 

ページで使用するために、事前定義されたスクリプトを、いくつでも選択することができま

す。追加のスクリプトを、このページ / テンプレートに使用するスクリプト一覧へ追加するに

は、「選択」を使用します。上下矢印を使って、スクリプトの順序を並べ替えることが可能で

す。リストされたスクリプトを使用するには、保存時に“選択されている”（強調されてい

る）状態でなければいけません。“選択されていない”状態のスクリプトは、保存時にこのペ

ージ/ テンプレートから除去されます。（スクリプトを実際に作成・更新する際は、「スクリプ

ト」メニュー項目から行います。） 

高度な使用向けに、ページ指定 Javascriptコードや特殊 HTML、CSSコードをページに追加する

こともできます。アドバンススクリプトコードの作成や更新には、専門知識を要します。詳し

くは、HTML、JavaScript、CSS、Dynamic HTMLなどの規格またはその他の文献をご参照くださ

い。 
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HTML DOCTYPE Webページヘッダは、その Webページで使用する HTML規格を定義します。

空白のままにしておくと、Webブラウザがその Webページの HTMLドキュメントタイプを検出

し処理します。テンプレートやページ／商品グループ、ページ／商品タイプ、マイクロサイ

ト、ウェブサイトに他の HTML DOCTYPEが設定されていても、ページ／商品の HTML 

DOCTYPE設定が優先されます。 

HTML属性は、XHTMLや XMLコンテンツの XMLネームスペースを指定（例：

xmlns=”http://www.w3.org/1999/xhtml”）したり、オフライン Webアプリケーション用にページの

マニフェストを指定（manifest="/manifest.aspx?id=123”）したりする目的で使用します。HTML

属性として入力されたデータは、Raw HTMLコード属性として Webページの HTMLタグへ含ま

れます。HTML属性として入力したデータは、有効な HTMLタグコードでなければなりませ

ん。さもないと、Webページが正確に表示されない、あるいは全く表示されない恐れがありま

す。 

HTML HEAD属性は、HTMLメタデータのプロファイル（例：

profile="http://www.acme.com/profiles/core"）や、他の HTML HEAD 属性を指定する目的で使用し

ます。HTML HEAD属性として入力されたデータは、Raw HTMLコード属性として Webページ

の HTML HEADタグへ含まれます。HTML HEAD属性として入力したデータは、有効な HTML 

HEADタグコードでなければなりません。さもないと、Webページが表示されない、あるいは

全く表示されない恐れがあります。 

HTML HEADコードとして入力されたデータはどれも、Raw HTMLコードとして Webページの

HTML HEADタグ内に含まれます。HTML HEADコードとして入力されたデータはどれも完全

で有効な HTMLブロックでなければなりません。さもないと、Webページが正確に表示されな

い、あるいは全く表示されない恐れがあります。JavaScriptコードは、＜SCRIPT＞タグと＜

/SCRIPT＞タグで囲まれ、カスケーディングスタイルシートコードは、＜STYLE TYPE=”

text/css”＞タグと＜/STYLE＞タグ等で囲まれなければいけません。 

もし“<meta http-equiv="name" content="" >”の何らかのタグを HTML HEADコードに追加した場

合、Webコンテンツ管理システムはこれを自動的に検出し、実際の HTTPヘッダとして出力し

ます。例えば、Webブラウザによっては P3Pヘッダサポート用にこれが必要な場合がありま

す。 

HTML BODY 属性として入力されたデータはどれも、HTML BODY タグ内の未加工の HTML／

JavaScript コードとして、Webページに含まれます。CSSと JavaScript コードはどれもセミコロ

ン(;)文字で終わることにご注意ください。さもなければ、テンプレートとページが両方 HTML 

BODY属性を有する場合に、CSSと JavaScript コードが正しく動作しない可能性があります。 

http://www.w3.org/1999/xhtml
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3.3.3 構成要素 

構成要素は通常、追加コンテンツ項目として表示される補助的コンテンツです。例えば、ヘッ

ダーやフッター、ツールバーメニュー、ナビゲーションメニュー、ニュースボックスなどで

す。任意で、コンテンツ構成要素クラスは、Webコンテンツエディタのコンテンツスニペット

として使用するよう設定することも可能です。. 

構成要素は、リッチフォーマットテキストで構成されており、通常のページと同じように編集

されます。Webサイトにて構成要素単独で閲覧されることはなく、「追加コンテンツ」として

選択されたページや、Webコンテンツエディタにコンテンツスニペットとして挿入されたペー

ジで閲覧されるのみです。 
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3.3.3.1 スニペット 

コンテンツ構成要素クラスが Webコンテンツエディタのコンテンツスニペットとして使用する

よう設定されている場合、「コンテンツ」および「サマリー」は以下のように入力します。 

 コンテンツ 

このコンテンツは、Webコンテンツエディタの「スニペットの挿入」機能を使用し、他の

コンテンツ項目へスニペットとして挿入することが可能です。スニペットのコンテンツが

更新されても、以前のスニペットコンテンツが挿入されているコンテンツ項目が新しいス

ニペットコンテンツへ自動で更新されるわけではありませんのでご注意ください。スニペ

ットのコンテンツは、他のコンテンツ項目へコピー＆ペーストされるに過ぎません。 

 

 サマリー 

Webコンテンツエディタの「スニペットの挿入」機能を使用する際、スニペットの説明／

指示として表示されます。任意で、サマリー内にて以下のような FORMフィールドを使

い、カスタマイズ可能なパラメータを定義することも可能です。 

 

o <input name="NAME" class="text SEARCH" value="REPLACE"> 

スニペットの「コンテンツ」内に存在する SEARCHテキスト（SEARCHをスニペ

ットの「コンテンツ」内に存在するテキストに置き換えてください）が、

REPLACEテキストに置換されます。REPLACEテキストは、Webコンテンツエディ

タの「スニペットの挿入」機能使用時、ウェブサイト管理者にて編集可能です。 

 

o <input name="NAME" class="id.value" value="VALUE"> 

スニペットの「コンテンツ」内に、NAMEという idを持つ HTML 

INPUT/SELECT/TEXTAREAタグが存在する場合、その値が VALUEへセットされ

ます。VALUEは、Webコンテンツエディタの「スニペットの挿入」機能使用時、

ウェブサイト管理者にて編集可能です。 

 

o <input name="NAME" class="name.value" value="VALUE"> 

スニペットの「コンテンツ」内に、NAMEという nameを持つ HTML 

INPUT/SELECT/TEXTAREAタグが存在する場合、その値が VALUEへセットされ
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ます。VALUEは、Webコンテンツエディタの「スニペットの挿入」機能使用時、

ウェブサイト管理者にて編集可能です。 

 

o <input name="NAME" class="class.value" value="VALUE"> 

スニペットの「コンテンツ」内に、NAMEという classを持つ HTML 

INPUT/SELECT/TEXTAREAタグが存在する場合、その値が VALUEへセットされ

ます。VALUEは、Webコンテンツエディタの「スニペットの挿入」機能使用時、

ウェブサイト管理者にて編集可能です。 

 

o <input name="NAME" class="id.html" value="VALUE"> 

スニペットの「コンテンツ」内に、NAMEという idを持つ HTMLコンテナタグが

存在する場合、その含有コンテンツが VALUEヘセットされます。VALUEは、Web

コンテンツエディタの「スニペットの挿入」機能使用時、ウェブサイト管理者にて

編集可能です。 

 

o <input name="NAME" class="name.html" value="VALUE"> 

スニペットの「コンテンツ」内に、NAMEという nameを持つ HTMLコンテナタグ

が存在する場合、その含有コンテンツが VALUEヘセットされます。VALUEは、

Webコンテンツエディタの「スニペットの挿入」機能使用時、ウェブサイト管理者

にて編集可能です。 

 

o <input name="NAME" class="class.html" value="VALUE"> 

スニペットの「コンテンツ」内に、NAMEという classを持つ HTMLコンテナタグ

が存在する場合、その含有コンテンツが VALUEヘセットされます。VALUEは、

Webコンテンツエディタの「スニペットの挿入」機能使用時、ウェブサイト管理者

にて編集可能です。 
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3.3.4 テンプレート 

テンプレートは、Webページの全体的なレイアウトやデザインを決定します。すべてのページ

や各セクション、もしくは各カテゴリに共通のコンテンツを含みます。 

テンプレートは、リッチフォーマットテキストで構成されており、通常のページと同じように

編集されます。Webサイトにてテンプレート単独で閲覧されることはなく、ページコンテンツ

や追加コンテンツ項目を包み込むものです。 
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一般的な内容に加えて、テンプレートにはいくつかの特殊コードが含まれ、実際のページコン

テンツや追加コンテンツ項目が挿入される位置を示します。例： 

 @@@title@@@ 

閲覧されたページのタイトルが表示される位置を定義する。 

 

 @@@content@@@ 

閲覧されたページのコンテンツが表示される位置を定義する。 

 

 @@@summary@@@ 

閲覧されたページのサマリーが表示される位置を定義する。. 

 

 @@@toolbar.title@@@ 

閲覧されたページの追加コンテンツ toolbarのタイトルが表示される位置を定義する。 

 

 @@@toolbar.content@@@ 

閲覧されたページの追加コンテンツ toolbarのコンテンツが表示される位置を定義する。 

 

 @@@menu.title@@@ 

閲覧されたページの追加コンテンツ menuのタイトルが表示される位置を定義する。 

 

 @@@menu.content@@@ 

閲覧されたページの追加コンテンツ menuのコンテンツが表示される位置を定義する。 

 

高度な Webサイト機能をプログラムする追加特殊コードが数多くあります。詳しくは、「ウェ

ブサイト開発者ガイド」をご参照下さい。 

 

3.3.4.1 コンテンツプレゼンテーション 

Webサイトコンテンツ管理システムのページで可能なように、テンプレートでも、一つのテン

プレートと複数のスタイルシートを選択することができます。 
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テンプレートに対し他のテンプレートが選択されている場合は、お互いが中で表示されます。

“外側”のテンプレートの@@@content@@@特殊コードは、“内側”テンプレートのコンテン

ツと置き換えられます。“内側”のテンプレートの@@@content@@@特殊コードは、閲覧され

たページのコンテンツと置き換えられます。通常、テンプレートの複数レベル使用は、明確さ

及び運用上の観点から推奨されませんが、必要な際のひとつの選択肢です。 

複数の異なるスタイルシートがテンプレートとページの両方に選択されている場合は、全ての

スタイルシートが使用されます。 

 

3.3.4.2 追加コンテンツ 

Webサイトコンテンツ管理システムのページで可能なように、テンプレートでも、追加コンテ

ンツを複数選択することができます。テンプレートの追加コンテンツ構成要素は、そのテンプ

レートを使用したページで表示されます。ページに対し追加コンテンツ構成要素が選択されて

いる場合は、それらが表示されます。ページの追加コンテンツ構成要素が“‐標準‐”に選択

されている場合は、そのページのテンプレートの追加コンテンツ構成要素が表示されます。 

追加コンテンツ構成要素の「追加」ボタンを押下すると、ポップアップウィンドウが開き、

Webコンテンツ管理システム内のコンテンツ項目から選択することができます。各構成要素に

複数のコンテンツ項目を追加することが可能です。追加したコンテンツ項目を並べ替えるに

は、上下矢印ボタンを使用します。追加したコンテンツ項目を削除するには、「削除」ボタン

を使用します（追加したコンテンツ項目の選択を外すだけでは不十分です）。「-標準-」「-な

し-」「-ランダム-」のいずれかを選択した場合、追加したコンテンツ項目はすべて、保存時に

自動で削除されますのでご注意ください。 

テンプレート（もしくはページ）内に追加コンテンツ構成要素に対する特殊コードが含まれて

いる場合にのみ、追加コンテンツ構成要素は表示されますのでご注意ください。例：追加コン

テンツ“menu”のコンテンツを表示するには、@@@menu.content@@@特殊コード。 
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3.3.4.3 メタ情報 

Webサイトコンテンツ管理システムのページで可能なように、テンプレートでも複数の標準お

よび独自のカスタムメタ情報属性入力することが可能です。テンプレートとページ両方に同じ

メタ情報属性名が使用されている場合は、どちらのメタ情報も隠しメタ情報として Webページ

に含まれます。 

 

3.3.4.4 アドバンススクリプト 

Webサイトコンテンツ管理システムのページで可能なように、テンプレートでも複数の事前定

義済みスクリプトを選択することが可能です。テンプレートとページに異なるスクリプトが選

択されている場合は、両方のスクリプトが Webページ上で使用されます。 

HTML DOCTYPE Webページヘッダは、その Webページで使用する HTML規格を定義します。

空白のままにしておくと、Webブラウザがその Webページの HTMLドキュメントタイプを検出

し処理します。テンプレートの HTML DOCTYPE設定は、ページ／商品グループ、ページ／商
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品タイプ、マイクロサイト、ウェブサイトに設定された他の HTML DOCTYPEより優先されま

すが、個々のページ／商品に HTML DOCTYPEが設定されている場合は、そちらが優先されま

す。 

また、HTML属性や HTML HEAD属性、HTML HEADコード、および HTML BODY属性につい

ても、ページと同じく、テンプレートでも入力可能です。テンプレートとページの両方に

HTML属性、HTML HEAD 属性、HTML HEADコード、HTML BODY属性が入力されている場

合は、すべて Webページ上で使用されます。 

 

3.3.5 スタイルシート 

スタイルシートは、Webサイト上でのテキスト等の色やフォント、マージン等の全体的なスタ

イル及びプレゼンテーションをコントロールする目的で使用されます。スタイルシートの使用

は任意です。スタイルシートの代わり、もしくはスタイルシートに加えて、コンテンツエディ

タを使って希望のスタイルやプレゼンテーションを直接コンテンツに適用することもできま

す。しかしながら、スタイルシートを使えば、一度変更を行うだけで、そのスタイルシートを

使用している全てのページにその変更を自動で即座に反映させることが可能です。スタイルシ

ートは CSSコードですので、CSSコードの作成や更新には専門知識を要します。詳しくは、

CSS規格や他の文献をご参照下さい。. 

3.3.5.1 コンテンツ 

標準 CSSコードで書かれたスタイルシートコンテンツは、シンプルテキスト入力フィールドを

使って編集します。 

3.3.5.2 ファイル名とコンテンツ配信と URL 

Webコンテンツ管理システム内の全てのスタイルシートには、識別 ID番号が自動で付与されま

す。“動的”Webアドレスを使って Webサイト上でスタイルシートにアクセスする際に使用さ

れるものです。下記例： 
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 http://www.yourwebsite.com/stylesheet.aspx?id=12345 

 http://www.yourwebsite.com/stylesheet.jsp?id=12345 

 http://www.yourwebsite.com/stylesheet.php?id=12345 

また、“静的”Webサイトアドレスへスタイルシートを公開することも可能です。下記例： 

 http://www.yourwebsite.com/mystylesheet.css 

このような Webサイトアドレスへスタイルシートを公開するには、Webサイトアドレスの最後

の部分をそのスタイルシートのファイル名として入力します。下記例： 

 mystylesheet.css 

スタイルシートは通常、“.css”で終わるファイル名へ公開されるべきです。 

デフォルトでは、スタイルシートは「動的」プログラムスクリプトとして、指定したファイル

名に公開されます。スタイルシートがアクセスされる度にスタイルシートコンテンツを動的に

生成し、Webブラウザの優先言語設定やアクセス制限等を処理します。任意で、スタイルシー

トを「静的」ファイルとして公開し、パフォーマンスを最大化することも可能です。その場

合、スタイルシートは Webサーバーから直接配信されるため、Webブラウザの優先言語やアク

セス制限等といった動的機能は実行されなくなります。 

 デフォルト 

このスタイルシートは、Webサイト全体に設定されたコンテンツ配信方法を使用します。 

 

 動的 

このスタイルシートは、動的プログラムスクリプトとして公開されます。 

 

 静的 

このスタイルシートは、静的な CSSファイルとして公開されます。 

 

URLは、そのスタイルシートを Webサイト上で閲覧する際に使用できる Webサイトアドレス

を表示します。 
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3.3.5.3 メタ情報 

スタイルシートのメタ情報は、Webコンテンツ管理システム内での内部使用に限ります。Web

サイトページでの隠しメタ情報としては含まれません。 

 

3.3.6 スクリプト 

スクリプトは、Webサイトでの高度なビュジュアル効果やコンテンツプレゼンテーション、双

方向機能を目的に使用されます。スクリプトと使用は任意です。スクリプトの使用に代わっ

て、もしくは加えて、JavaScriptプログラムコードを直接“アドバンススクリプト”タブや Web

コンテンツエディタへ入力することも可能です。しかしながら、スクリプトを使えば、一度変

更を行うだけで、そのスクリプトを使用している全てのページに自動的かつ即座にその変更を

反映させることができます。 
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スクリプトは JavaScriptコードです。JavaScriptコードの作成や更新には専門知識を必要としま

す。詳しくは、JavaScript規格や他の文献をご参照下さい。 

3.3.6.1 コンテンツ 

標準 JavaScriptコードで書かれたスクリプトコンテンツは、シンプルテキスト入力フィールドを

使って編集します。 

3.3.6.2 ファイル名とコンテンツ配信と URL 

Webコンテンツ管理システム内の全てのスクリプトには、識別 ID番号が自動で付与されます。

“動的”Webアドレスを使って Webサイト上でスクリプトにアクセスする際に使用されるもの

です。下記例： 

 http://www.yourwebsite.com/script.aspx?id=12345 

 http://www.yourwebsite.com/script.jsp?id=12345 

 http://www.yourwebsite.com/script.php?id=12345 

また、“静的”Webサイトアドレスへスクリプトを公開することも可能です。下記例： 

 http://www.yourwebsite.com/myscript.js 

このような Webサイトアドレスへスクリプトを公開するには、Webサイトアドレスの最後の部

分をそのスクリプトのファイル名として入力します。下記例： 

 myscript.js 

スクリプトは通常、“.js”で終わるファイル名へ公開されるべきです。 

デフォルトでは、スクリプトは「動的」プログラムスクリプトとして、指定したファイル名に

公開されます。スクリプトがアクセスされる度にスクリプトコンテンツを動的に生成し、Web

ブラウザの優先言語設定やアクセス制限等を処理します。任意で、スクリプトを「静的」ファ

イルとして公開し、パフォーマンスを最大化することも可能です。その場合、スクリプトは

Webサーバーから直接配信されるため、Webブラウザの優先言語やアクセス制限等といった動

的機能は実行されなくなります。 

 デフォルト 

このスクリプトは、Webサイト全体に設定されたコンテンツ配信方法を使用します。 

 

 動的 

このスクリプトは、動的プログラムスクリプトとして公開されます。 

 

 静的 

このスクリプトは、静的な JSファイルとして公開されます。 

 

URLは、そのスクリプトを Webサイト上で閲覧する際に使用できる Webサイトアドレスを表

示します。 
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3.3.6.3 メタ情報 

スクリプトのメタ情報は、Webコンテンツ管理システム内での内部使用に限ります。Webサイ

トページでの隠しメタ情報としては含まれません。 

 

3.3.7 リンクチェック 

コンテンツ管理セクションのメインページと、各コンテンツ管理インデックスページ下部に

“リンクチェック”ボタンがあり、リンクチェックレポートを表示させることが可能です。

Webサイトのコンテンツに使用されているリンクの潜在的な問題を概観することができます。
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リンクチェックレポートは、コンテンツのタイトルと ID、また認識された潜在的問題をリスト

表示します。 

 OK 

コンテンツ内のリンク（もしあれば）は、すべて正常に機能しています。 

 

 エラー 

コンテンツ内の一つもしくは複数のリンクは、到達不可能あるいは存在しない Webサイト

や Webページを指しています。 

エラーの中には、リンク内の意図的な特殊コードの使用に起因するものもあり、それらは

実際に Webサイト上でページが閲覧された時にしか正常に機能しませんのでご注意くださ

い。このようなリンクは、特殊 Webサイトコンテンツ／機能に使用されていないと確信す

るまでは、更新したり削除したりしないで下さい。 

 

 単独 

他のどのコンテンツや Webサイト設定も、このコンテンツ項目に直接リンクしておらず、

削除してもよい不使用なコンテンツであるかもしれません。 

高度な Webサイトコンテンツ／機能の特殊コードや Webサイトフォームなど、他のコンテ

ンツによって間接的に使用されている可能性はあります。それらが間接的にも他のコンテ

ンツによって使用されていないと確信するまでは、削除するべきではありません。 

 

大量のコンテンツ項目や、多くの外部サイトへのリンクが存在する場合には、リンクチェック

レポートがとても大きくなり、生成するのに時間が掛かる可能性があります。そのような場

合、「単独ファイルをチェックしない」オプションを使用することで、リンクチェックレポー

トの生成をスピードアップさせることができます。 

 

3.3.8 メタデータレポート 

コンテンツ管理セクションのメインページに“メタデータ”ボタンがあり、メタデータレポー

トを表示させることが可能です。検索エンジンのインデックス化等に推奨されるメタ情報の使

用状況を概観することができます。メタデータレポートは、ページや商品、また任意でテンプ

レート、スタイルシート、スクリプト、イメージ、ファイルのメタ情報データをリスト表示し



. . . . . . .. . . 
 

HeartCore Web Content 
Management System 

 
Website Administrator Guide 

 
 
 
 

Page 73 of 222 

ます。Webページとして表示させるか、もしくはダウンロード可能な CSVフォーマットファイ

ル（サードパーティ製表計算アプリケーション等との使用に有効）としても可能です。 

 

 

3.3.9 HTML検証 

各 Webサイトコンテンツ管理インデックスページ下部にある“タグを検証”ボタン、並びにコ

ンテンツ項目の追加時や更新時の“HTML検証”ボタンを使うと、コンテンツの HTML／

XHTMLコードに関する潜在的な技術的問題を概観することができます。タグ検証レポートは、

コンテンツのコピーを Another HTML-Lint5の HTML／XHTML検証サービスへ送信し、そのコ

ンテンツにおいて起こり得る技術的な問題を表示します。 

Webサイトコンテンツが HTML／XHTMLコードの正式な規格を準拠するということは、必須

ではありませんが、推奨します。準拠した Webサイトコンテンツは、正常に表示されやすく、

異なるブラウザ間でも統一して表示されやすくなります。しかしながら、準拠していない Web

サイトコンテンツでもほとんどは、望み通りにブラウザで表示されるでしょう。 
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3.3.10 AMP HTML検証 

Webコンテンツ管理システムでは、モバイル端末からのアクセス高速化および検索エンジンに

よるインデックスと表示の向上のため、ウェブサイトコンテンツの特別な AMP（Accelerated 

Mobile Pages）形式版を（半）自動で生成することができます。 

コンテンツ項目の追加時や更新時に「AMP検証」ボタンを選択すると、コンテンツの AMP 

HTMLコードの潜在的な問題について概要を確認することができます。検証レポートは、コン

テンツのコピーを AMPプロジェクト（validator.ampproject.org）の AMP HTML検証サービスへ

送信し、そのコンテンツにおける潜在的な問題を表示します。 

AMPは、HTMLコードの修正版であり、通常の HTMLと比較し、様々な HTMLコードや属性

が追加、変更、削除されています。Webコンテンツ管理システムは、AMP HTML標準に必要な

様々な HTMLコードと属性を自動で追加、変更、削除します。しかしながら、必要な追加や変

更をすべて自動で行うことが不可能なケースもあります。ウェブサイトに AMP機能を使用する

場合には、AMP HTML標準に完全に準拠するよう、「AMP検証」機能を使って手動での追加

や変更が必要かチェックすることを推奨します。 

注意：現在のところ、AMP HTML検証サービスは Microsoft Internet Explorer に対応していませ

ん。AMP HTML検証サービスを使用するには、他のウェブブラウザをお使いいただくか、もし

くは Microsoft Internet Explorer への対応を AMPプロジェクトにご依頼ください。 

 

3.3.11 Webサイト構造 

Webサイトのページおよび商品は、連続的かつ階層的に順序付けることができます。例えば、

Web サイトのページをそれぞれのセクションやサブセクションなどで組織化することができま

す。Webサイト構造は個々のページおよび商品の「関連コンテンツ」で定義されており、各ペ

ージおよび商品毎に編集することができます。しかしながら通常は、「Webサイト階層構造」

セクションにて視覚的にコンテンツの相互関係を編集するほうが簡単です。HeartCore Webコン

テンツ管理システムのどのページからでも、上部ツールバーの「Webサイト階層構造」リンク

より、Webサイト階層構造セクションへアクセスが可能です。 

デフォルトでは、「Webサイト階層構造」管理ページには、Webサイトに設定されているデフ

ォルト Webサイトのデフォルトホームページが表示されます。マイクロサイト機能をお使いの

場合は、左メニュー項目に追加されます。そして、左メニューよりマイクロサイトを選択する

と、そのマイクロサイトのデフォルトホームページに対する Webサイト構造が表示されます。 

複数のマイクロサイトにまたがる Webサイトコンテンツに対し、共通 Webサイト階層構造は単

一であることにご注意ください。もし、デフォルト Webサイトの Webサイト階層構造およびマ
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イクロサイトの Webサイト階層構造の両方に属するページおよび商品が存在する場合、それら

のページおよび商品の Webサイト階層構造は、同一となり、一方に変更を施すと、他方も変更

されます。 

はじめは、トップレベルのページおよび商品のみ表示され、それから関連するページおよび商

品、またサブページを展開することができます。任意で、Webサイト全体の階層構造を展開す

ることもできますが、大量の Webサイトコンテンツページおよび商品が存在する場合には、ペ

ージが非常に長くなりますのでご注意ください。通常は、関連するページおよび商品だけを展

開するほうがよいでしょう。 

階層的に組織化されたページおよび商品は、「親」ページ／商品が先に表示され、その下に

「子」ページ／商品がインデントされて表示されます。「子」ページ／商品は、さらにその下

にそのページの「子」ページ／商品を持つことができ、同じくインデントされて表示されま

す。ページ／商品を展開（「+」を選択）すると、そのサブページ／商品が表示されます。ペー

ジ／商品の階層位置を変更するには、ページ／商品のタイトルをクリックしたまま、左右上下

に動かします。 

 

ページ／商品は、「親」ページ／商品の下に連続的に組織化することもできます。連結する一

番初めのページ／商品が最初に表示され、その下に同じインデント幅で次のページ／商品が表

示されます。順番を変更するには、ページ／商品のタイトルをクリックしたまま、上下に動か

します。 

ページ／商品を動かす場合、その「子」ページ／商品（同時にさらにその「子」ページ／商

品）も移動され、引き続き移動されたページ／商品の「子」ページになります。 

いくつかのコンテンツ相互関係は、ページ／商品のグループ／サブツリーを定義するため、い

わゆる「トップ」ページ／商品を使用します。例えば、Webサイトセクションの動的なサブメ

ニューの「ルート」ページや、メッセージボードの「トピック」を定義するためです。ページ

／商品の「親」とは、Webサイト構造において、そのすぐ「上」にあるページ／商品です。ペ

ージ／商品の「トップ」（もしあれば）とは、そのページ／商品の「親」もしくはさらにその

親などのページ／商品です。Web サイト階層構造管理ページでは、「トップ」ページ／商品は

グレーの背景色で表示されます。ページ／商品のタイトルをクリックする（背景をグレーにす

る）ことで、そのページ／商品が下位にインデントされたページ／商品に対する「トップ」ペ

ージ／商品であることを定義します。背景がグレーになっているページ／商品のタイトルをク

リックする（背景を白にする）と、そのページ／商品は下位にインデックスされたページ／商

品に対して「トップ」ページではなくなります。 

ページ／商品を並べ替えた後は、変更した相互関係を保存して Web サイトおよび他の Web サイ

ト管理者に対して変更を反映させるため、保存ボタンを選択してください。ページ／商品が大

量に存在する場合には、保存に時間を要しますのでご留意ください。 

公開ステージング機能をお使いの場合、「公開」チェックボックスを選択することで、Webサ

イト階層構造に施した変更を、公開中のページ／商品に即座に適用させることができます。

（コンテンツの更新内容など、他の変更が公開中のページ／商品に適用されるわけではありま

せん。Webサイト階層構造の変更のみ適用されます。）「公開」チェックボックスを選択しな

い場合は、ページ／商品のステージングされた／ドラフトのレビジョンにのみ変更が適用さ

れ、公開中のページ／商品へは再公開するまで適用されません。 
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3.4 メディア管理 

Webサイトコンテンツのイメージやファイル、リンクを管理するには、HeartCore Webコンテン

ツ管理システムのメディア管理セクションを使用します。上部ツールバーの「メディア」リン

クからアクセスできます。 

 

メディア管理セクションのメインページでは、左メニューからイメージ、ファイル、リンク管

理へアクセスします。 

 

3.4.1 イメージ 

イメージは通常、ページのコンテンツやテンプレート内でイラストまたはグラフィックデザイ

ンとして使用されます。Webサイト訪問者がダウンロードや印刷などを行えるようにすること

も可能です。 

3.4.1.1 インデックス – ギャラリー 

デフォルトでは、インデックス管理ページには、他のコンテンツ項目と同じようにイメージコ

ンテンツ項目も一覧表示されます。任意で、一覧表示の上部にあるギャラリー表示ボタンを選

択し、３つの異なるサイズのギャラリーモードでイメージを表示することが可能です。イメー

ジの概観が確認できるため、特定のイメージを見つけ易くなります。「すべてのリスト」や
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「リスト」ボタン、もしくはビューのいずれかを選択すると、インデックス管理ページに戻り

ます。 

 

3.4.1.2 コンテンツ 

イメージは、ローカルコンピュータから Webコンテンツ管理システムへアップロードされたイ

メージファイルから構成されます。アップロードできるイメージファイルのフォーマットは、

GIFや JPEG、PNGなどのアップロードを許可するよう設定したフォーマットです。どのような

タイプのイメージフォーマットも、スーパーユーザによって設定可能です。通常、動画フォー

マットや Flashアニメーション／アプリケーションも、“イメージ”フォーマットとして設定

し、Webコンテンツ管理システムへイメージとしてアップロードするべきです。  

ローカルコンピュータからファイルを選択するには、「参照」をクリックしてください。もし

くは、新しいバージョンの Webブラウザを使用している場合は、ドラッグ＆ドロップでも可能

です。また、お使いの Webブラウザに新しいバージョンの Flashプラグインをインストール済

みであれば、イメージの新規追加時に、「参照」ボタンの隣に「複数ファイルを選択」ボタン

が追加されます。この機能を使って、複数のファイルを一度にアップロードし追加できます。

複数ファイルを一度にアップロードして追加する際には、入力したタイトルに実際のファイル

名が付加されます。 

コンテンツ入力フィールドの下には、選択したイメージのプレビューが表示されます。（ただ

し、お使いの Webブラウザが古いバージョンの場合は、以前に選択したイメージが表示され、

変更を保存するまでは新しいイメージに更新されません。） 

複数のファイルを選択後、「メタ情報」などのようなその他の「タブ」を選択すると、Webブ
ラウザや Flashのバージョンによってはファイルが「選択されない」可能性があります。した
がって、複数ファイルの選択・保存をする前に、まずその他のすべてのコンテンツ属性を最初
にチェックしたり、設定する必要があります。 

HeartCore Webコンテンツ管理システムから直接実際のイメージを作成、更新することはできま

せんのでご了承下さい。実際にイメージを作成したり更新するには、HeartCore Webコンテンツ
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管理システムにアップロードする前に、別の画像エディタアプリケーションを使用しなければ

なりません。 

 

3.4.1.3 イメージの編集 

お使いの Webブラウザが新しいバージョンであれば、イメージを直接編集できるため、画像編

集のアプリケーション等を別途使用する必要がありません。イメージの編集機能を使用するに

は、「編集」ボタンをクリックします。サイズ変更や回転、トリミングが可能です。サイズ変

更および回転を選択すると、それまでに実行したトリミングは元に戻りますので、トリミング

をする前にサイズ変更や回転を行ってください。 

サイズ変更 – 「サイズ変更」を選択すると、イメージの下と右、右下にハンドルが表示されま

す。このハンドルをドラッグして、イメージをリサイズすることができます。 

左に回転／右に回転 – 「左に回転」を選択すると、イメージが反時計回りに 90度回転します。

「右に回転」を選択すると、時計回りに 90度回転します。 

トリミング – 「トリミング」を選択し、左上の開始点となる位置にマウス（もしくは他の入力

デバイス）を置いて、右下の終了点となる位置までドラッグします。選択したエリアの角と側

面に計 8つのハンドルが表示されますので、これらのハンドルを使って調整することができま

す。編集中のイメージの下方に、トリミングしたプレビューが表示されます。 

縦横比を固定 – 「縦横比を固定」にチェックを入れると、サイズ変更時に、高さと幅の比率が

維持されます。また、トリミング時には正方形でのエリア選択となります。 

編集したイメージを採用するには、「OK」を選択してイメージ管理画面へ戻り、「保存」しま

す。「キャンセル」を選択すると、編集は破棄され、イメージ管理画面へ戻ります。 
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3.4.1.4 ファイル名とコンテンツ配信と URL 

Webコンテンツ管理システム内の全てのイメージには、識別 ID番号が自動で付与されます。

“動的”Webアドレスを使って Webサイト上でイメージにアクセスする際に使用されるもので

す。下記例： 

 http://www.yourwebsite.com/image.aspx?id=12345 

 http://www.yourwebsite.com/image.jsp?id=12345 

 http://www.yourwebsite.com/image.php?id=12345 

また、“静的”Webサイトアドレスへイメージを公開することも可能です。下記例： 

 http://www.yourwebsite.com/myimage.gif 

このような Webサイトアドレスへイメージを公開するには、Webサイトアドレスの最後の部分

をそのイメージのファイル名として入力します。下記例： 

 myimage.gif 

デフォルトでは、イメージは Webサイトの“image”フォルダ内のオリジナルファイル名にアッ

プロードおよび公開されます。 

デフォルトでは、アクセス制限がない限り、Webサイト訪問者の Webブラウザはイメージの実

際の Webサイトアドレスへ“リダイクレト”されます。つまり、Webサイト訪問者はイメージ

の実際の Webサイトアドレスを見ることができ、Webコンテンツ管理システムの外にある Web

サーバー上のイメージへ直接アクセスできることを意味します。任意で、イメージの実際の

Webサイトアドレスを隠すために、各イメージを“間接的に”配信するよう選択が可能です。

（全てのイメージに対して、“間接”か“リダイレクト”かデフォルトで設定することもでき

ます。詳しくは、「設定ガイド」をご参照ください。） 
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 デフォルト 

このイメージは、Webサイト全体のイメージコンテンツ配信方法を使用します。 

 

 間接 

このイメージは、実際の Webサイトアドレスを隠して間接的に配信されます。 

 

 リダイレクト 

Webサイト訪問者は、このイメージの実際の Webサイトアドレスへリダイレクトされま

す。 

 

URLは、そのイメージを Webサイト上で閲覧する際に使用できる Webサイトアドレスを表示

しています。“動的”“間接”“直接”いずれの Webサイトアドレスを使っても、イメージへ

アクセス可能です。 

- “動的”Webサイトアドレス： 

http://www.yourwebsite.com/image.aspx?id=12345 

http://www.yourwebsite.com/image.jsp?id=12345 

http://www.yourwebsite.com/image.php?id=12345 

- “間接”Webサイトアドレス： 

http://www.yourwebsite.com/image.aspx?myimage.gif 

http://www.yourwebsite.com/image.jsp?myiomage.gif 

http://www.yourwebsite.com/image.php?myimage.gif 

http://www.yourwebsite.com/image.aspx?MyImageTitle 

http://www.yourwebsite.com/image.jsp?MyImageTitle 

http://www.yourwebsite.com/image.php?MyImageTitle 

- “直接”Webサイトアドレス： 

http://www.yourwebsite.com/myimage.gif 

“静的”Webサイトアドレスを使って直接イメージにアクセスした場合、そのイメージは

HeartCore Webコンテンツ管理システム外からアクセスされているため、アクセス制限やバージ

ョニングといった動的機能は適用されませんのでご注意ください。そのような動的機能を反映

させるには、“動的”もしくは“間接”Webサイトアドレスからアクセスしなければいけませ

ん。 

 

3.4.1.5 メタ情報 

イメージのメタ情報は、Webコンテンツ管理システム内での内部使用に限ります。Webサイト

ページでの隠しメタ情報としては含まれません。 
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3.4.2 ファイル 

ファイルは通常、Webサイト訪問者が Webサイトページからダウンロードや印刷をできるよう

にする目的で使用されます。また、特別なタイプのコンテンツとしてページコンテンツで使わ

れる場合もあります。ブラウザのプラグインを使って閲覧される場合や、または実行プログラ

ムファイル、Adobe Acrobat PDF 、Microsoft Office 文書などの外部アプリケーションを使って閲

覧される場合などです。 

3.4.2.1 コンテンツ 

ファイルは、ローカルコンピュータから Webコンテンツ管理システムへアップロードされたフ

ァイルから構成されます。アップロードできるファイルのフォーマットは、DOCや PDF、ZIP

などのアップロードを許可するよう設定したフォーマットです。どのようなタイプのファイル

フォーマットも、スーパーユーザによって設定可能です。通常、動画フォーマットや Flashアニ

メーション／アプリケーションは、“イメージ”フォーマットとして設定し、Webコンテンツ

管理システムへイメージとしてアップロードすべきですのでご注意ください。  

ローカルコンピュータからファイルを選択するには、「参照」をクリックしてください。ま

た、もしお使いの Webブラウザに最新バージョンの Flashプラグインをインストール済みであ

れば、ファイルの新規追加時に、「参照」ボタンの隣に「複数ファイルを選択」ボタンが追加

されます。この機能を使って、複数のファイルを一度にアップロードし追加できます。複数フ

ァイルを一度にアップロードして追加する際には、入力したタイトルに実際のファイル名が付

加されます。 

複数のファイルを選択後、「メタ情報」などのようなその他の「タブ」を選択すると、Webブ
ラウザや Flashのバージョンによってはファイルが「選択されない」可能性があります。した
がって、複数ファイルの選択・保存をする前に、まずその他のすべてのコンテンツ属性を最初
にチェックしたり、設定する必要があります。 

HeartCore Webコンテンツ管理システムから直接実際のファイルを作成したり更新することはで

きませんのでご了承下さい。実際のファイルを作成したり更新するには、HeartCore Web コンテ

ンツ管理システムにアップロードする前に、別の適したアプリケーションを使用しなければな

りません。 
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3.4.2.2 ファイル名とコンテンツ配信と URL 

Webコンテンツ管理システム内の全てのファイルには、識別 ID番号が自動で付与されます。

“動的”Webアドレスを使って Webサイト上でファイルにアクセスする際に使用されるもので

す。下記例： 

 http://www.yourwebsite.com/file.aspx?id=12345 

 http://www.yourwebsite.com/file.jsp?id=12345 

 http://www.yourwebsite.com/file.php?id=12345 

また、“静的”Webサイトアドレスへファイルを公開することも可能です。下記例： 

 http://www.yourwebsite.com/myfile.pdf 

このような Webサイトアドレスへファイルを公開するには、Webサイトアドレスの最後の部分

をそのファイルのファイル名として入力します。下記例： 

 myfile.pdf 

デフォルトでは、ファイルは Webサイトの“file”フォルダ内のオリジナルファイル名へアップ

ロードおよび公開されます。 

デフォルトでは、Webサイトのファイルは、実際の Webサイトアドレスを隠して“間接的に”

配信されます。任意で、アクセス制限がない限り Webサイト訪問者の Webブラウザを実際のフ

ァイルアドレスへ“リダイクレト”し、パフォーマンス向上を図ることも可能です。この場

合、Webサイト訪問者はファイルの実際の Webサイトアドレスを見ることができ、Webコンテ

ンツ管理システムの外にある Webサーバー上のファイルへ直接アクセスできることを意味しま

す。（全てのファイルに対して、“間接”か“リダイレクト”かデフォルトで設定することも

できます。詳しくは、「設定ガイド」をご参照ください。） 

 デフォルト 

このファイルは、Webサイト全体のファイルコンテンツ配信方法を使用します。 

 

 間接 

このファイルは、実際の Webサイトアドレスを隠して間接的に配信されます。 

 

 リダイレクト 

Webサイト訪問者は、このファイルの実際の Webサイトアドレスへリダイレクトされま

す。 
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URLは、Webサイト上でそのファイルへアクセスする際に使用できる Webサイトアドレスを表

示しています。“動的”“間接”“直接”いずれの Webサイトアドレスを使っても、ファイル

へアクセス可能です。 

- “動的”Webサイトアドレス： 

http://www.yourwebsite.com/file.aspx?id=12345 

http://www.yourwebsite.com/file.jsp?id=12345 

http://www.yourwebsite.com/file.php?id=12345 

- “間接”Webサイトアドレス： 

http://www.yourwebsite.com/file.aspx?myfile.pdf 

http://www.yourwebsite.com/file.jsp?myfile.pdf 

http://www.yourwebsite.com/file.php?myfile.pdf 

http://www.yourwebsite.com/file.aspx?MyFileTitle 

http://www.yourwebsite.com/file.jsp?MyFileTitle 

http://www.yourwebsite.com/file.php?MyFileTitle 

- “直接”Webサイトアドレス： 

http://www.yourwebsite.com/myfile.pdf 

“静的”Webサイトアドレスを使って直接ファイルにアクセスした場合、そのファイルは

HeartCore Webコンテンツ管理システム外からアクセスされているため、アクセス制限やバージ

ョニングといった動的機能は適用されませんのでご注意ください。そのような動的機能を反映

させるには、“動的”もしくは“間接”Webサイトアドレスからアクセスしなければいけませ

ん。 

 

3.4.2.3 メタ情報 

ファイルのメタ情報は、Webコンテンツ管理システム内での内部使用に限ります。Webサイト

ページでの隠しメタ情報としては含まれません。 

 

3.4.3 リンク 

通常、ページのコンテンツ内に存在する他の Webサイトへのリンクは、その Webサイトへの直

接リンクです。しかし、そのようなリンクに対しアクセス解析を取得したい場合や、効率的な

更新を行いたい場合には、間接リンクを使用することも可能です。Webコンテンツ管理システ

ムのリンクコンテンツ項目は通常、外部サイトやページへリンクするリンクのアクセス解析を
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目的としたものや、時々の更新を要する外部サイトへのリンクなどのために使用されます。メ

ディアリンクを更新すると、自動的にすべてのページ、構成要素、テンプレートも即座に更新

されます。コンテンツエディタで直接作成したリンクは、変更すると、そのリンクが使用され

ている箇所すべてをコンテンツエディタを通して更新しなければなりません。 

3.4.3.1 コンテンツ 

標準的な Webサイトアドレス URLフォーマットのリンクコンテンツは、シンプルテキスト入力

フィールドを使って編集します。 

 

3.4.3.2 URL 

Webコンテンツ管理システム内の全てのリンクには、識別 ID番号が自動で付与されます。“動

的”Webアドレスを使って Webサイト上でリンクにアクセスする際に使用されるものです。下

記例： 

 http://www.yourwebsite.com/link.aspx?id=12345 

 http://www.yourwebsite.com/link.jsp?id=12345 

 http://www.yourwebsite.com/link.php?id=12345 

URLは、Webサイト上でそのリンクへアクセスする際に使用できる Webサイトアドレスを表示

しています。“動的”“間接”いずれの Webサイトアドレスを使っても、リンクへアクセス可

能です。 

- “動的”Webサイトアドレス： 

http://www.yourwebsite.com/link.aspx?id=12345 

http://www.yourwebsite.com/link.jsp?id=12345 

http://www.yourwebsite.com/link.php?id=12345 

- “間接”Webサイトアドレス： 

http://www.yourwebsite.com/link.aspx?MyLinkTitle 

http://www.yourwebsite.com/link.jsp?MyLinkTitle 

http://www.yourwebsite.com/link.php?MyLinkTitle 
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3.4.3.3 メタ情報 

リンクのメタ情報は、Webコンテンツ管理システム内での内部使用に限ります。Webサイトペ

ージでの隠しメタ情報としては含まれません。 

 

 

3.5 高度な Webサイト管理 

3.5.1 変更履歴 

デフォルトでは HeartCore Webコンテンツ管理システムには、Webサイトコンテンツへ施した

変更を追跡したり記録したりする変更履歴情報は含まれていません。しかしながら、特に公開

機能やアーカイブ機能との関連で、コンテンツの何がなぜ変更されたのか、変更履歴情報を追

加したい場合もあります。 

コンテンツ項目の変更履歴タブは、そのコンテンツ項目がいつ誰によって作成、更新、公開、

非公開されたのか詳細を閲覧するために使用されます。また、変更履歴メモを閲覧したり入力

したりすることもできます。 

 作成済 

コンテンツが作成された際の日時とウェブサイト管理者ユーザ名を表示します。この情報

は、新しくコンテンツが追加されると自動で生成されます。 

 

 更新済 

コンテンツが最後に更新された際の日時とウェブサイト管理者ユーザ名を表示します。こ

の情報は、コンテンツが更新されると自動で生成されます。 

 

 公開済 

コンテンツが最後に公開された際の日時とウェブサイト管理者ユーザ名を表示します。こ

の情報は、コンテンツが公開されると自動で生成されます。 

 

 非公開済 

コンテンツが最後に非公開された際の日時とウェブサイト管理者ユーザ名を表示します。

この情報は、コンテンツが非公開されると自動で生成されます。 

 

 変更 

コンテンツの何が、どうして変更されたのかを説明します。この情報は、ウェブサイト管

理者によって入力されます。 

 

変更履歴メタ情報が Webページに含まれることは決してありません。HeartCore Webコンテン

ツ管理システムを通じた、ウェブサイト管理者間の内部使用に用途を限定したものです。 



. . . . . . .. . . 
 

HeartCore Web Content 
Management System 

 
Website Administrator Guide 

 
 
 
 

Page 86 of 222 

アーカイブ機能が有効の場合、コンテンツのアーカイブ時に、変更履歴メタ情報もアーカイブ

されます。変更履歴とアーカイブの両機能を使って、コンテンツの変更記録を取っておくこと

ができます。 

 
 

3.5.2 メタ情報 

Web サイト全体もしくはコンテンツのグループ／タイプに対し、追加のカスタムメタ情報属性

を使用したい場合、ひとつあるいは複数の「コンテンツ項目テンプレート」を作成することが

できます。（「テンプレート」と異なる点に注意ください。） 

コンテンツ項目テンプレートは、Web コンテンツ管理システムの単なる普通のコンテンツ項目

で、Web サイト管理者が Web サイトに新規コンテンツを追加する際にコピー可能なものです。

例えば追加カスタムメタ情報属性のようないくつかの属性をあらかじめコンテンツ項目テンプ

レートに定義しておき、その他のコンテンツ属性は空白にしておくと、コンテンツ項目テンプ

レートが新規コンテンツ項目としてコピーされる際にこれを入力することができます。 

例えば、複数の Webページに Dublin Core Metadata (http://www.dublincore.org/)を使用したい場

合、"- blank (Dublin Core) -"という名前のコンテンツ項目を作成します。そしてこのコンテンツ

項目に、Web ページ共通で使用する Dublin Core Metadataの追加カスタムメタ情報属性を定義し

ておきます。そうすると、各ウェブサイト管理者は新規コンテンツを追加する際に、この"- 

New Page (Dublin Core) -"コンテンツ項目をコピーし、あらかじめ定義されているカスタムメタ

情報属性入力フィールドへそれぞれ関連したメタ情報を入力し、新規コンテンツを作成するこ

とができます。 
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3.5.3 大量のページ、商品、イメージ、ファイル、リンクの整理 

3.5.3.1 コンテンツカテゴリ－パッケージ、グループ、タイプ 

Webサイトが多数のコンテンツ項目で構成されている場合には、パッケージやグループ、タイ

プに整理する必要があり、また少なくとも整理したほうがより便利で効率的になります。 

コンテンツカテゴリタブでは、そのコンテンツ項目がどのパッケージ、グループ、タイプに属

するかを閲覧／選択することができます。スーパーユーザ管理者によって、いくつでもグルー

プやタイプを設定することが可能です。 

 パッケージ 

このコンテンツ項目に対し、既存もしくは新規パッケージ名を自由に入力可能です。 

パッケージについて特別な Webサイト機能や管理機能が存在するわけではなく、左メニュ

ーからのアクセスが簡便になるというだけです。コンテンツパッケージは、多数のコンテ

ンツ項目を永久的にまとめて管理する目的で使用します。 

 

 バンドル 

このコンテンツ項目に対し、既存もしくは新規バンドル名を自由に入力可能です。 

バンドルについて特別な Webサイト機能や管理機能が存在するわけではなく、左メニュー

からのアクセスが簡便になるというだけです。コンテンツバンドルは、小数のコンテンツ

項目を一時的にまとめて管理する目的で使用します。 

 

 クラス 

ページ、テンプレート、スタイルシート、スクリプト、イメージ、ファイル、リンク、商

品のうちいずれか。もしくは、Webサイトへ設定した構成要素クラスのうちいずれか。 

 

 グループ 

Webコンテンツ管理システム内にて、このコンテンツ項目のクラスに設定されたグループ

のひとつ。もしくは“‐なし‐”。各グループは、そのグループに属するページが Webサ

イト上で閲覧された際、それぞれ異なるテンプレートとスタイルシートを使用するよう設

定されているかもしれません。各グループは、Webサイト管理ページ上および Webサイト

上にて、そのグループに属するページに対し、それぞれ異なるアクセス制限を使用するよ

う設定されているかもしれません。 

 



. . . . . . .. . . 
 

HeartCore Web Content 
Management System 

 
Website Administrator Guide 

 
 
 
 

Page 88 of 222 

 タイプ 

Webコンテンツ管理システム内にて、このコンテンツ項目のクラスに設定されたタイプの

ひとつ。もしくは“‐なし‐”。各タイプは、そのタイプに属するページが Webサイト上

で閲覧された際、それぞれ異なるテンプレートとスタイルシートを使用するよう設定され

ているかもしれません。各タイプは、Webサイト管理ページ上および Webサイト上にて、

そのタイプに属するページに対し、それぞれ異なるアクセス制限を使用するよう設定され

ているかもしれません。 

 

Webコンテンツ管理システムでは、「グループ」「タイプ」という言葉を一般的なコンテンツ

カテゴリとして使用します。要件に合わせて、どんなグループやタイプでも定義することがで

きます。「グループ」と「タイプ」は、Webコンテンツ管理システムでは何ら特別な意味を持

ってはおらず、ただコンテンツ項目のカテゴリを細かく分類することによってその管理をより

容易にするための方法といえます。 

 

3.5.4 多言語対応やその他のマルチバージョンコンテンツ 

通常、Webサイトで使用されるバージョンはひとつだけですが、往々にして Webサイトには

様々なユーザを対象としたセクションが含まれます。そこで多言語や複数のバージョンに対応

したコンテンツが必要になる場合もあるでしょう。 

 

 諸外国向けの多言語対応コンテンツ 

 

 訪問者、顧客、パートナー、従業員へそれぞれ差別化されたコンテンツ 

 

 初心者と専門家の各レベルに応じた技術的コンテンツ 

 

 子供と大人とで区別する成人向けコンテンツ 

 

 モデム、ブロードバンド、ワイヤレスによってユーザを区別するコンテンツ 

 

 個々のユーザにパーソナライズされたグラフィックデザイン 

 

また、異なる Webブラウザデバイス向けに、Webサイトコンテツやテンプレート、スタイルシ

ート、プログラムスクリプトのカスタマイズが必要になる場合もあるでしょう。 
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複数の Webサイトを別々に作成し管理するのもひとつの方法ですが、もっと簡単で効率的な方

法は、コンテンツバージョン機能を使うことです。コンテンツバージョン機能を使って、単一

バージョンの Webサイトのように、まず優先となる Webサイトコンテンツを作成します。そし

て追加として、Webサイトコンテンツの全部あるいは選択した部分の代替バージョンを必要な

だけ作成します。代替バージョンは、ページ、構成要素、テンプレート、スタイルシート、イ

メージ、ファイル、リンクを含む全てのコンテンツに対して作成することができます。 

 

Webサイトコンテンツの関連代替バージョンは、Webサイトの設定と Webサイト訪問者の言語

などの設定に応じて、自動的に表示されます（Webサイト上の特別な言語／バージョン設定リ

ンク、もしくは Webブラウザの言語設定によって）。代替バージョンが利用できない場合は、

コンテンツのマスター／オリジナル／デフォルト バージョンが表示されます。この方法を使え

ば、Webサイトコンテンツのマルチバージョンの作成と管理がより簡単で便利になります。 

3.5.4.1 コンテンツバージョン 

コンテンツバージョンタブでは、そのコンテンツ項目がどのバージョンなのかを閲覧／選択す

ることができます。スーパーユーザ管理者によって、いくつでもどんなタイプのバージョンで

も設定することが可能です。バージョンが明確に示されていないコンテンツ項目については、

デフォルト／マスターバージョンであると認識されます。 

3.5.4.1.1 マスター／デフォルト コンテンツ項目 

 マスター／デフォルト コンテンツ 

o – なし - 

このコンテンツ項目が、「マスター／デフォルト」バージョンであることを定義し

ます。 

 

o コンテンツタイトル（既存の “オリジナル” コンテンツのタイトル） 

このコンテンツ項目が、選択した「マスター／オリジナル」コンテンツ項目の代替

バージョンであることを定義します。 

3.5.4.1.2 言語バージョン 

 言語 

o 空白 

このコンテンツ項目が、デフォルト言語のバージョンであることを定義します。 

 

o コンテンツバージョン 

このコンテンツ項目が、選択した「マスター／デフォルト」コンテンツ項目に対す

る、言語の代替バージョンであることを定義します。 

3.5.4.1.3 Webブラウザデバイスバージョン 

 デバイス 

o 空白 

このコンテンツ項目が、デフォルトデバイスのバージョンであることを定義しま

す。 

 

o Webブラウザデバイス 

このコンテンツ項目が、選択した「マスター／デフォルト」コンテンツ項目に対す

る、デバイスの代替バージョンであることを定義します。 

 

コンテンツは、「マスター／デフォルト」コンテンツと定義されるか、「マスター／デフォル

ト」コンテンツの代替バージョンと定義されるか、どちらかであるべきです。（即ち、マスタ

ー／デフォルトコンテンツを介さない変換は、通常行うべきではないです。）まず、マスター
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／デフォルトとして定義されたコンテンツから構成される優先コンテンツを作成します。そし

て、様々な代替バージョンとして定義されたコンテンツから構成される追加のコンテンツ項目

を作成します。 

 

言語、デバイスを組み合わせて使用する場合、すべての代替バージョンに、同一のマスター／

デフォルトコンテンツ項目を設定すべきです。例： 

- 企業情報 [マスター／デフォルト] 

o 企業情報 [French バージョン] 

o 企業情報 [French + Phone バージョン] 

o 企業情報 [German バージョン] 

o 企業情報 [German + Phone バージョン] 

 

バージョン間での紐づけは定義すべきでありません。 

例： 

- 企業情報 [マスター／デフォルト] 

o 企業情報 [French バージョン] 

 企業情報 [Phone バージョン] 

o 企業情報 [German バージョン] 

 企業情報 [Phone バージョン] 

 

 

3.5.5 Webサイト構造と動的ナビゲーションメニュー 

ナビゲーションメニューやツールバー内でページへのリンクを作成し、ページ間をリンクさせ

ることができます。しかしながら、「上へ」、「前へ」、「次へ」のような汎用ナビゲーショ

ンリンクでテンプレートを作成したり、動的に生成された階層的ナビゲーションメニューを作

成したり、もしくは自動のスライドショープレゼンテーションページを作成したい場合もある

でしょう。コンテンツ関連機能を使えばこれが可能です。 
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3.5.5.1 コンテンツの相互関係 

関連コンテンツタブでは、そのコンテンツ項目が他のコンテンツ項目とどのように関連してい

るかを閲覧／選択することができます。コンテンツ項目は、複数レベルの階層として組織化す

ることが可能です。 

 ページトップ 

このコンテンツに対するトップレベルのスタートページを定義します。例えば、Webサイ

トセクションのメインページや、複数関連ページから成るドキュメントや発行物のメイン

ページ。 

 

 ページアップ 

このコンテンツに対して、上位レベルのコンテンツを定義します。 

 

 前のページ 

このコンテンツに対して順番が１つ前のコンテンツを定義します。 

 

 次のページ 

このコンテンツに対して順番が１つ次のコンテンツを定義します。 

 

 ファーストページ 

このコンテンツの階層内で、連続する最初のコンテンツを定義します。例えば、ドキュメ

ントや発行物内におけるチャプターの先頭ページ。 

 

 ラストページ 

このコンテンツの階層内で、連続する最後のコンテンツを定義します。例えば、ドキュメ

ントや発行物におけるチャプターの最終ページ。 

 

 他の関連コンテンツ 

他の関連コンテンツ項目を定義します（複数可）。例えば、商品の補足情報やサポートの

ページ、イメージ、ファイルなどです。 

他の関連コンテンツ項目は、Webサイト階層構造や動的ナビゲーションメニューには自動的
に使用されません。 

 

コンテンツ項目のコンテンツ相互関係を選択することで、選択された他のコンテンツ項目も自

動的にそのコンテンツ項目と相互関係を持つようになるわけではありませんのでご注意くださ

い。通常、コンテンツの相互関係は、コンテンツ間で合致し前後を指すべきです。これは、

Webサイト構造機能を使ってコンテンツの相互関係を間接的に編集する際、自動で処理されま

す。 

しかしながら、高度な使用向けに、一つのコンテンツ項目に対し複数のコンテンツ項目が同じ

コンテンツ相互関係を持つことができ、その相互関係は一方的でも構いません。例えば、ペー

ジ Aとページ Bの両方が、ページ Cを“次の”ページとして指し、一方でページ Cはページ D

を“前の”ページとして指す場合。 

Webサイト構造やコンテンツ項目のコンテンツ相互関係は、Webコンテンツ管理システムの動

的“メニュー”や“パンくず”として使用されたり、もしくは Webサイト上の他の機能として

使用されたりします。Webサイト構造やコンテンツ相互関係に変更を施すと、動的に生成され

たメニューやパンくず、また他の動的コンテンツでは自動的に変更が反映されます 
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3.5.6 バックアップおよび変更ログ／追跡記録のためのコンテンツアーカイブ 

HeartCore Webコンテンツ管理システムでは、コンテンツへ施された変更は、単純にそのコンテ

ンツの保存 ／ 公開時に適用され、古いコピーは破棄されるよう設定されています。しかしなが

ら、コンテンツを変更するに従って、古いコンテンツのコピーを保存するよう設定することも

可能です。後々必要な時に復元できるようバックアップとして、またはコンテンツや Webサイ

トへの変更を追跡するための変更ログ／ 追跡記録として、古いコンテンツのコピーを保存した

いケースが考えられます。また、何がいつどう変更されたのかを正確に確認できるよう、コン

テンツの異なるコピーを比較することも可能です。これはコンテンツのアーカイブを有効にす

ることで可能です。 

コンテンツ項目のコピーは、Webコンテンツ管理システムの設定に応じて、そのコンテンツ項

目の保存時、もしくは解放時、あるいは公開時に自動または手動でアーカイブすることができ

ます。 

手動のアーカイブでは、いつコンテンツのコピーをアーカイブするか選択することができま

す。例えば、大幅な変更を行う前や後。コンテンツの保存時ごとの自動アーカイブでは、コン

テンツに対する公開および非公開の変更を、何が、いつ、誰によって変更されたのか詳細と共

に追跡記録することができます。ウェブサイト管理者によってコンテンツが解放された際の自

動アーカイブでは他のウェブサイト管理者による全ての変更を、同一ウェブサイト管理者によ

る変更／修正の詳細を伴わないで、追跡記録することができます。コンテンツの公開時におけ

る自動アーカイブでは、コンテンツへの全ての公開済み変更を追跡記録することができます。 

HeartCore Webコンテンツ管理システムでは、削除したコンテンツのコピーを必要に応じて復元

できるよう、保管する日数を設定することも可能です。 

3.5.6.1 コンテンツ項目のアーカイブ 

Webコンテンツ管理システムの設定によって、コンテンツ項目を自動でアーカイブすることが

できます。または、保存ボタンのオプションとして「アーカイブ」チェックボックスが追加さ

れます。保存時にコンテンツをアーカイブするには、このチェックボックスを使用します。 
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 「アーカイブ」チェックボックスがチェックされていると、コンテンツの保存時にアーカ

イブされます。 

 

 「アーカイブ」チェックボックスがチェックされていないと、コンテンツの保存時にアー

カイブされません。 

 

 

3.5.6.2 複数コンテンツ項目のアーカイブ 

コンテンツとメディアの管理インデックスページでは、複数のコンテンツ項目をアーカイブす

ることができます。各コンテンツ項目の左にあるボックスをチェックし、「アーカイブ」ボタ

ンを押下します。 
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3.5.6.3 最新／公開済／アーカイブ済コンテンツの比較 

コンテンツの更新時、「比較」ボタンとコンテンツの改訂一覧が追加で表示されます。一覧か

らいずれかの改訂版を選択して「比較」ボタンを押下すると、最新版と選択した改訂版との差

異を確認できます。以下のいずれかが選択可能です。 

 

 最新 

 ステージング／ワークエリアにある最新のコンテンツ 

 

 公開済 

Webサイトで現在公開されているコンテンツ 

 

 アーカイブ済（アーカイブした日時とユーザ名が一緒に表示されます） 

コンテンツのアーカイブ版 
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3.5.6.4 最新／公開済／アーカイブ済コンテンツの復元 

コンテンツの更新時、「復元」ボタンとコンテンツの改訂一覧が追加で表示されます。一覧か

らいずれかの改訂版を選択して「復元」ボタンを押下すると、その選択した改訂版のコンテン

ツを閲覧／編集することができます。以下のいずれかが選択可能です。 

 

 最新 

 ステージング／ワークエリアにある最新のコンテンツ。 

 

 公開済 

Webサイトで現在公開されているコンテンツ 

 

 アーカイブ済（アーカイブした日時とユーザ名が一緒に表示されます） 

コンテンツのアーカイブ版 

 

コンテンツを元に戻しても、「保存」しない限り実際には復元されないことにご注意くださ

い。コンテンツの復元版を保存すると、そのコンテンツは新しい最新のコンテンツとして保存

されます。元々のアーカイブ版コンテンツは変更されません。 



. . . . . . .. . . 
 

HeartCore Web Content 
Management System 

 
Website Administrator Guide 

 
 
 
 

Page 96 of 222 

 
 

3.5.6.5 アーカイブ済みコンテンツの閲覧と管理 

コンテンツ管理ページにある各コンテンツ項目の「アーカイブ」アイコン／リンクを使用する

と、そのコンテンツ項目のアーカイブ済みコピーをリスト表示させ、管理することができま

す。詳細表示、復元、削除のいずれかを選択して、アーカイブ済みコンテンツにアクセスし、

これを管理します。 

 詳細表示 

アーカイブ済みコンテンツの詳細を表示する。 

 

 復元 

アーカイブ済みコンテンツをコンテンツエディタへ復元する。コンテンツを元に戻して

も、そのコンテンツが「保存」されない限り、実際には復元されないことにご注意くださ

い。 

 

 削除 

アーカイブ済みコンテンツのコピーを削除する。 

 

 すべて選択 

各コンテンツ項目の左側にあるボックスがチェックされ、全てのコンテンツ項目が選択さ

れる。 

 

 すべて選択解除 

各コンテンツ項目の左側にあるボックスのチェックが外され、全てのコンテンツ項目の選

択が解除されます。 

 

 選択を削除 

コンテンツ項目の左側にあるボックスにチェックが入っている全ての選択済みコンテンツ

項目を削除します。 
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3.5.6.6 削除済みコンテンツの閲覧と管理 

Webコンテンツ管理システム内の各コンテンツ項目には、それぞれ公開／更新／削除の状況に

応じてステータスが付与されます。本書で既に述べた通り、左メニューから特定のステータス

にあるコンテンツ項目のみにアクセスして管理することができます。 

 削除 

削除されたコンテンツ項目 

 

左メニューの「削除済」を選択すると、削除済みのコンテンツ項目が一覧表示されます。コン

テンツ項目のタイトル、もしくは「詳細表示」「更新」「削除」リンクを選択して、削除済み

のコンテンツ項目を復元することが可能です。「保存」を選択すると、復元されて再度管理で

きるようになります。 
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3.5.7 コンテンツのステージング、プレビュー、公開 

HeartCore Webコンテンツ管理システムは、非常に簡単なコンテンツ公開モデルを使用するよう

設定されています。すべてのコンテンツが、保存時にすぐ自動公開されます。しかしながら、

コンテンツを一定期間に亘って作業し、テストし、そして公開前に承認を得て、未来の日時に

公開開始を設定し、その後公開終了するよう日時を設定する、というように設定することも可

能です。また、HeartCore Webコンテンツ管理システムは、ひとつのコンテンツ項目に対して複

数のレビジョンを、それぞれ異なる未来のスケジュール日時に公開されるよう設定することも

できます。 

手動で公開をするよう Webコンテンツ管理システムが設定されていると、全てのコンテンツ項

目に対し２つのコピーが存在します。ひとつは、ウェブサイト管理者が Webコンテンツ管理シ

ステムを通じてのみ使用可能な作業中のコピーで、もうひとつは、Webサイト上で訪問者に公

開されているコピーです。 
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Webコンテンツ管理では、様々なステータスのコンテンツを閲覧することが可能です。また、

コンテンツの追加時や更新時にそのコンテンツがいつ公開されていつ公開終了するのかを選択

することができます。さらに、コンテンツを完全に削除する代わりに非公開にすることもでき

ます。最後に、複数のコンテンツ項目を手動で一度に公開することができます。 

3.5.7.1 公開による Webサイト管理 

Webコンテンツ管理システム内の各コンテンツ項目には、それがいつ公開されたか更新された

かによってそれぞれステータスが付与されます。本書で既に述べたとおり、左メニューを使っ

て、特定のステータスのコンテンツ項目へアクセスし管理することができます。 

 新規 

まだ公開されていないコンテンツ項目。 

 

 更新 

公開されてから更新されたコンテンツ項目。 

 

 スケジュール済 

未来の時間において公開されるようスケジュールされたコンテンツ項目。 

 

 公開済 

すでに公開されているコンテンツ項目。 

 

 非公開済 

非公開にされているコンテンツ項目。 

 

 期限切れ予定 

未来の日時に公開終了するようスケジュールされたコンテンツ項目。 

 

 期限終了 

スケジュールされた公開期限により、期限切れとなったコンテンツ項目。 
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3.5.7.2 コンテンツ項目の公開 

コンテンツに対するアクセス権限に応じて、コンテンツの追加時や更新時に、「公開」「公開

準備ができました」チェックボックスが保存ボタン下に表示されます。 

3.5.7.2.1 公開アクセス権限がある場合 

編集中のコンテンツに対し公開権限がある場合、保存ボタンに「公開」チェックボックスが表

示されます。 

 「公開」チェックボックスがチェックされている場合、コンテンツは保存時にすぐ公開さ

れます。 

 

 公開チェックボックスにチェックがない場合、コンテンツは保存時には公開されません。

既に Webサイトに公開済みのコンテンツについては、Webサイトユーザにとっては変更の

ないままです。新規／更新コンテンツは、後にそのコンテンツの更新や公開を行えるよ

う、HeartCore Webコンテンツ管理システムのステージング／ワークエリアに保存されま

す。コンテンツを公開する前に、コンテンツとメディアの管理リストページにあるプレビ

ューリンクを使って、実際どのように表示されるかを確認することができます。 

 

 

3.5.7.2.2 公開アクセス権限がない場合 

編集中のコンテンツを公開するアクセス権限がない場合、保存ボタンに「公開準備ができまし

た」チェックボックスが表示されます。 

 

 「公開準備ができました」チェックボックスにチェックがある場合、そのコンテンツ項目

を公開する権限のあるウェブサイト管理者全員へ、保存時にＥメールが送信されます。 

 

 「公開準備ができました」チェックボックスにチェックない場合、このコンテンツ項目は

保存時には公開されません。 

 

既に Webサイトに公開済みのコンテンツについては、Webサイトユーザにとっては変更のない

ままです。新規／更新コンテンツは、そのコンテンツに対して公開権限のある他のウェブサイ

ト管理者が後にそのコンテンツの公開を行えるよう、HeartCore Webコンテンツ管理システムの
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ステージング／ワークエリアに保存されます。コンテンツを公開準備完了として保存する前

に、コンテンツとメディアの管理リストページにあるプレビューリンクを使って、実際どのよ

うに表示されるのか確認することができます。 

 

3.5.7.3 複数コンテンツ項目の公開 

コンテンツとメディア管理のインデックスページでは、各コンテンツ項目の左横にあるボック

スをチェックして「選択公開」ボタンの「選択公開」リンクを選択すると、複数のコンテンツ

項目を一度に公開させることができます。 

更新アクセス権限のないコンテンツ項目を選択した場合は無視され、公開ボタンを選択しても

ステータスは変更されません。 

公開アクセス権限のないコンテンツ項目が選択された場合、公開ボタンが押されると、他の公

開権限をもったウェブサイト管理者全員にＥメールが送信されます。 

公開アクセス権限のあるコンテンツ項目が選択された場合には、公開ボタンを選択すると即時

にコンテンツが公開されます。 
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3.5.7.4 コンテンツ項目の非公開 

インデックス管理ページにて「削除」を選択すると、また統合管理ページを開くと「削除」ボ

タンに「非公開」リンクが表示されます。 

 非公開 

Webサイトからのみコンテンツを削除し、Webコンテンツ管理システム内にはステージン

グ／作業コピーオとし保持します。 

 

 削除 

Webサイトからも Webコンテンツ管理システムからもコンテンツを完全に削除する。 

 

 
 



. . . . . . .. . . 
 

HeartCore Web Content 
Management System 

 
Website Administrator Guide 

 
 
 
 

Page 103 of 222 

3.5.7.5 複数コンテンツ項目の非公開 

コンテンツとメディア管理のインデックスページでは、各コンテンツ項目の左横にあるボック

スをチェックして「削除」ボタンの「非公開」リンクを選択すると、複数のコンテンツ項目を

一度に非公開にすることができます。 

非公開を実行する権限のないコンテンツ項目を選択した場合は、非公開を選択してもそのコン

テンツ項目は変更されません。 

非公開を実行する権限のあるコンテンツ項目が選択された場合には、非公開を選択すると即時

にコンテンツが非公開となります。 

 

3.5.7.6 公開のためのパーソナルワークスペース 

Webコンテンツ管理システムのパーソナルワークスペース管理ページに、パーソナルワークス

ペースセクションが表示され、公開アクセス権限のある新規及び更新コンテンツ項目が一覧表

示されます。これにより、公開が必要なコンテンツ項目に、容易にアクセスすることができま

す。 
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3.5.7.7 スケジュール公開と公開終了 

コンテンツ項目へのアクセス権限に応じて、コンテンツの追加時や更新時に、「公開開始」

「公開終了」入力フィールドが保存ボタンに表示されます。 

自動的にコンテンツを公開／終了させたい日付と時間がある場合は、このフィールドを使って

指定します。フィールド横のボタンを使うと、日時を選択できるカレンダーが表示されます。

この機能を使って、ニュースやプレスリリース、スペシャルオファーなどを指定日時に公開さ

せることができます。 

開始時間と終了時間は、次の日時フォーマットを使って指定する必要があります。“YYYY-MM-

DD hh:mm” －“YYYY”は 4桁の年、“MM”は 2桁の月、(01-12)、 “DD”は 2桁の日付 (01-31)、

“hh”は 2桁の時(00-23)、そして“mm” は 2桁の分 (00-59)。 

「スケジュール」チェックボックスは、同一コンテンツの複数レビジョンを、それぞれ異なる

未来の日時に公開するよう待ち状態としてスケジュールする場合にのみ選択します。詳しくは

次のセクションで説明します。単純に、現在のコンテンツ項目を未来の日時へ公開するようス

ケジュールする場合には、「スケジュール」チェックボックスは選択しません。 

 

3.5.7.8 待ち状態でのスケジュール公開 

デフォルトでは、Webコンテンツ管理システムには、各コンテンツ項目のコピーが２つ存在し

ます。ドラフト／ステージングのコピーと、公開中のコピーです。しかしながら、それ以上の

コピーを、それぞれ異なる未来の日時に公開するよう待ち状態としてスケジュールすることも

可能です。例えば、徐々に情報を公開していきたい場合や、一定期間にわたりイベントのカウ

ントダウンを行いたい場合などに使用します。 

コンテンツ項目の追加時や更新時に、アクセス権限に応じて、「スケジュール」チェックボッ

クスが「開始時間」「終了時間」入力フィールドの隣に表示されます。「開始時間」入力フィ

ールドへ自動公開したい日時を指定し、この「スケジュール」チェックボックスを選択しま

す。そうすると、そのコンテンツ項目の３番目（もしくは４番目、５番目 etc.）のコピーとし

て、Webコンテンツ管理システムの特別なキューに追加されます。そして、「開始時間」に指



. . . . . . .. . . 
 

HeartCore Web Content 
Management System 

 
Website Administrator Guide 

 
 
 
 

Page 105 of 222 

定した未来の日時に公開されます。これらの待ち状態でスケジュールされたコンテンツ項目の

コピーは、更新不可能です。しかし、閲覧や復元、再公開／再スケジュール、削除を行うこと

は可能です。詳しくは、以下の各セクションで説明します。 

 

3.5.7.9 複数コンテンツ項目のスケジュール 

コンテンツおよびメディア管理インデックスページにて、複数コンテンツ項目の公開と公開終

了をスケジュールすることができます。各コンテンツ項目の横にあるボックスにチェックを入

れ、「公開」ボタンを選択して「開始時間」「終了時間」を選択／入力します。「スケジュー

ル」チェックボックスが選択されている場合は、チェックしたコンテンツ項目のコピーが、

Webコンテンツ管理システムのスケジュール公開キューに追加されます。 
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3.5.7.10 待ち状態にスケジュールされたコンテンツの比較と復元 

コンテンツ項目の更新時、「比較」「復元」ボタンとコンテンツのコピーのリストが、編集ペ

ージに追加されます。コンテンツの改訂版を選択して「比較」ボタンをクリックすると、最新

版と選択した改訂版との差異が表示されます。コンテンツの改訂版を選択して「元に戻す」ボ

タンをクリックすると、選択した改訂版を閲覧／編集することができます。以下のいずれかを

選択可能です： 

  最新 

ステージング／作業エリアの最新コンテンツ 

 

 公開済 

現在 Webサイトに公開されているコンテンツ 

 

 スケジュール済 （公開開始予定日時とユーザ名を伴って表示されます） 

スケジュールされた待ち状態のコンテンツコピー 

 

選択した内容は、保存しない限り実際には復元されません。保存を行うと、復元したコンテン

ツは新規コンテンツとして保存されます。元のスケジュールされた待ち状態のコンテンツコピ

ーは、変更されません。 
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3.5.7.11 待ち状態にスケジュールされたコンテンツの閲覧と管理 

コンテンツ管理ページにて、各コンテンツ項目の「スケジュール」アイコン／リンクを選択す

ると、待ち状態にスケジュールされたコンテンツ項目のコピーをリスト表示することができま

す。「詳細表示」「更新」「削除」を選択して、それらのコンテンツを管理します。 

 詳細表示 

待ち状態にスケジュールされたコンテンツの詳細を表示します。 

 

 元に戻す 

待ち状態にスケジュールされたコンテンツをコンテンツエディタへ復元します。選択した

コンテンツは、保存しない限り実際には復元されませんのでご注意ください。 

 

 削除 

待ち状態にスケジュールされたコンテンツのコピーを削除します。 

 

 すべて選択 

各コンテンツ項目の左にあるボックスにチェックが入り、すべてのコンテンツ項目が選択

されます。 

 

 すべて選択解除 

各コンテンツ項目の左にあるボックスのチェックが外れ、すべてのコンテンツ項目が選択

解除されます。 

 

 選択を削除 

各コンテンツ項目の左にあるボックスにチェックが入ったコンテンツ項目をすべて削除し

ます。 
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3.5.8 コンテンツの専有と解放とアサイン 

単純にすべてのウェブサイト管理者に Webサイトコンテンツの更新を許可したい場合もあるで

しょう。しかしながら、管理者が複数いる場合、ひとりのウェブサイト管理者が特定のコンテ

ンツに取り組んでいる間は、他の管理者がそのコンテンツを更新できないようにすることも可

能です。このためには、コンテンツの専有と解放機能を有効にします。また、他のウェブサイ

ト管理者に作業をしてもらうようコンテンツをその管理者にアサインすることもできます。 

Webサイトコンテンツ管理システムの設定に応じて、コンテンツの更新時や保存時に手動もし

くは自動で専有することができます。また、コンテンツが保存、公開された際に手動もしくは

自動で解放させることが可能です。 

3.5.8.1 専有／解放による Webサイト管理 

Webサイト全体の設定および個別のユーザアカウント管理者機能設定に応じて、インデックス

管理ページにリスト表示されている各コンテンツ項目には、「専有」もしくは「解放」リンク

があります。もし他のウェブサイト管理者によってそのコンテンツ項目が専有されている場合

は、その管理者のユーザ名が表示されます。また、リスト表示されたコンテンツ項目の下に

は、「専有」と「解放」ボタンがあります。これらのリンクやボタンを使って、他のウェブサ

イト管理者によるコンテンツの更新を管理します。 

 専有 

他のウェブサイト管理者がコンテンツを更新できないようにします。現時点で、ウェブサ

イト管理者の誰からも専有されておらず、どのウェブサイト管理者でも専有と更新ができ

る状態のコンテンツに対して。 

 



. . . . . . .. . . 
 

HeartCore Web Content 
Management System 

 
Website Administrator Guide 

 
 
 
 

Page 109 of 222 

 解放 

他のウェブサイト管理者が再びコンテンツを更新できるようにします。現時点で、専有の

状態になっているコンテンツに対して。そのコンテンツを専有したユーザとスーパーユー

ザのみ、解放/更新することができます。 

 

 他のウェブサイト管理者のユーザ名 

現時点では、コンテンツは表示されているウェブサイト管理者によって専有されており、

そのウェブサイト管理者だけが更新 / 解放することができます。しかしながら、スーパーユ

ーザでログインしている場合は、コンテンツを解放することができます。 

 

本書で既に述べたとおり、左メニューを使って専有されたコンテンツ項目を管理することもで

きます。 

 専有済み 

現在、ウェブサイト管理者によって専有されている編集中のコンテンツ 

 

 
 



. . . . . . .. . . 
 

HeartCore Web Content 
Management System 

 
Website Administrator Guide 

 
 
 
 

Page 110 of 222 

 
 

 

3.5.8.2 他のウェブサイト管理者へコンテンツ項目をアサイン 

コンテンツの追加時や更新時に、アサイン先のオプション付きアサイン選択ボックスが保存ボ

タンに追加されます。アサイン先のオプションは、作成者、編集者、開発者、公開者、管理

者、そしてその他のウェブサイト管理者のユーザ名です。アサイン先オプションを選択する

と、コンテンツを他のウェブサイト管理者にアサインすることができます。これにより、選択

されたウェブサイト管理者によりコンテンツが専有されたことになります。 

 作成者 

そのコンテンツ項目に対し“作成”アクセス権限のあるウェブサイト管理者のみ更新等す

ることができます。 
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 編集者 

そのコンテンツ項目に対し“更新”アクセス権限のあるウェブサイト管理者のみ更新等す

ることができます。 

 

 開発者 

そのコンテンツ項目に対し“開発者”アクセス権限のあるウェブサイト管理者のみ更新等

することができます。 

 

 公開者 

そのコンテンツ項目に対し“公開者”アクセス権限のあるウェブサイト管理者のみ更新等

することができます。 

 

 管理者 

そのコンテンツ項目に対し“管理者”アクセス権限のあるウェブサイト管理者のみ更新等

することができます。 

 

 他のウェブサイト管理者のユーザ名 

そのウェブサイト管理者のみ、そのコンテンツを更新等することができます。 

 

 

3.5.8.3 解放／専有によるパーソナルワークスペース 

Webコンテンツ管理システムのパーソナルワークスペース管理ページに、現在（ログイン中の

ユーザによって）専有されているコンテンツ項目一覧が表示されます。これにより、現在作業

中のコンテンツ項目に容易にアクセスすることができます。 
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3.5.9 ユーザアクセス制限 

デフォルトでは、Webサイトへ公開されたコンテンツはすべて、あらゆる Webサイト訪問者に

対して公開されています。しかしながら、コンテンツの中には、顧客やパートナー、社員とい

った特定の登録ユーザだけにアクセスを制限したい場合もあるでしょう。 

3.5.9.1 コンテンツアクセス制限の編集 

コンテンツの追加時や更新時に、「アクセス制限」タブを使って、そのコンテンツのアクセス

制限を設定することができます。コンテンツへのアクセス制限は、特定のグループやタイプ、

ユーザに設定することが可能です。 

 公開 

匿名ユーザ、ログイン中もしくはログインしていない登録ユーザ、ウェブサイト管理者、

全ての訪問者がそのコンテンツを閲覧可能。 

 

 制限 

登録済みのユーザのみ、そのコンテンツを閲覧可能。閲覧するには、ユーザ名とパスワー

ドを使ってログインすることが要求されます。 

 

 作成者 

このコンテンツを作成したユーザのみ閲覧可能。 

 

 特定のグループ／タイプ／ユーザ 

選択されたユーザグループ／タイプ、選択された特定のユーザのみ、このコンテンツを閲

覧可能。閲覧するには、ユーザ名とパスワードを使ってログインすることが要求されま

す。 

 

コンテンツ項目のアクセス制限が、特定のユーザグループ／タイプ、特定ユーザ全てに制限さ

れている場合、ユーザはコンテンツを閲覧するにはすべてのアクセス制限を満たす必要があり

ます。ユーザータイプ／グループのアクセス制限を満たさない限り、個々のユーザアクセス制

限はアクセス権限を与えません。 
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アクセス制限は、Webサイト全体や、コンテンツグループ／タイプごとの他、個々のコンテン

ツ項目に対して定義することができます。ユーザは、Webサイト全体、コンテンツタイプ／グ

ループのみならず、個々のコンテンツ項目に対するアクセス制限も満たす必要があります。 

 

3.5.10 ウェブサイト管理者アクセス制限とワークフロー 

デフォルトでは、HeartCore Webコンテンツ管理システムは、すべてのウェブサイト管理者に、

Webサイトの全コンテンツと全ユーザを管理する許可を与えています。しかしながら、複数の

ウェブサイト管理者が存在する場合、ワークフローを管理して、特定のコンテンツに対し実行

するアクションを、各ウェブサイト管理者別に権限を制限することができます。 

 

管理者アクセス制限機能とワークフロー機能は、HeartCore Webコンテンツ管理システムにおい

て、管理者権限の二つの補助レベルです。 

 

基本的な管理者アクセス制限機能は、いくつかの固定されたウェブサイト管理者「役割」を定

義します。主に「作成者」、「編集者」、「公開者」で、これらは異なるウェブサイト管理者

に、コンテンツ項目を追加、更新、公開するためのそれぞれの権限を与える目的で使用されま

す。これらの固定ウェブサイト管理者「役割」は、それぞれのウェブサイト管理者グループ/タ

イプが何をする権限を持つのかということは定義しますが、各ウェブサイト管理者がどのよう

に連携してコンテンツを追加、更新、公開するのかというワークフローは（基本ワークフロー

を除いては）管制しません：「作成者」および「編集者」はコンテンツ項目を追加／更新で

き、作業中はこのコンテンツへの追加／変更を“プライベート”にしておくようコンテンツ項

目を「専有」することができます。「作成者」と「編集者」は、追加／更新されたコンテンツ

項目を公開する準備ができたら、これを「解放」することができます。最後に、「公開者」

は、「作成者」／「編集者」により「解放」されたコンテンツ項目を公開することができま

す。 

 

管理者アクセス制限機能は、ウェブサイト管理者「役割」の固定階層を定義します。 

 
スーパーユーザ 

スーパーユーザは、Webコンテンツ管理システム内でのあらゆる実行権限を持ちます。 

管理者 

「管理者」ウェブサイト管理者は、Webコンテンツ管理システム内で、管理者のコンテンツ項目に関し

てあらゆる実行権限を持ちます。  

作成者 編集者 / 開発者 公開者 閲覧者 
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「作成」権限を持つウ

ェブサイト管理者は、

（既存のコンテンツ項

目をコピーすること

で）新規コンテンツ項

目を追加することがで

きます。 

「更新」権限を持つウ

ェブサイト管理者は、

コンテンツ項目を更新

することができます。

「開発」許可を持つウ

ェブサイト管理者は、

アドバンススクリプト

属性も更新することが

できます。 

「公開」権限を持つウ

ェブサイト管理者は、

コンテンツ項目を公開

／非公開、削除するこ

とができ、Webサイト

訪問者へ対し閲覧可能

／不可能にすることが

できます。 

「閲覧」権限を持つウ

ェブサイト管理者は、

Webコンテンツ管理シ

ステム内で、公開およ

び非公開のコンテンツ

項目を閲覧できます。 

 

追加のワークフロー機能を使って、これらの固定の管理者「役割」を、「作成者」、「編集

者」、「公開者」の各カテゴリーにいくつでも細分化し、コンテンツ項目の追加、更新、公開

に伴う一連のステップにおける様々なステージで、それぞれに異なる権限を与えることができ

ます。各ウェブサイト管理者グループ／タイプが、どのように、またどのような順序でコンテ

ンツ項目の追加、更新、公開を進行し承認するのか、ということを管制するために、ワークフ

ローの“アクション”や“ステータス”、およびウェブサイト管理者カテゴリーをいくつでも

定義することができます。例えば、従業員により追加／更新されたコンテンツ項目を、Web統

率者が公開する前にマネージャによって承認させたい場合などに適用できます。 

 

スーパーユーザ 

スーパーユーザは、Webコンテンツ管理システム内でのあらゆる実行権限を持ちます。 

管理者 

「管理者」ウェブサイト管理者は、Webコンテンツ管理システム内で、管理者のコンテンツ項目に関し

てあらゆる実行権限を持ちます。  

作成者 編集者 / 開発者 公開者 閲覧者 

「作成」権限を持つウ

ェブサイト管理者は、

（既存のコンテンツ項

目をコピーすること

で）新規コンテンツ項

目を追加することがで

きます。 

「更新」権限を持つウ

ェブサイト管理者は、

コンテンツ項目を更新

することができます。

「開発」許可を持つウ

ェブサイト管理者は、

アドバンススクリプト

属性も更新することが

できます。 

「公開」権限を持つウ

ェブサイト管理者は、

コンテンツ項目を公開

／非公開、削除するこ

とができ、Webサイト

訪問者へ対し閲覧可能

／不可能にすることが

できます。 

「閲覧」権限を持つウ

ェブサイト管理者は、

Webコンテンツ管理シ

ステム内で、公開およ

び非公開のコンテンツ

項目を閲覧できます。 

C1  C2  C3  E1  E2  E3  P1  P2  P3  V1  V2  V3  

...  ...  ...  ...  ...  ...  ...  ..  ...  ...  ...  ...  

 

3.5.10.1 アクセス制限とコンテンツ管理 

ウェブサイト管理者は、インデックス管理ページを通じて、アクセス権限のあるコンテンツだ

けを管理することができます。 

 管理（統合） 

そのコンテンツに対するウェブサイト管理者のアクセス権限に応じて、「閲覧」「更新」

「公開」「削除」「追加」等へのアクセス権が与えられます。 

 

 閲覧 

ウェブサイト管理者は、そのコンテンツに対し“閲覧”、“更新”、“公開”、“開発

者”あるいは“管理者”権限が必要です。 

 

 更新 

ウェブサイト管理者は、そのコンテンツに対し“更新”、“公開”、“開発者”あるいは

“管理者”の権限が必要です。 
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 削除 

ウェブサイト管理者は、そのコンテンツに対し“公開”あるいは“管理者”権限が必要で

す。 

 

 追加 

ウェブサイト管理者は、新規コンテンツ項目としてコピーする既存のコンテンツに対し

“作成”あるいは“管理者”権限が必要です。ウェブサイト管理者に権限のあるコンテン

ツのみリストアップされます。ウェブサイト管理者は、既存コンテンツのコピーを作成す

る権限がない限り、新規コンテンツを追加することはできません。しかしながら、スーパ

ーユーザは、いつでも新規コンテンツを追加することができます。 

 

ウェブサイト管理者がアクセス権限を持たない機能がある場合は、その機能へのコンテンツ項

目リンク（「詳細表示」、「追加」、「更新」、「削除」）は表示されません。 

 

3.5.10.2 コンテンツアクセス制限の編集 

コンテンツの追加時や更新時、「アクセス制限」タブを使って、そのコンテンツへのアクセス

制限を設定することができます。コンテンツ項目へのアクセス制限は、特定のユーザグループ

／タイプ、特定のユーザへ設定することが可能です。 

 閲覧 

誰が Webサイト上でコンテンツを閲覧するアクセス権を持つか定義します。 

 

 作成 

誰がこのコンテンツのコピーとして新しいコンテンツを追加するアクセス権を持つか定義

します。 

 

 更新 

誰がコンテンツを更新するアクセス権を持つか定義します。 

 

 公開 

誰がコンテンツを公開するアクセス権を持つか定義します。 

 

 開発者 

誰がこのコンテンツのアドバンススクリプト属性を作成および更新するアクセス権を持つ
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か定義します。 

 

 管理者（オーナー） 

誰が上記すべてを含むこのコンテンツ管理のフルアクセス権を持つか定義します。 

重要：「管理者」は、その他の閲覧、作成、更新、公開、開発者アクセス制限に関わら

ず、コンテンツに対してあらゆることを行うことができるので、個々のアクセス制限を反

映させるには、「管理者」アクセスを厳密に制限する必要があります 

 

コンテンツ項目へのアクセス制限は、特定のユーザグループ／タイプ、特定のユーザへ設定す

ることが可能です。 

 公開 

全ての Webサイト閲覧者に、このコンテンツの管理機能を使用する権限を与えます。（例

えば、コミュニティ追加アプリケーションを通して。） 

 

 制限 

全ての登録ユーザ（ウェブサイト管理者のみならず）に、このコンテンツの管理機能を使

用する権限を与えます。（例えば、コミュニティ追加アプリケーションを通して。） 

 

 作成者 

このコンテンツ項目の作成者に、このコンテンツの管理機能を使用する権限を与えます。

（例えば、コミュニティ追加アプリケーションを通して。） 

 

 すべて（管理者） 

すべてのウェブサイト管理者に、このコンテンツの管理機能を使用する権限を与えます。 

 

 特定のタイプ／グループ 

選択されたタイプ／グループ、選択された特定のユーザに限り、このコンテンツの管理機

能を使う権限を与えます。 

 

コンテンツ項目のアクセス制限が、特定のユーザグループ／タイプ、特定ユーザ全てに制限さ

れている場合、ユーザはコンテンツを閲覧するにはすべてのアクセス制限を満たす必要があり

ます。ユーザータイプ／グループのアクセス制限を満たさない限り、個々のユーザアクセス制

限はアクセス権限を与えません。 

アクセス制限は、Webサイト全体や、コンテンツグループ／タイプごとの他、個々のコンテン

ツ項目に対して定義することができます。ユーザは、Webサイト全体、コンテンツタイプ／グ

ループのみならず、個々のコンテンツ項目に対するアクセス制限も満たす必要があります。 
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3.5.10.3 アクセス制限とコンテンツの編集 

コンテンツの追加時や更新時、ウェブサイト管理者はアクセス権限を持つコンテンツ属性に限

り、その作成と更新が可能です。 

 公開／公開準備完了 

ウェブサイト管理者は、そのコンテンツに対し“公開”あるいは“管理者”権限が必要で

す。 

ウェブサイト管理者は、そのコンテンツに対し“作成”もしくは“更新”、または“開発

者”権限が必要です。 

 

 プライマリコンテンツ 

ウェブサイト管理者は、そのコンテンツに対し“作成”、“更新”、“表示”、“開発

者”あるいは“管理者”権限が必要です。 

 

 アドバンススクリプト 

ウェブサイト管理者は、そのコンテンツに対し“開発者”あるいは“管理者”権限が必要

です。 

 

 コンテンツカテゴリ 

ウェブサイト管理者は、そのコンテンツに対し“管理者”権限が必要です。 

 

 アクセス制限 

ウェブサイト管理者は、そのコンテンツに対し“管理者”権限が必要です。 
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 他のオプション機能コンテンツ属性（有効の場合） 

ウェブサイト管理者は、そのコンテンツに対し“作成”、“更新”、“表示”、“開発

者”あるいは“管理者”権限が必要です。 

 

 

3.5.10.4 他のコンテンツ管理者との調整 

コンテンツ項目の追加時や更新時、ウェブサイト管理者は、コンテンツ項目の他のウェブサイ

ト管理者に簡単にＥメールを送信することができます。「Ｅメール」ボタンがコンテンツ管理

Web ページの上部に表示されます。 

 作成者にメールする 

コンテンツ項目を更新するアクセス権限を持つすべてのウェブサイト管理者にＥメールを

送信します。例えば、コンテンツの編集やレビューを依頼するなど。 

 

 承認者にメールする 

コンテンツ項目を公開するアクセス権限を持つすべてのウェブサイト管理者にＥメールを

送信します。例えば、コンテンツの公開、非公開、または削除を依頼するなど。 

 

 管理者にメールする 

コンテンツ項目へのフルアクセス権限を持つすべてのウェブサイト管理者にＥメールを送

信します。例えばコンテンツカテゴリの変更やアクセス制限の変更を依頼するなど。 
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3.5.10.5 ウェブサイト管理者ワークフロー 

デフォルトでは、ウェブサイト管理者は、特定の順番でコンテンツを作成したり更新したりす

る必要はありません。「公開」アクセス権限を持つウェブサイト管理者のみコンテンツを公開

できることを除いては。しかしながら、特定のワークフロー手順に沿ってコンテンツの変更を

行いたい場合もあります。例えば、追加／更新されたコンテンツが、公開される前に、マネー

ジャーの承認を得たり、各部署の承認を得たりするように。 

ワークフローは、いくつかのワークフローアクションから構成され、これらのアクションはそ

れぞれ、コンテンツ項目のステータス変更と、それを実行する権限を誰が持つか、を定義しま

す。その時点のワークフローステータスで、ウェブサイト管理者が更新などのアクセス権限を

持っている場合、その権限のある行為しか行えません。 

3.5.10.6 ワークフローによるコンテンツ管理 

新規追加、更新、削除機能などは、前述した通り、ウェブサイト管理者がこれらのアクション

に対してアクセス権限を持つ必要があります。また、ウェブサイト管理者は、新規ワークフロ

ーを開始したり、既に開始されたワークフローを継続するには、ワークフローの定義で定めら

れたワークフローアクションに対する権限が必要です。アクセス権限およびワークフローの権

限を持たないコンテンツ項目に対しては、新規追加、更新、削除リンクは使用できません。 

 管理（統合） 

ウェブサイト管理者のアクセス権限および現在のワークフローステータスでのワークフロ

ーアクションに対する権限に応じて、“閲覧”、“更新”、“公開”、“削除”、“追

加”等へのアクセス権が与えられます。 

 

 更新 

ウェブサイト管理者は、そのコンテンツに対し“更新”、“公開”、“開発者”あるいは

“管理者”の権限が必要です。並びに現在のワークフローステータスでのワークフローア

クションに対する権限が必要です。 

 

 削除 

ウェブサイト管理者は、そのコンテンツに対し“公開”あるいは“管理者”権限が必要で

す。並びに現在のワークフローステータスでのワークフローアクションに対する権限が必
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要です。 

 

 追加 

ウェブサイト管理者は、新規コンテンツ項目としてコピーする既存のコンテンツに対し

“作成”あるいは“管理者”権限が必要です。並びに現在のワークフローステータスでの

ワークフローアクションに対する権限が必要です。ウェブサイト管理者に権限のあるコン

テンツのみリストアップされます。ウェブサイト管理者は、既存コンテンツのコピーを作

成する権限がない限り、新規コンテンツを追加することはできません。しかしながら、ス

ーパーユーザは、いつでも新規コンテンツを追加することができます。 

 

現在アクティブなワークフロー中のコンテンツ項目には、ステータスカラムに現在のワークフ

ローステータスが表示されます。その後に通常の「新規」／「更新」／「公開」ステータスが

続きます。 

コンテンツ項目一覧の下方にある「移動」ボタンに、ワークフロー選択ボックスが表示され、

ウェブサイト管理者は複数のコンテンツ項目に対しワークフローアクションを選択できます。

コンテンツ項目一覧の左手チェックボックスを選択し、「選択を移動」を押下することで、選

択したコンテンツ項目に選択したアクションを適用することができます。「選択を移動」は、

選択したコンテンツ項目を公開しないで、選択したワークフローアクションへ更新します。一

覧にあるコンテンツ項目は、それぞれ異なるアクセス制限を持ち、異なるワークフロー“ステ

ータス”にある可能性もあるので、表示されるすべてのワークフローアクションが全コンテン

ツ項目に対して使用可能ではないという点に注意してください。 もしコンテンツ項目に対して

許可されないワークフローアクションが選択された場合は、そのワークフローアクションは単

純に無視され、このワークフローアクションが許可される他のコンテンツ項目にのみ、適用さ

れます。 

 

3.5.10.7 コンテンツのワークフローステータス編集 

コンテンツ項目の閲覧時や追加時、また更新時に、「ワークフロー」選択ボックスと「コメン

ト」入力フィールドが保存ボタンに表示されます。 

このワークフロー選択ボックスには、コンテンツの現在のワークフロー“ステータス”と、現

在のステータスにおいてウェブサイト管理者が権限を持つ様々なワークフローアクションが、
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選択肢として表示されます。ワークフローアクションを選択せずにコンテンツを保存すると、

コンテンツのワークフロー“ステータス”は変更されないまま保存されます。ワークフローア

クションのいずれかを選びコンテンツを保存すると、コンテンツにワークフローアクションが

適用され、そのワークフローアクションの定義に従って、コンテンツのワークフロー“ステー

タス”が変更されます。また、ひいては自動的に他の変更も施されます。 

コメント入力フィールドは、そのコンテンツに関する情報や、ワークフローで次に割り当てら

れたウェブサイト管理者への作業指示等の入力に使用されます。入力されたコメントは Webコ

ンテンツ管理システムには保存されず、ワークフローでの次のウェブサイト管理者へ Eメール

が送信されるのみです。 

通常、ワークフローアクションはコンテンツ項目を他のウェブサイト管理者へ引き渡します。

例えば、そのウェブサイト管理者に、コンテンツへ変更を加えてもらったり、評価してもらっ

たり、承認してもらったり、公開してもらったり、という様に。しかし、自身の使用のために

ワークフローステータスを変更するようワークフローアクションを使用することも可能です。

例えば、コンテンツをプレースホルダーや、アウトライン、完了、などとラベル付けする目的

で。スーパーユーザ管理者によって、様々なタイプのワークフローやワークフローアクション

をいくつでも設定することができます。 
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4 ユーザデータベース管理 

デフォルトでは、HeartCore Webコンテンツ管理システムは、アクセスに制限のある Webサイ

トではなく、また単一ウェブサイト管理者による Webコンテンツ管理用に設定されています。

つまり、Webサイトへ訪れる誰もが Webサイト全体にアクセスでき、また HeartCore Webコン

テンツ管理システムの“スーパーユーザ”は一人しかいない、ということになります。しかし

ながら、登録ユーザに対しアクセス制限を設けたいコンテンツがあったり、また複数のウェブ

サイト管理者が HeartCore Webコンテンツ管理システムを通して Webコンテンツを管理できる

ようにしたい場合も考えられます。 

4.1 ユーザ管理 

HeatCore Webコンテンツ管理システムのユーザ管理セクションを使って、Webサイトのユーザ

を管理します。各管理ページのツールバーにある「ユーザ」リンクを通じて、ユーザ管理セク

ションにアクセスします。 

ユーザ管理セクションのメインページでは、左メニューからユーザ管理にアクセスできます。 

 検索 － 検索文字列に一致する全てのユーザを検出します。 

 

 管理者－ 全ウェブサイト管理者ユーザを一覧表示します。 

 

 テンプレート － パスワードの設定されていないユーザを一覧表示します。パスワード

のないユーザはログインすることはできませんが、様々なユーザテンプレートを定義し

ておくと、それをコピーして、新規ユーザやウェブサイト管理者を追加することができ

ます。 

 

 ユーザ －全てのユーザを一覧表示する。 

 

o ユーザグループ – 選択したユーザグループの全ユーザを一覧表示します。 

 

o ユーザタイプ – 選択したユーザタイプの全ユーザを一覧表示します。 

 

 ステータス – 選択した状態にある全てのユーザを一覧表示します。 

 

o 保留 – まだアクティブになっていないユーザを一覧表示します。 

 

o アクティブ – ログイン可能なアクティブユーザを一覧表示します。 

 

o 期限切れ予定 – 通知済みで期限が切間近のユーザを一覧表示します。 

 

o 期限終了 －期限切れのユーザを一覧表示します。 
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4.1.1 インデックス 

以下の各章で述べますが、メインページは、関連ユーザをユーザ名順にリストし、各ユーザへ

のリンクを表示しているインデックスです。 

4.1.1.1 ユーザグループとユーザタイプ 

Webコンテンツ管理システムは、ユーザグループとユーザタイプをいくつでも使用できるよう

設定することが可能です。多数のユーザ管理をより簡単でスピーディに行うため、アクセス制

限付きのコンテンツに対しそれぞれ異なったアクセス権限与えるため、コンテンツ管理におい

てそれぞれ異なる権限を持たせるため、ユーザ管理においてそれぞれ異なる権限を持たせるた

め、などが目的です。  

グループやタイプのうちいずれかを選択すると、その選択されたグループもしくはタイプに属

するユーザのみ表示されます。ユーザのリストには、各ユーザのグループとタイプを表示する

カラムがあります。 

4.1.1.2 リスト 

ユーザは常にユーザ名のアルファベット順に表示されます。ユーザ一覧に目を通すには、「最

初へ」「前へ」「次へ」「最後へ」、またはページ番号の各リンクを選択します。スクロール

バーを使って移動することもできます。 

デフォルトのカラム幅では、テキスト全体が表示されないことがあります。テキストの上にカ

ーソルを載せると、Webブラウザがテキスト全体を表示します。あるいは、カラムヘッダー間

のスペースを左右にドラッグすることで、カラム幅を調整することができます。 

4.1.1.3 すべてのリスト 

「ユーザ」、「ユーザ名」、「ID」などのカラムヘッダテキストを選択すると、選択したカラ

ムごとにリストされたユーザをソートすることができます。 

4.1.1.4 移動 

またユーザリストには、「移動」ボタンと「グループ」「タイプ」リストがあり、選択したユ

ーザを別のグループやタイプへ移動させることができます。そのユーザに対し“管理者”アク

セス権限のある場合のみ移動され、“管理者”アクセス権限のないユーザは、単に無視され移

動されません。 
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4.1.1.5 ユーザへ Eメール 

ユーザリストには、「選択をメールします」ボタンがあり、選択したユーザへ Eメールを送信

することができます。 

選択したユーザの Eメールアドレスは自動的に BCC入力フィールドへ追加されます。これは外

部の関連のない受信者用に使用するもので、受信した人には他の人の Eメールアドレスが表示

されません。代わりに、受信者に互いの Eメールアドレスを表示させるには、TOと CC入力フ

ィールドを使用します。 

「件名」の上に、「選択」と「コピー」ボタンがあり、Webコンテンツ管理システムから既存

コンテンツ項目を選択し、送信する Eメールのテンプレートとして使用することができます。

選択したコンテンツ項目の内容は、送信する前に編集することができます。選択したコンテン

ツ項目のコンテンツが、これによって更新されるわけではありません。件名と内容を直接入力

しても構いません。 

Eメールメッセージは、Webコンテンツ管理システムのイメージ等を使ったリッチフォーマッ

トコンテンツを使用することもできます。リッチフォーマットコンテンツをサポートしていな

いメールソフトを使用している受信者向けに、代替プレーンテキストコンテンツを入力するこ

とも可能です。 

Eメールを実際に送信するには、「Eメールを送信します」ボタンを選択します。「Eメールを

送信します」ボタンを選択する前に、他のリンクを選択したり Webブラウザを閉じたりする

と、Eメールメッセージは無視され送信されません。 
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4.1.1.6 印刷 

「印刷ページ」として特殊ページが設定されている場合、それらの「印刷ページ」の中からい

ずれかを選択し、選択したコンテンツ項目を表示したり、印刷（お使いのブラウザの印刷機能

を使います）したりすることができます。 
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4.1.2 管理（統合） 

デフォルトでは、管理一覧ページにてユーザの「名前」や「ユーザ名」リンクを選択すると、

そのユーザの新規追加／詳細表示／更新／削除を行う統合管理ページへアクセスすることがで

きます。任意で、Webサイト全体の設定および個別ユーザアカウントの管理者機能設定に応じ

て、「新規追加」「詳細表示」「更新」「削除」管理ページをそれぞれ単独で使用することも

可能です。以下のセクションにて説明します。 

この統合管理ページでは、ユーザ詳細の更新に加え、ユーザのコピー追加や、削除、あるいは

単なる閲覧が可能です。 

各タブの右上部にある「X」アイコンを選択すると、未保存の変更は破棄され、統合管理ページ

を閉じて管理一覧ページへと戻ります。 

 

尚、保存を行う前に、HeartCore Webコンテンツ管理システム内やブラウザにて他のページを開

いたり、ブラウザを閉じたりすると、ユーザは更新されず編集したユーザ詳細は失われますの

でご注意ください。 

ユーザに対するアクセス権限に応じて、「保存」「新規追加」「削除」ボタンが表示されま

す。 

 保存 

入力したユーザ詳細が Webコンテンツ管理システムに保存され、統合管理ページが閉じら

れます。そして管理一覧ページへと戻ります。 

 

 新規追加 

入力したユーザ詳細を新規ユーザとして保存します（選択した元のユーザは変更されませ

ん）。統合管理ページは閉じられ、管理一覧ページへ戻ります。 

 

 削除 

ユーザを Webコンテンツ管理システムから削除します。統合管理ページは閉じられ、管理

一覧ページへ戻ります。 

 

 

 

4.1.3 詳細表示 

「詳細表示」リンクは、ユーザとその属性および HeartCore Webコンテンツ管理システムにおけ

る設定を表示します。 
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4.1.4 更新 

「更新」リンクは、ユーザ属性を更新できるユーザ編集ページでユーザを開きます。 

 

4.1.5 削除 

「削除」リンクは、ユーザと削除ボタンが表示され、確認後削除できます。 

 

4.1.6 追加 

最後に、インデックス一覧では、新規ユーザを作成することもできます。 
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ユーザ一覧の右上に、ウェブサイト管理者権限に応じて「追加」リンクが表示されます。ここ

から新しい空白ユーザを作成できます。 

 

また、ウェブサイト管理者権限に応じて、既存のユーザリストが「追加」ボタンの隣に表示さ

れます。ここから既存ユーザを選択し、選択した既存ユーザのコピーとして新規ユーザを作成

できます。この方法を使用すれば、新規ユーザへの正しい属性を素早く設定し作成することが

できます。 

 

4.2 ユーザの編集 

ユーザ編集 Webページで、Webサイトに登録されたユーザとウェブサイト管理者を作成し編集

することができます。ユーザ編集ページへは、ユーザ管理ページの「追加」「更新」リンクよ

りアクセスできます。 

 

基本的なユーザ編集 Webページには、名前、Ｅメールアドレス、備考の入力フィールドがある

「ユーザの詳細」ブロック、またユーザ名とパスワード、ワンタイムパスワード共有シークレ

ットの入力フィールドがある「ユーザログイン」ブロックがあります。名前、Ｅメール、ユー

ザ名、パスワードの各入力フィールド内のテキストを編集するだけで、ユーザ属性の作成／更

新ができます。変更を保管するには｢保存｣を選択します。保存をしないで、別のリンクを選択

したり、ブラウザを閉じるたりすると、行なった変更はすべて無視され、ユーザへの変更は行

われません。 

4.2.1 ユーザログイン 

各ユーザアカウントには、ユーザ名とパスワード、また任意でワンタイムパスワードシークレ

ットが必要です。パスワードなしにユーザアカウントが追加されたり更新されたりすると、そ

のユーザアカウントは“ユーザテンプレート”となります。パスワードのない“ユーザテンプ

レート”ではログインできません。“ユーザテンプレート”は、Webサイトユーザやウェブサ

イト管理者の新しいユーザアカウントを追加する際にのみ使用されます。 

任意で、認証アプリやデバイスが時限ワンタイムパスワードログインコードの生成に使用す

る、ワンタイムパスワード共有シークレットを設定することもできます。（詳細については、

設定ガイドのセクション 2.5.4.2ワンタイムパスワードログインと認証アプリ/デバイス、および

セクション 2.5.4.3ログイン資格情報、ログイン試行制限とログイン通知メールを参照してくだ

さい）。 
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ウェブサイト管理者／ユーザにワンタイムパスワード共有シークレットが設定されている場

合、そのウェブサイト管理者／ユーザの認証アプリやデバイスにも同一のワンタイムパスワー

ド共有シークレットが入力／生成される必要があります。Webコンテンツ管理システムは、標

準の RFC 6238 Time-Based One-Time Passwordに準拠したコードを使用するため、この規格に対

応しているサードパーティアプリやデバイスであればいずれも使用することができます。 

認証アプリやデバイスの既存アカウントを使用するには、例えば“GA4T QNZW GU2D GMRR”

といった標準形式のワンタイムパスワード共有シークレットを入力します。もしくは、標準形

式のワンタイムパスワード共有シークレット（例えば“ONUG C4TF MRZW KY3S”）の生成に使

用する、10文字以上の任意のテキスト（例えば”sharedsecret”）を入力することも可能です。そ

して、生成された標準形式のワンタイムパスワード共有シークレットを認証アプリやデバイス

にも設定し、Webコンテンツ管理システムへログインするための時限パスワードコードが生成

されるようにします。 

ワンタイムパスワード共有シークレットは、ウェブサイトがワンタイムパスワードログインに

対応し要求するよう設定されている場合にのみ、Webコンテンツ管理システムやウェブサイト

へのログインに使用されます。詳細は、設定ガイドをご参照ください。 

また、Webコンテンツ管理システムの設定に応じて、ユーザのログイン履歴が、日時およびイ

ンターネットアドレスと共に表示されます。 

 

4.2.2 変更履歴 

変更履歴には、ユーザの作成日時と最終更新日、パスワードの最終変更日が表示されます。 

また、Webコンテンツ管理システムの設定に応じて、ユーザ更新毎の日時、インターネットア

ドレス、ユーザ名が表示されます。 
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4.2.3 ユーザ詳細 

ユーザ詳細では、ユーザへの標準属性を入力することができます。また、様々なタイプのユー

ザ詳細属性をいくつでも追加で定義することが可能です。備考入力フィールドの下にある入力

フィールドに任意のユーザ詳細属性名を入力し、追加ボタンを押すと、その名前のユーザ詳細

属性が追加されます。そこへその属性に対するデータを入力します。追加した属性を削除する

には、削除ボタンを押下します。 

 
 

4.2.4 ユーザの自宅／請求先、勤務先／配送先、支払明細 

ユーザの各編集ページでは、自宅／請求先、勤務先／配送先、支払明細タブ属性へアクセスで

きます。各ユーザアカウントの追加情報を格納するには、これらの属性を使用します。 



. . . . . . .. . . 
 

HeartCore Web Content 
Management System 

 
Website Administrator Guide 

 
 
 
 

Page 131 of 222 

 

 

 



. . . . . . .. . . 
 

HeartCore Web Content 
Management System 

 
Website Administrator Guide 

 
 
 
 

Page 132 of 222 

4.3 多数の Webサイトユーザとウェブサイト管理者の整理 

4.3.1 ユーザクラス、ユーザグループ、ユーザタイプの編集 

基本のユーザデータベースにはユーザとウェブサイト管理者のリストだけが含まれます。多数

のユーザやウェブサイト管理者がいる場合には、グループやタイプに分類して整理する必要が

あるかもしれませんし、また少なくともその方が便利で効率的です。また、Webサイトの各コ

ンテンツに対するアクセス権限を、それぞれ異なるユーザグループ / タイプに与えたり、Web

コンテンツ管理システムのあらゆるコンテンツを管理する異なる権限、それぞれ異なるウェブ

サイト管理者グループ／タイプに与える多必要があるかもしれません。 

HeartCore Webコンテンツ管理システムは、「グループ」と「タイプ」という用語を一般的なユ

ーザカテゴリとして使っています。必要に応じて任意のグループやタイプを定義することが可

能です。HeartCore Web コンテンツ管理システムでは、「グループ」や「タイプ」は特別な意味

は持たず、単にユーザをより小さなカテゴリに分類して整理し易くするための方法にすぎませ

ん。 

「ユーザカテゴリ」タブでは、ユーザクラス、グループ、タイプ属性へアクセスすることがで

きます。これらの属性を使って、各ユーザがどのユーザクラス、グループ、タイプに属するか

を分類します。あるいは、そのユーザを特定のグループやタイプとして定義したくない場合に

は、“なし”を選択します。 

「追加のグループ」「追加のタイプ」属性を選択すると、そのユーザを他の追加グループやタ

イプのユーザとしても定義することもできます。 

それぞれの優先ユーザグループ及びタイプ、また追加ユーザグループ及びタイプに属するユー

ザは、異なるアクセス制限付きコンテンツへのアクセス権限があり、ウェブサイト管理者は異

なるコンテンツ項目を閲覧、追加、更新、公開、削除する権限があります。 

 クラス 

o 管理者 

そのユーザが、Webコンテンツ管理システム管理ページにアクセスする権限を

持つウェブサイト管理者／編集者かどうかを定義します。 

 

 グループ 

そのユーザの優先ユーザグループを定義します。 

 

 タイプ 

そのユーザの優先ユーザタイプを定義します。 

 

 追加のグループ 

そのユーザが、一部として属する追加ユーザグループを定義します。 

 

 追加のタイプ 

そのユーザが、一部として属する追加ユーザタイプを定義します。. 
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4.4 ユーザアカウントのスケジュール有効化と期限終了 

4.4.1 ユーザ有効化と期限終了の編集 

デフォルトでは、ユーザアカウントは即座に有効となり失効することはありません。しかし、

ユーザの有効化と期限終了機能を使用して、期限付きの会員や、試用期間のユーザアカウン

ト、一時的なウェブサイト管理者ユーザなどを作成することも可能です。ユーザアカウントは

決められた期間内のみ有効で、この期間は制限付コンテンツや、ひいては Webコンテンツ管理

システムにアクセスしたりすることができます。 

有効化と期限終了タブ属性を使って、各ユーザアカウントがいつ有効化／期限終了されるのか

を定義します。即座に有効化し永遠に失効させないようにする（更新もしくは削除されない限

り）には、空白のままにしておきます。オプションで、ユーザアカウントが有効／期限切れに

なった際に、有効化/有効期限切れ Eメールをユーザに送信することができます。ユーザアカウ

ントが期限切れ間近になった時に通知 Eメールを送信するようスケジュールすることもできま

す。 

この有効化と期限切れの日時は、必ず ”YYYY-MM-DD hh:mm:ss” というフォーマットで入力し

ます。例えば、“2000-12-31 23:59:59” は、2000年大晦日の夜 12時の１秒前を表します。 

 

有効化、通知、期限切れ Eメールの送信は、スケジュールされた日時の後に初めて Webサイト
がアクセスされた時に行われることに注意してください。Webサイトのアクセス頻度によっ
て、スケジュールされた日時のいくらか後に送信されます。スケジュールされた日時の後にす
ぐ Eメール送信させるには、Webサイトの一定期間毎の自動アクセスを設定する必要がありま
す。 
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4.5 ウェブサイト管理者機能設定 

デフォルトでは、全てのウェブサイト管理者が、Webコンテンツ管理システムのデフォルト

Webコンテンツエディタと管理設定を使用するように設定されています。しかしながら、ウェ

ブサイト管理者別に機能設定できるよう、ユーザ管理者機能設定を使用することもできます。

例えば、あるウェブサイト管理者には、基本機能のみのシンプルな Webコンテンツエディタツ

ールバーを使用させるよう設定したり、「Webコンテンツ」セクションの「ページ」メニュー

しかアクセスできないよう設定することが可能です。 

4.5.1 ユーザウェブサイト管理者機能設定の編集 

ユーザの各編集ページには、追加の管理者機能設定タブ属性があります。これらの属性を使っ

て、各ウェブサイト管理者ユーザアカウントに対し、個別の管理者設定を設定します。個別の

管理者機能設定が設定されている場合、ウェブサイト管理者ユーザアカウントには、Webコン

テンツ管理システムに設定されたデフォルト設定の代わりに、この設定が使用されます。 

 

4.5.1.1 コンテンツエディタ 

リッチフォーマットテキストをサポートしていない Webブラウザを使って Webコンテンツ管理

システムへアクセスするために、シンプルな標準 HTML TEXTAREA入力フィールドを使うよ

うユーザアカウントを設定することも可能です。 
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4.5.1.2 HeartCore Webエディタ 

Webコンテンツエディタを通じたイメージのアップロードは、個々のユーザアカウントに対

し、有効もしくは無効にすることができます。 

Webコンテンツエディタ入力フィールドのサイズ、Enterキーを使った出力、Webコンテンツエ

ディタで生成されるテクニカルフォーマットは、個々のユーザアカウントに対し設定すること

ができます。 

Webコンテンツエディタのスキンとツールバーを、個々のユーザアカウント用に設定すること

ができます。あるユーザには簡易機能のみを設定し、別のユーザには拡張機能を設定したりす

ることが可能です。 

Webコンテンツエディタのフォーマット、フォント名、フォントサイズのオプションおよびカ

スタマイズした Javascript機能も、個々のユーザアカウント別にカスタマイズして、あるユーザ

には簡易機能のみを設定し、別のユーザには拡張機能を設定したりすることが可能です。 

詳細は、「設定ガイド」をご参照ください。 
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4.5.1.3 開始ページ 

デフォルトでは、ウェブサイト管理者が Webコンテンツ管理システムにログインした際、「ホ

ーム（トップ）」ページが表示されます。任意で、他の管理ページが表示されるよう設定する

ことも可能です。 
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 － 標準 － 

Webコンテンツ管理システムのデフォルトの開始ページが表示されます。 

 

 ホーム（トップ） 

「ホーム（トップ）」管理ページが表示されます。 

 

 閲覧＆編集 

「閲覧＆編集」モードの管理ページが表示されます。 

 

 パーソナルワークスペース 

「パーソナルワークスペース」管理ページが表示されます。 

 

 アクセス解析 

「アクセス解析」のメインページが表示されます。 

 

 

4.5.1.4 管理セクションとメニューを隠す 

ウェブサイト管理者別に、管理セクションとメニュー項目をそれぞれ隠すことができます。異

なる管理セクションとメニュー項目を、各ウェブサイト管理者用に設定することができます。

すべての管理セクション（すべての Webコンテンツ管理システムの管理ページ上部にある）と

主な左メニュー項目が、チェックボックス入力フィールドと並んで一覧表示されています。チ

ェックボックスを選択し保存すると、選択した管理セクションとメニュー項目は、そのウェブ

サイト管理者には表示されません。（データベース追加モジュール、Eコマース追加モジュー

ル、統計追加モジュールのソフトウェアライセンスが Webサイトに設定されている場合は、追

加の管理者セクションとメニュー項目が表示され、設定することができます。） 

 

4.5.1.5 パーソナルワークスペースセクション 

特定のウェブサイト管理者向けに、パーソナルワークスペースのタブとセクションをカスマイ

ズすることが可能です。パーソナルワークスペースのタブとセクションは、各ウェブサイト管

理者毎に設定することができます。パーソナルワークスペースのタブとセクションのコードを

入力して保存することで設定されます。また、統計値追加モジュールソフトウェアライセンス

が設定されている場合は、日別・週別・月別のサマリーレポートなどアクセス解析レポート

を、パーソナルワークスペースへ表示させることもできます。パーソナルワークスペースセク

ションを設定する際に使用するコード、およびアクセス解析レポートのコードについての詳細

は、「設定ガイド」をご参照ください。 
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4.5.1.6 インデックスページカラム 

管理インデックスページに表示させるカラムとリンクは、カスタマイズが可能です。インデッ

クスページカラムは、各ウェブサイト管理者毎に設定することができます。インデックスペー

ジカラムのコードを入力して保存することで設定されます。 

各管理インデックスページに、複数の代替ビューを定義することも可能です。各ビューは、そ

れぞれ改行して入力してください。1行目にはデフォルト表示となるビューを定義し、2行目以

降に追加のビューを定義します。各行は、ビューの名前を先頭に入力し、後ろにそのビューで

表示させたいインデックスページカラムコードを入力します。インデックスページカラムコー

ドについての詳細は、「設定ガイド」をご参照ください。 
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4.5.1.7 インデックスページメニュー 

デフォルトでは、コンテンツカテゴリのクラス、グループ、タイプ、バージョンそしてワーク

フロー機能が有効の場合、コンテンツクラス、バンドル、グループ、タイプ、バージョン、ス

テータス／ワークフロー メニュー項目をコンビーネーションとして選択し、その選択したコン

テンツカテゴリすべてに共通するコンテンツ項目のみを表示させることができます。オプショ

ンとして、一度にひとつのコンテンツカテゴリのみを選択し、その選択した単独メニュー項目

に合致するコンテンツ項目をすべて表示させることもできます。 

 標準のウェブサイト設定 

デフォルトの Webサイト設定を使用します 

 

 コンテンツの、バンドル、グループ、タイプ、バージョン、ステータス、パッケージのコ

ンビネーションとして選択 

複数のコンテンツカテゴリをコンビーネーションとして選択し、その選択したカテゴリす

べてに合致するコンテンツ項目のみを表示します 

 

 コンテンツのバンドル、グループ、タイプ、バージョン、ステータス、パッケージをシン

グルで選択 

一度にひとつのコンテンツカテゴリのみを選択し、その選択した単独メニュー項目に合致

するコンテンツ項目をすべて表示します 

 

 

4.5.1.8 アクセス解析レポート 

カスタムアクセス解析レポートを定義することで、独自のレポートをいくつでも自由に組み合

わせることができ、アクセス解析の左メニュー項目として使用することができます。カスタム

アクセス解析レポートは、各ウェブサイト管理者毎に設定可能です。アクセス解析レポートの

コードを入力して保存することで設定されます。アクセス解析レポートを設定する際に使用す

るコードについての詳細は「設定ガイド」をご参照ください。 

 

4.5.1.9 売上レポート 

カスタム売上レポートを定義することで、独自のレポートをいくつでも自由に組み合わせるこ

とができ、売上左メニュー項目として使用することができます。カスタム売上レポートは、各

ウェブサイト管理者毎に設定可能です。売上レポートのコードを入力して保存することで設定

されます。売上レポートを設定する際に使用する、売上レポートコードについての詳細は「設

定ガイド」をご参照ください。 
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4.6 ユーザアクセス制限 

デフォルトでは、HeartCore Webコンテンツ管理システムは、すべてのウェブサイト管理者に、

ユーザ管理の許可を与えています。しかしながら、複数のウェブサイト管理者が存在する場

合、ウェブサイト管理者の様々な権限を、特定のユーザに制限することができます。 

基本的な管理者アクセス制限機能は、いくつかの固定されたウェブサイト管理者「役割」を定

義します。主に「作成者」、「編集者」、「管理者」で、これらは異なるウェブサイト管理者

に、ユーザアカウントを閲覧、追加、更新、削除するためのそれぞれの権限を与える目的で使

用されます。 

4.6.1 アクセス制限によるユーザ管理 

ウェブサイト管理者は、インデックス管理ページを通じて、アクセス権限のあるユーザアカウ

ントのみ管理することができます。 

 閲覧 

ウェブサイト管理者は、そのユーザアカウントに対し“閲覧”、“作成”、“更新”、

“削除”あるいは“管理者”権限が必要です。 

 

 更新 

ウェブサイト管理者は、そのユーザアカウントに対し“更新”、“削除”あるいは“管理

者”権限が必要です。 

 

 削除 

ウェブサイト管理者は、そのユーザアカウントに対し“削除”あるいは“管理者”権限が

必要です。 

 

 追加 

ウェブサイト管理者は、新規ユーザアカウントとしてコピーする既存ユーザアカウントに

対し“作成”あるいは“管理者”権限が必要です。ウェブサイト管理者が権限を持つユー

ザアカウントのみリストアップされます。ウェブサイト管理者は、既存ユーザアカウント

のコピーを作成する権限がない限り、新規ユーザアカウントを追加することはできませ

ん。しかしながら、スーパーユーザはいつでも新規ユーザアカウントを追加することがで

きます。 

 

ウェブサイト管理者がアクセス権限を持たない機能がある場合は、その機能へのユーザアカウ

ントリンク（「追加」、「更新」、「削除」）は表示されません。 
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4.6.2 ユーザアクセス制限の編集 

ユーザアカウントの追加時や更新時、「アクセス制限」タブを使って、ユーザに対するアクセ

ス制限を設定することができます。これらの追加入力フィールドを使って、ユーザ管理機能の

ユーザ管理アクセス制限を定義します。ユーザアカウントに対するアクセス制限は、特定のユ

ーザグループやタイプ、ユーザに設定することができます。これらのアクセス制限は、どのウ

ェブサイト管理者がこのユーザを管理する権限を持つかを決定します。このユーザが、どのコ

ンテンツ項目等に対し権限を持つかを決定するのではありませんのでご注意下さい（自身のユ

ーザアカウントを更新する権限を持つ場合を除いて）。 

 閲覧 

誰が、このユーザアカウントの詳細を閲覧できるかを定義します。 

 

 作成 

誰が、このユーザアカウントをコピーして新規ユーザを追加できるかを定義します。 

 

 更新 

誰が、このユーザアカウントを更新できるかを定義します。 

 

 削除 

誰が、このユーザアカウントを削除できるかを定義します。 

 

 管理者（オーナー） 

誰が、このユーザアカウントの管理全般を行えるかを定義します。 

重要： “管理者”は、他の「閲覧」「作成」「更新」「削除」アクセス制限に関わらず、

コンテンツに対しあらゆることを実行可能です。従って、他のアクセス制限に効力を持た

せるには、“管理者”を厳密にアクセス制限する必要があります。 

 

ユーザアカウントのアクセス制限は、特定のユーザグループやタイプへ設定することができま

す。 

 公開 

全ての Webサイト訪問者に、このユーザ管理機能を使用する権限を与えます。（例えば、

コミュニティ追加アプリケーションを通して。） 
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 制限 

全ての登録ユーザ（ウェブサイト管理者のみならず）に、このユーザ管理機能を使用する

権限を与えます。（例えば、コミュニティ追加アプリケーションを通して。） 

 

 すべて（管理者） 

すべてのウェブサイト管理者に、このユーザ管理機能を使用する権限を与えます。 

 

 特定のタイプ／グループ 

選択されたタイプ／グループのウェブサイト管理者に限り、このユーザ管理機能を使用す

る権限を与えます 

 

ユーザアクセス制限が、ユーザグループとタイプの両方に制限されている場合、ユーザはどち

らも満たす必要があります。 

 

4.6.3 アクセス制限とユーザ編集 

ユーザアカウントの追加時や更新時、ウェブサイト管理者はアクセス権限のあるユーザ属性の

み作成や更新を行うことができます。 

 ユーザの詳細とユーザログイン 

ウェブサイト管理者は、そのユーザアカウントに対し“作成”、“更新”、“削除”ある

いは“管理者”権限が必要です。 

 

 ユーザカテゴリ 

ウェブサイト管理者は、そのユーザアカウントに対し“管理者”権限が必要です。 

 

 アクセス制限 

ウェブサイト管理者は、そのユーザアカウントに対し“管理者”権限が必要です。 
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5 コミュニティ追加モジュール 

HeartCore Webコンテンツ管理システムのコミュニティ追加モジュールを使用すると、ユーザコ

ミュニティ Webサイトを作成、管理することができ、Webサイト訪問者を参加ユーザに変える

ことができます。 

Webサイト訪問者が、パーソナルコンテンツやＥメールニュースレターにアクセスしたり、制

限付きコンテンツやサービスを利用したりするためにユーザ登録をする Webページを定義する

ことができます。 

登録ユーザが、パーソナルビジネスカード Webページとして使用したり、パーソナルコンテン

ツにアクセスしたりするための、登録ユーザのためのパーソナルページを定義することができ

ます。 

登録ユーザが、個人情報を更新したり、パーソナルコンテンツ設定を選択したり、パーソナル

ビジネスカード Webページを更新したりするための、登録ユーザのためのパーソナル管理ペー

ジを定義することができます。 

登録ユーザやウェブサイト管理者に、Ｅメールニュースレターやその他のメッセージを送信す

ることができます。 

ゲストブックや、メッセージボード、ブログ、また他の類似アプリケーションをいくつでも定

義できます。こうしたアプリケーションは、全ての Webサイト訪問者に公開することもできま

すし、特定の登録済みユーザやウェブサイト管理者のみにアクセスを制限することもできま

す。 

Ｅコマース追加モジュールと組み合わせることで、Webサイト訪問者／カスタマーが、商品レ

ビューを閲覧、投稿できるようになります。 

最大限に柔軟性を持たせるため、コミュニティ追加アプリケーションは、HeartCore Web コンテ

ンツ管理システムのその他のコンテンツと同じように実装されています。つまり、全てのコミ

ュニティ追加アプリケーションはすべて、HeartCore Webコンテンツ管理システムを使ってカス

タマイズが可能で、またアクセス制限やアーカイブ、ワークフローなどの一般的な Webコンテ

ンツ管理システム機能と合わせて使用することができます。デフォルトのコミュニティ追加ア

プリケーションのような（または、まったく異なる）、独自のアプリケーションを作成するこ

とも可能です。. 

5.1 ユーザグループ／タイプ入会 

ウェブサイト管理者は登録済みユーザを、Webサイトに設定されている様々な ユーザタイプ／

グループに割り当てることができます。しかし、ユーザ自身が手動でユーザタイプ ／グループ

へ/から入会、退会できるように、WebページやＥメールに「入会する 」、「退会する 」リン

クを追加したい場合があります。例えば、Ｅメールニュースレターに使用されるユーザタイプ

／グループに入会したり退会したりする場合などです。 

ユーザグループ／タイプが、登録済みユーザの入会を許可するよう設定されている場合、コミ

ュニティ追加モジュールは、「ユーザグループ」「ユーザタイプ」セクションが Webコンテン

ツエディタの「ハイパーリンクの挿入」ダイアログウィンドウに追加されます。「ユーザグル

ープ」「ユーザタイプ」セクションを選択すると、ユーザグループに対し“～へ入会（サブス

クライブ）”“～から退会（サブスクライブ解除）”リンクがリスト表示されます。 
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デフォルトでは、ユーザは、入会/退会を行った後、デフォルトの Webサイトホームページへリ

ダイレクトされます。しかしながら、"redirect" パラメータを「入会する」「退会する」リンク

へ手動で追加することで、異なる Web ページへリダイレクトさせることも可能です。例えば： 

/subscribe.aspx?usergroup=Newsletter&redirect=%2Fpage.aspx%3Fid%3D123 

/subscribe.jsp?usergroup=Newsletter&redirect=%2Fpage.jsp%3Fid%3D123 

/subscribe.php?usergroup=Newsletter&redirect=%2Fpage.php%3Fid%3D123 

"123" は表示されるページのページ idです。 “%2F”、 “%3F” 、 “%3D” は単に、“/”、 “?” 、 “=”

が特別にエンコードされた文字です。Webブラウザ内でリンクが正常に機能するには、このよ

うにエンコードする必要があるからです。 

 

5.2 Ｅメールニュースレターとメッセージ 

ウェブサイト管理者は、コミュニティ追加モジュールを使用して、ニュースレターやその他メ

ッセージを登録ユーザやウェブサイト管理者にＥメール送信することができます。 

ユーザ管理ページには、ユーザ一覧の下に、選択したユーザにＥメール送信するための追加ボ

タンが表示されます。ユーザ管理メニュー項目とユーザ一覧から、全てのユーザグループ／タ

イプ、あるいは個別ユーザが容易に選択できます。Ｅメール送信するユーザを選択したら、

「選択をメールします」を選択し、Ｅメール送信管理ページへ進みます。 

これにより、新規、更新済み、及び要求されたページを登録ユーザやウェブサイト管理者に

Webサイトから容易に送信することができます。単に、ユーザ管理ページから選択済みユーザ

にＥメール送信する前に、Webコンテンツ管理システムのその他のコンテンツのように、ニュ

ースレター、プレスリリース、スペシャルオファーやキャンペーンＥメールなどを作成するだ

けで済みます。登録ユーザやウェブサイト管理者に定期的に送信する標準Ｅメールメッセージ

のテンプレートとして使用するページを、いくつでも作成することができます。 

詳しくは、本書のユーザ管理セクションをご参照下さい。 
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6 Eコマース追加モジュール 

HeartCore Webコンテンツ管理システムのＥコマース追加モジュールを使うことによってＥコマ

ース Webサイトを作成し管理できるようになり、また Webサイト訪問者を Webサイトカスタ

マーへと変えることができます。 

Webコンテンツ管理システムの柔軟性とパワーをフル活用して、あらゆる数の商品や商品ペー

ジを定義することができます。Webサイト訪問者は、Webサイトの他のページと同様に、商品

ページを閲覧、検索することができます。 

商品価格やその他の商品詳細を簡単に変更したり、既存の商品データベースと同期化させるた

め、商品詳細情報を HeartCore Webコンテンツ管理システムＥコマース追加モジュールに容易に

インポート／エクスポートすることができます。 

為替交換レートの自動処理によって、どんな通貨も、いくつでも定義でき、商品価格に使用す

ることができます。また、為替交換レートの自動処理を使って、異なるマーケットに対しても

現地の各通貨に対応できるよう Webサイトの複数のバージョンを作成することができます。 

商品ページを通して、Webサイトカスタマーは欲しい商品をバーチャルなショッピングカート

に入れることができます。Webサイトのカスタマーは、欲しい商品をすべて選び終えた後、チ

ェックアウトへと進み、支払いや配送や請求内容詳細を入力し、選んだ商品の注文をします。

オプションで、Webサイトカスタマーは、PayPal (www.paypal.com) や他の決済サービスプロバ

イダを通して商品の支払いをクレジット／デビットカード で済ますことも可能です。 

それぞれの商品、商品タイプ、商品グループ、注文数、注文総計、配送先国名または県名など

の別にしたがって、どのようなタイプの配送料および税金の設定もできます。 

注文が完了すると、Webサイトカスタマーに注文確認Ｅメールが送信され、Webサイト注文管

理者に、受注通知Ｅメールが送信されます。受領した注文は、受注管理の簡便さのため、また

Ｅメール通知のバックアップとして、Webサイトデータベースに保存されます。このことによ

って、Ｅメールのトラブルが原因となって、注文が失われることがなくなります。 

Eコマース追加モジュールは、ベーシック HeartCore Webコンテンツ管理システムに含まれてお

り、有効なライセンスキーさえあればロックを解除できます。 

6.1 Eコマース管理 

HeartCore Webコンテンツ管理システムの Eコマース管理セクションを使って、Webサイトの商

品や注文をフルに管理できます。各管理ページにある「商品＆注文」リンクを通じて Eコマー

ス管理セクションへアクセスします。 

Eコマース管理セクションのメインページの左メニューより、商品やパッケージ、バンドル、

在庫を管理することができます。 

また、Eコマース管理セクションのメインページより、注文を管理したり、売上レポートを閲

覧することができます。ただし、注文管理アクセス権限が必要です。 

さらに、Eコマース管理セクションのメインページでは、売上レポートデータの中から、設定

した内容を表示させることができます。これは、すべてのウェブサイト管理者が閲覧可能であ

り、（完全な売上レポートにアクセス可能な）注文管理者アクセス権限を持つウェブサイト管

理者に限るものではありません。 

 

http://www.paypal.com/
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6.2 商品管理 

商品管理は、通常のコンテンツ管理によく似たものであり、またその一部でもあります。在庫

ステータスを含む商品左メニューや、Eコマース売上カラム、商品詳細情報を除いては、商品

管理はページ管理に極めてよく似たものです。言い換えれば、商品管理はページ管理と同様、

簡単に使用でき、柔軟性があり、パワフルなものです。 

商品管理にアクセスするには、「Eコマース」‐「商品」メニュー項目リンクを選択してくだ

さい。 

 

6.2.1 在庫ステータス 

任意で、Webコンテンツ管理システムを使用して商品在庫管理を行うことが可能です。左メニ

ューより、様々な在庫ステータスに該当する商品を管理することができます。 

 

 無制限 

在庫制限のない商品 
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 在庫あり 

在庫があり、残りわずかの設定数量よりも多く在庫がある商品 

 

 残りわずか 

在庫はあるが、残りわずかの設定数量よりも在庫が少ない商品 

 

 在庫切れ 

在庫切れで、事前予約／入荷待ち予約も不可である商品 

 

 事前予約／入荷待ち予約可 

在庫は無いが、事前予約／入荷待ち予約が可能な商品（ただし、事前予約／入荷待ち予約

は未予約） 

 

 事前予約／入荷待ち予約済み 

在庫は無いが、事前予約／入荷待ち予約済みの商品 

 

 

6.2.2 商品の編集 

商品の編集は、いくつかの簡単な追加事項を除けば通常のページを編集するのと非常に似てい

ます。 

商品単価や注文コードなどの商品注文詳細を入力する、商品詳細や商品配送属性が含まれてい

ます。 

商品情報テキストやイメージなどを編集するには、通常の Webエディタを使用します。唯一の

違いは、価格などの商品情報を表示する特別なコードを含むオプションです。 
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6.2.2.1 商品詳細 

コンテンツ編集ページへ商品属性が追加されます。これらの追加入力フィールドを使って、商

品詳細を作成、更新します。 

 商品コード 

注文された商品を識別するために注文手続きで使用される、一意の商品コード 

 

 商品あたりの価格 

販売価格通貨と、Webサイトカスタマーが商品 1項目に対し指定された期間に支払うべき金

額。 期間は、一度限りの購入商品に対しては“一度”、その他定期購入に関しては、 “日ご

と” “週ごと” “２週間ごと” “１ヶ月ごと” “２ヶ月ごと” “四半期ごと” “半年ごと” “１年ご

と”。  

 

 原価 

在庫のある、もしくは在庫を補充する商品の１アイテム毎の原価 

（基本在庫の値、利益、在庫補充の計算用オプション） 

 

 重さ 

1商品毎の重さ（kg) 

 

 幅 

1商品毎の幅（cm) 

 

 高さ 

1商品毎の高さ（cm) 

 

 奥行き 

1商品毎の奥行き（cm) 

 

 ボリューム 

1商品毎の分量（リットル） 
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 銘柄 

商品の銘柄（異なる銘柄の商品バリエーションがある場合） 

 

 色 

商品の色（異なる色の商品バリエーションがある場合） 

 

 サイズ 

商品のサイズ（異なるサイズの商品バリエーションがある場合） 

 

 商品詳細- 新規追加 

「- 新規 -」が選択された状態で商品属性の名前を入力し、「新規追加」を選択すること

で、いくつでも商品詳細属性を新たに定義することができます。追加された商品属性に対す

る新しい商品詳細入力フィールドが表示されます。 

 

また、一般的な商品詳細データの容易な使用と一貫性保持の目的で、Webコンテンツ管理

システムの設定に応じて、事前定義済みのカスタム商品詳細オプションも使用可能です。事

前定義済みの商品詳細属性を追加するには、対象の事前定義済み商品詳細名を選択し（「- 

新規 -」の下に表示されます）、「新規追加」を選択します。すると、その属性に対する新

しい入力フィールドが追加されますので、そこへ内容／値を入力します。事前定義済みの商

品詳細属性は、シンプルなテキスト入力、ラジオボタン、チェックボックス、選択（複数も

しくは単数）オプションのいずれかです。 

 

 商品オプション- 新規追加 

商品オプションの名前を入力し、「追加」を選択することで、いくつでも商品オプション属

性を新たに定義することができます。追加された商品オプションに対する新しい商品オプシ

ョン入力フィールドが表示されます。Ｅコマースアドオンショッピングカードページ上で顧

客がこの値を入力できるようにするには、この商品オプション入力フィールドは空白のまま

にしておきます。予め定義した商品オプションの中から顧客に選択させるには、１行につき

一つの商品オプション値をいくつでも入力フィールドへ入力します。 

※商品在庫管理に Webコンテンツ管理システムを使用している場合、商品バリエーション

の個別在庫管理に、商品オプションを使用するべきではありません。そのような商品バリエ

ーションは、それぞれ独自の在庫を持つ異なる商品として追加すべきです。 

 

商品詳細と商品オプションは、Ｅコマースアドオンショッピングカート、チェックアウト、注

文確認、注文通知の機能で使用されます。商品詳細はまた、次のセクションで説明するように

商品ページで表示できます。 

自動商品出荷 (6.2.26.2.2.2商品の出荷をご参照ください) と関連して、次の名前を持つ特別な商

品オプションを定義することができます。: 

 user:scheduled_publish 

作成されたユーザアカウントの“スケジュール済み公開日時”を、指定された値に設定しま

す。コピーした商品出荷ユーザテンプレートのユーザアカウントの値は使用されません。 

 

 user:scheduled_publish_email 

作成されたユーザアカウントにＥメール送信されるページに使用される“スケジュール済み

公開Ｅメール”ページ idを、指定された値に設定します。コピーした商品出荷ユーザテン

プレートのユーザアカウントの値は使用されません。 

 

 user:scheduled_notify 

作成されたユーザアカウントの“スケジュール済み通知日時”を、指定された値に設定しま
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す。コピーした商品出荷ユーザテンプレートのユーザアカウントの値は使用されません。 

 

 user:scheduled_notify_email 

作成されたユーザアカウントにＥメール送信されるページに使用される“スケジュール済み

通知Ｅメール”ページ id を、指定された値に設定します。コピーした商品出荷ユーザテ

ンプレートのユーザアカウントの値は使用されません。 

 

 user:scheduled_unpublish 

作成されたユーザアカウントの“スケジュール済み有効期限日時”を、指定された値に設定

します。コピーした商品出荷ユーザテンプレートのユーザアカウントの値は使用されませ

ん。 

 

 user:scheduled_unpublish_email 

作成されたユーザアカウントにＥメール送信されるページに使用される“スケジュール済み

有効期限Ｅメール”ページ idを、指定された値に設定します。コピーした商品出荷ユーザ

テンプレートのユーザアカウントの値は使用されません。 

 

 
 

6.2.2.2 商品の出荷 

注文と支払いが正常に完了すると、商品コンテンツを顧客に表示またはＥメール送信すること

ができます。商品の出荷では、顧客へ新規ユーザアカウントを作成し、特別なカスタム拡張プ

ログラムを実行して商品をプログラムで生成したり配信したりすることができます。 

 新規~ 更新~ アドオン 

商品の発送が、新規顧客として処理されるのか、もしくは既存顧客に対する更新、またはア

ドオンとして処理されるのか、を定義します。 

 

 Eメールを送る 

この商品に対して注文と支払いが正常に行われた際に、顧客へＥメール送信されるページ。 

 

 表示ページ 

この商品に対して注文と支払いが正常に行われた際に、顧客へ表示されるページ。 
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 カスタムエクステンションプログラム 

この商品に対して、入手可能かどうか、また注文と支払いが正常に完了したかをチェックす

るためのカスタム拡張プログラム。 

HeartCore Webコンテンツ管理システム Eコマース追加モジュールでは、自身の商品在庫状
況や商品配送カスタム拡張プログラムスクリプトを作成することができます。また、サード
パーティ製の拡張を使用することも可能です。詳しくは、「プログラミング APIガイド」を
ご参照下さい。 

商品入手可能性カスタム／サードパーティ拡張は、商品が購入可能かどうかを調べるため
に、商品、ショッピングカート、チェックアウトページにおいて使用することができま
す。例えば、自身の外部の在庫確認や棚卸システムをチェックし、商品の在庫があるかど
うかを調べます。もしくは、業者側の外部在庫確認や棚卸システムをチェックし、商品の
在庫があるか、また注文できるかどうかを調べます。また、ユーザ名、メールアドレス、
インターネットドメイン名などのような現物のない商品の確認や、それらがすでに登録済
みかどうかを調べます。 

商品配信カスタム／サードパーティ拡張は、自動的にデジタル商品を生成し、商品が注文
された際に外部システムを更新するために使用されます。例えば、自身の外部在庫、棚卸
システムを更新します。もしくは、供給元と注文します。または、ユーザ名、メールアド
レス、インターネットドメイン名などのような現物のない商品を生成／配信します。 

 

 ユーザテンプレート 

顧客に対して正常に注文と支払いが完了した際に、新しいユーザアカウントを作成するため

にコピーされるユーザアカウント。 

 

 

6.2.2.3 商品在庫 

デフォルトでは、商品の在庫は無制限で、常に注文が受けられる状態です。オプションとし

て、在庫数量を自動で管理したり、Webサイトカスタマーに対して現在の在庫状況に関する情

報を表示したり、在庫が無い商品の注文を受け付けないようにしたりすることができます。 

 在庫あり 

 

o 現在の在庫 

在庫として所有している商品の数量 
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o 足す 

入力した数量を、現在の在庫数量に追加する（保存時に反映） 

 

o 引く 

入力した数量を、現在の在庫数量から差し引く（保存時に反映） 

 

o ～へセット 

現在の在庫数量を、入力した数量へセットする（保存時に反映） 

 

o 在庫ありコメント 

商品の在庫数量が、残りわずかのしきい値より多い場合に、商品ページやショッピ

ングカートページに表示されるテキスト 

 

 発注在庫 

 

o 発注在庫 

発注はしているがまだ届いていない、商品追加数 

※発注在庫は、内部管理に用途を限定したものであり、Webサイトおよび Webコン

テンツ管理システムの現在在庫数としてはカウントされません。 

 

o 足す 

入力した数量を、現在の発注在庫に追加する（保存時に反映） 

 

o 引く 

入力した数量を、現在の発注在庫から差し引く（保存時に反映） 

 

o ～へセット 

現在の発注在庫数量を、入力した数量へセットする（保存時に反映） 

 

 残りわずか 

 

o 残りわずかのしきい値 

商品の残数量が、入力した数量に達した時点で「残りわずか」と判断される 

 

o 残りわずかコメント 

商品の在庫数量が、残りわずかのしきい値より少ない場合に、商品ページやショッ

ピングカートページに表示されるテキスト 

 

 在庫切れ 

 

o 入荷待ち予約／事前予約 

 

 有効 

現在在庫が無い場合でも、顧客はこの商品を注文することができる 

※顧客が注文を行うと、この商品の現在在庫数量は、自動的に減少しま

す。 

 

 無効 

現在在庫が無い場合、顧客はこの商品を注文することができない 

※顧客が注文を行うと、この商品の現在在庫数量は、自動的に減少しま

す。 
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 無制限 

顧客は、常にこの商品を注文することができる 

※顧客が注文を行っても、この商品の現在在庫数量は、自動的に減少しま

せん。 

 

 在庫切れコメント 

商品の在庫が無い場合に、商品ページやショピングカートページに表示さ

れるテキスト 

 

 在庫場所 

この商品の在庫がある場所（注文梱包リストや在庫リスト用） 

 

 
 

6.2.2.4 売上レポート 

商品管理ページの「売上レポート」タブにて、その商品の売上レポートデータを閲覧すること

ができます。使用可能なオプションとデータについての詳細は、6.5売上レポートをご参照くだ

さい。 

売上レポートタブにあるリンクを選択すると、より詳細なデータが確認できますが、商品管理

ページは閉じられ、未保存の変更は失われますのでご注意ください。 

 

6.2.2.5 アクセス解析 – ショップカートコンバージョン 

統計値アドオンモジュールのみ 
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商品管理ページのアクセス解析タブでは、商品のショップカートコンバージョン率を含むアク

セス解析データを閲覧することが可能です。 

アクセス解析タブにていずれかのリンクを選択すると、詳細なアクセス解析データが表示され

ますが、商品管理ページから離れることとなり、未保存の変更内容はすべて破棄されますので

ご注意ください。 

6.2.2.6 ハイパーリンクの挿入 

商品の編集と、その他のコンテンツの編集との最後の違いは、Ｅコマース機能および商品に対

して数多くのハイパーリンクが追加される点です。 

ハイパーリンクの挿入 Webページにアクセスするには、Webエディタで「ハイパーリンクの挿

入」を選択してください。Ｅコマース機能と、商品のための追加のカテゴリとハイパーリンク

が含まれています。 

 プロダクト 

各商品を閲覧、購入するためのハイパーリンク 

 

 
 

 Ｅコマース 

Ｅコマース機能へのハイパーリンク 

 

o ショッピングカートに追加 

Webサイトカスタマーが閲覧中の商品をショッピングカートに追加するために、こ

のハイパーリンクを選択します。 

 

o ショッピングカートの中を見る 

Webサイトカスタマーがショッピングカートの中にある商品を見るために、このハ

イパーリンクを選択します。 

 

o チェックアウト 

Webサイトカスタマーがショッピングカートに入っている商品でチェックアウトへ

進むために、このハイパーリンクを選択します。 

 

o PayPal を使用した支払い 

Webサイトカスタマーが注文の支払いを、PayPal (www.paypal.com)決済サービスプ

ロバイダを通してクレジット／デビットカードで済ませるために、このハイパーリ

http://www.paypal.com/
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ンクを選択します。 

  

o 注文内容の確認 

Webサイトカスタマーがショッピングカートの中の商品の注文を確認するために、

このハイパーリンクを選択します。 

 

o 注文の完了 

Webサイトのカスタマーがショッピングカートの中の商品の注文を完了するため

に、このハイパーリンクを選択します。 

 

 

 
 

これら追加ハイパーリンクは、商品ページの代わりに、または商品ページと組み合わせて、コ

ンテンツテンプレートにも含むことが可能です。 

6.3 在庫管理 

在庫管理は、商品管理と似ており、左メニューに商品グループやタイプ、在庫ステータスの項

目があります。在庫管理では、インデックス管理ページから直接、商品在庫数量を閲覧したり

更新したりすることができます。 

在庫管理にアクセスするには、「Eコマース」＞「在庫」メニュー項目リンクを選択します。 

各商品に対し、現在の在庫数量や発注済み在庫数量を閲覧、編集することが可能です。 

※在庫管理インデックスページに表示されている商品のタイトルあるいは他の商品管理リンク

を選択すると、在庫管理ページからは離れ、商品管理ページが表示されます。 

6.3.1 現在在庫 

各商品の現在在庫数量を、閲覧および編集することができます。 

 現在の在庫 

現在の商品在庫数量を表示します。 

 

 現在在庫更新 

「+10」と入力すると、現在の在庫数量が 10増加します。「-10」と入力すると、現在の在
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庫数量が 10減少します。「=10」と入力すると、現在の在庫数量が 10にセットされます。

（「10」は任意の数量に置き換えてください。）現在の在庫数量と在庫コメントが即座に更

新されます。「?」を入力すると、表示中の現在在庫数量がリフレッシュされます。（在庫

管理ページを選択した後に、Webサイトで注文が入っていたら、現在在庫数量が減少しま

す。） 

6.3.2 発注在庫 

各商品の発注済み在庫数量を、閲覧および編集することができます。 

 発注済み在庫 

発注済みの（補充用）在庫数量を表示します。 

 

 発注在庫更新 

「+10」と入力すると、発注済み在庫数量が 10増加します。「-10」と入力すると、発注済

み在庫数量が 10減少します。「=10」と入力すると、発注済み在庫数量が 10にセットされ

ます。（「10」は任意の数量に置き換えてください。）発注済みの（補充用）在庫数量が即

座に更新されます。 

 

 

6.4 注文管理 

Webサイトカスタマーが Webサイトで注文を完了すると、その注文情報は、HeartCore Webコ

ンテンツ管理システムのＥコマース追加モジュールデータベース内に格納されます。 

注文管理は、商品管理と似ており、左メニューに商品グループやタイプ、注文ステータスの項

目があります。 

注文管理にアクセスするには、「Eコマース」＞「注文」メニュー項目リンクを選択してくだ

さい。 
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6.4.1 インデックス 

注文管理のメインページでは、現在の全注文が注文日時順にリストされ一覧表示されていま

す。下記のように、各注文へのリンクも表示されます。 

6.4.1.1 商品グループとタイプ 

商品グループ／タイプを選択すると、選択した商品グループ／タイプに属する商品の注文一覧

が表示されます。（一覧表示された注文には、他の商品グループ／タイプに属する別の商品が

含まれている場合もあります。）Eメール機能を使って、特定の商品グループ／タイプに対

し、すべての Webサイトカスタマーへ簡単に Eメールを送ることができます。 

 

6.4.1.2 在庫ステータス 

在庫状況メニューからいずれかのステータスを選択すると、選択した在庫ステータスに該当す

る商品の注文一覧が表示されます。（一覧表示された注文には、他の在庫ステータスに該当す

る別の商品が含まれている場合もあります。） 
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6.4.1.3 注文ステータス 

注文状況メニューからいずれかのステータスを選択すると、選択した注文ステータスに該当す

る注文一覧が表示されます。 

 新規 

Webサイトカスタマーによって、もしくは注文管理にて行われた新規の注文 

 

 オープン 

注文管理にて更新現在進行中の注文 

 

 支払済み 

Webサイトカスタマーによって支払い済みの現在進行中の注文 

 

 クローズ済み 

クローズ済みの過去の注文 

 

 ワークフロー 

Webサイトに設定された注文管理ワークフローステータス 
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6.4.1.4 リスト 

注文は、日時順に表示されます。注文一覧に目を通すには、「最初へ」「前へ」「次へ」「最

後へ」、またはページ番号の各リンクを選択します。スクロールバーを使って移動することも

できます。 

デフォルトのカラム幅では、テキスト全体が表示されない場合があります。テキストの上にカ

ーソルを載せると、Webブラウザがテキスト全体を表示します。あるいは、カラムヘッダー間

のスペースを左右にドラッグすることで、カラム幅を調整することができます。 

6.4.1.5 すべてのリスト 

「作成済」「支払い済」「クローズ済」「配送先の Eメールアドレス」「ID」などの、カラム

ヘッダテキストを選択すると、選択したカラムの降順／昇順に、注文をソートすることができ

ます。 

6.4.1.6 専有 

選択された注文が、Webコンテンツ管理システムにおいて専有（ロック）され、他の注文管理

者は、それらの注文を更新できなくなります。詳細は、3.5.8コンテンツの専有と解放とアサイ

ンをご参照ください。 

6.4.1.7 解放 

選択された注文が、Webコンテンツ管理システムにおいて解放（ロック解除）され、他の注文

管理者は、再びそれらの注文を更新できるようになります。その注文を専有した管理者もしく

は全体管理者のみ、解放することが可能です。他の管理者によって専有された注文を解放する

ことはできません。詳細は、3.5.8コンテンツの専有と解放とアサインをご参照ください。 

6.4.1.8 削除 

選択された注文は、Webコンテンツ管理システムから完全に削除されます。まず、選択された

注文が一覧表示され、「すべて削除」ボタンを押下することで、実際に削除が実行されます。 
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6.4.1.9 顧客に Eメール 

注文一覧には「Eメール」ボタンが用意されており、選択した Webサイトカスタマーへ Eメー

ルを送信することができます。 

選択した注文の Eメールアドレスは、自動的に BCC入力フィールドへ追加されます。外部の関

わり合いのない受信者達へ Eメールを送信する際には BCCを使用し、互いの Eメールアドレス

が見えないようにするべきです。代わりに、受信者同士に互いの Eメールアドレスを表示させ

るには、TOと CC入力フィールドを使用します。 

件名と内容の上にある「選択」および「コピー」ボタンを使って、Webコンテンツ管理システ

ムから既存コンテンツ項目を選択し、送信する Eメールの雛形として使用することが可能で

す。選択したコンテンツ項目の内容は、送信前に編集が可能です。ここで編集した内容は、元

のコンテンツ項目には反映されません。 「件名」および「内容」入力フィールドに、任意の件

名と内容を直接入力しても構いません。 

Eメール本文には、Webコンテンツ管理システムに格納されているイメージ等を含むリッチフ

ォーマット形式のコンテンツを使用することができます。リッチフォーマット形式のコンテン

ツをサポートしていない Eメールソフトを使用している受信者用に、プレーンテキスト版の代

替コンテンツを入力することも可能です。例えば、「内容」入力フィールドから「コンテンツ

（テキストメール）」入力フィールドへ、コンテンツをコピー＆ペーストします。 

「Eメールを送信します」ボタンを押下すると、実際に Eメールが送信されます。「Eメールを

送信します」ボタンを押下しないで、他のリンクを選択したりブラウザを閉じたりすると、E

メールは無視され、送信されません。 
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6.4.1.10 オープン（開く） 

選択した（クローズ済み）注文が、再度開かれ、「オープン」として注文管理に表示されま

す。 

6.4.1.11 クローズ（閉じる） 

選択した（新規／オープン／支払済み）注文が、閉じられ、「クローズ済み」として注文管理

に表示されます。 
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6.4.1.12 ワークフロー 

注文一覧には、「ワークフロー」リストを伴う「移動」ボタンも用意されており、選択した注

文を別の管理ワークフローステータスへ移動させることができます。ワークフローアクセス権

限のある注文のみ、移動させることが可能です。ワークフローアクセス権限のない注文は、選

択しても移動されません。 

 

6.4.1.13 印刷 

「印刷ページ」として特殊ページが設定されている場合、それらの「印刷ページ」の中からい

ずれかを選択し、選択した注文を表示したり、印刷（お使いのブラウザの印刷機能を使いま

す）したりすることができます。 

6.4.2 管理（統合） 

デフォルトでは、一覧管理ページにて注文の「請求先の Eメールアドレス」もしくは「配送先

の Eメールアドレス」リンクを選択すると、その注文の追加／詳細表示／更新／削除を行う統

合管理ページへアクセスすることができます。任意で、Webサイト全体の設定および個別ユー

ザアカウントの管理者機能設定により、「新規追加」「詳細表示」「更新」「削除」管理ペー

ジをそれぞれ単独で使用することも可能です。以下のセクションにて説明します。 

この統合管理ページでは、注文詳細の加え、その注文のコピー追加、削除、あるいは単なる閲

覧が可能です。 

各タブの右上部にある「X」アイコンを選択すると、未保存の変更は破棄され、統合管理ページ

を閉じて管理一覧ページへと戻ります。 

 

尚、保存を行う前に、HeartCore Webコンテンツ管理システム内やブラウザにて他のページを開

いたり、ブラウザを閉じたりすると、注文は更新されず編集した注文詳細は失われますのでご

注意ください。 

注文に対するアクセス権限に応じて、「保存」「新規追加」「削除」ボタンが表示されます。 

 保存 

入力した注文詳細が Webコンテンツ管理システムに保存され、統合管理ページが閉じられ

ます。そして管理一覧ページへと戻ります。 

 

 新規追加 

入力した注文詳細を新規注文として保存します（選択した元の注文は変更されません）。
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統合管理ページは閉じられ、管理一覧ページへ戻ります。 

 

 削除 

注文を Webコンテンツ管理システムから削除します。統合管理ページは閉じられ、管理一

覧ページへ戻ります。 

6.4.3 詳細表示 

注文詳細を表示します。 

6.4.4 更新 

更新リンクより注文詳細へアクセスし、更新ができます。 

6.4.5 削除 

削除リンクは注文を表示し、注文の削除確認を行ないます。 

6.4.6 新規追加 

最後に、新規注文を作成することもできます。 

ウェブサイト管理者権限に応じて、「追加」ボタンが注文一覧の右上に表示されます。こちら

から、空白の新規注文を作成することが可能です。 

6.4.7 注文の編集 

6.4.7.1 注文ステータス 

各注文の注文ステータスを閲覧および編集することができます。 

 オープン 

この注文は現在も進行中で、オープンとして注文管理に表示されます。 

 

 クローズ済み 

この注文に関する処理は完了しており、クローズ済みとして注文管理に表示されます。 

 

 ワークフロー 

この注文は現在も進行中で、Webサイトに設定した注文管理ワークフローアクションを適

用することができます。現在のステータスとして適用したり、他の注文管理者へ引き渡した

りする目的で使用します。 

 

 アサイン先 

特定の注文管理者へ、この注文処理をアサインします。 

 

 注文ステータス説明 

現在の注文ステータスの説明。 

 

 注文済み 

Webサイト上もしくは注文管理にて、この注文が行われた日時。 

 

 更新済み 

注文管理にて、この注文が最後に更新された日時。 

 

 クローズ済み 

この注文がクローズされた最終的な日時。 

 



. . . . . . .. . . 
 

HeartCore Web Content 
Management System 

 
Website Administrator Guide 

 
 
 
 

Page 165 of 222 

 支払済み 

この注文が支払われた最終的な日時。 

 

 注文状況のトラッキングＥメールを顧客に送信 

チェクボックスを選択すると、更新した注文内容を保存する際、顧客に対して、注文ステ

ータスとその他の注文詳細をメールで送信することができます。 

 

 

6.4.7.2 支払詳細 

Webサイトカスタマーの支払い詳細（顧客が Webサイトユーザとして登録する際に自身で入力

した、未認証のもの） 

 カードタイプ 

 カード番号 

 カード発行日 

 カード有効期限 

 カード検証コード 

 カードの名前 

 郵便番号 
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6.4.7.3 送り先の詳細 

Webサイトカスタマーの送り先情報（顧客自身で入力した、未認証のもの） 

 Ｅメール 

 Webサイト 

 名前 

 組織 

 住所 

 郵便番号 

 市町村 

 都道府県 

 国 

 電話番号 

 Fax番号 

 

6.4.7.4 請求先詳細 

Webサイトカスタマーの請求先情報（顧客自身で入力した、未認証のもの） 

 Ｅメール 

 Webサイト 

 名前 

 組織 

 住所 

 郵便番号 

 市町村 

 都道府県 

 国 

 電話番号 

 Fax番号 
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6.4.7.5 注文品目（リスト） 

Webサイトカスタマーにより注文された商品 

 数量 

 商品コード 

 商品名 

 商品単価 

 合計金額 

 この注文に、注文品目を追加するための「追加」ボタン 

 各注文品目を処理するための「詳細表示」「更新」「削除」リンク 

 

 

6.4.7.6 注文品目 

各注文品目の詳細について閲覧、編集することができます。 

 新規注文品目に対し、デフォルト商品詳細を入手するための商品選択ボタン 

 商品タイトル 

 商品注文コード 

 通貨 

 単価 

 期間（定期的な支払） 

 数量 

 グロス（単価 × 数量） 
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 割引額と説明 

 小計（グロス － 割引） 

 発送料と説明 

 税金額と説明 

 発送料と説明 

 合計額（小計 + 税金 + 送料） 

 注文オプション 

 

注文情報に変更を加え、保存しないまま、注文品目を「詳細表示」、「更新」、「削除」する

と、保存されていない変更内容は失われてしまう可能性がありますのでご注意下さい。 

 

6.4.7.7 注文総計 

Webサイトカスタマーが注文した商品の総計 

 数量 

 通貨 

 グロス（割引、送料、税別） 

 割引額とその説明（注文品目） 

 割引額とその説明（注文） 

 小計（グロス – 割引） 

 税金額とその説明（注文品目） 

 税金額とその説明（注文） 

 発送料とその説明（注文品目） 

 発送料とその説明（注文） 

 合計額（小計 + 税金 + 送料） 
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6.4.8 注文のエクスポート 

「注文をエクスポート」リンクより、全ての注文詳細（注文品目詳細は除く）をローカルコン

ピュータのファイルにエクスポートすることができます。エクスポートされたデータファイル

は.csv形式ファイルで、テキストエディタやスプレッドシートアプリケーションで開いて編集す

ることができます。 

 

6.4.9 注文品目のエクスポート 

「注文品目をエクスポート」リンクより、全ての注文と注文品目詳細をローカルコンピュータ

のファイルにエクスポートすることができます。エクスポートされたデータファイルは.csv形式

ファイルで、テキストエディタやスプレッドシートアプリケーションで開いて編集することが

できます。 
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6.5 売上レポート 

「Eコマース」セクションにて、売上レポートを閲覧することができます。売上レポート管理

へアクセスするには、「Eコマース」＞「売上」メニュー項目リンクを選択します。 

「Eコマース」管理メインページでは、すべての注文管理者が閲覧可能なデフォルト売上レポ

ートが、設定に応じて表示されます。初期設定では、日別、週別、月別の売上サマリーレポー

トが表示されます。詳細は、6.1Eコマース管理をご参照ください。 

個別の売上レポートは、以下のセクションで述べる左メニュー項目からアクセスすることがで

きます。 

 

6.5.1 一般 

当セクションで説明するとおり、売上レポートのほとんどは、同じ構造と類似データを持って

います。 
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6.5.1.1 すべて／トップ 

売上レポートのほとんどは、人気順でデータが表示されます。デフォルトではすべてのデータ

が表示されますが、レポートによっては非常に大きくなるため、最も人気のあるデータのみ表

示させることも可能です。 

各売上レポートページの上部にて、「すべて」もしくは「トップ（10 / 25 / 50 / 100 / 250 / 500 / 

1000）」を選択して、表示するデータを切り替えることができます。表示させたいデータ量を

選択し、「リフレッシュ」ボタンを押下してください。ここで選択した表示条件は、Webコン

テンツ管理システムに記憶され、引き続き閲覧する売上レポートにも適用されます。表示条件

は、いつでも変更可能です。 

すべての売上レポートが人気順でデータ表示されるわけではありませんのでご注意ください。

売上レポートの中には、表示条件よるデータ変動がないレポートも存在します。 
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6.5.1.2 通貨 

デフォルトでは、すべての通貨にて全注文データが表示されます（商品やマイクロサイトに、

複数の異なる通貨を使用している場合）。Webサイトに設定されたデフォルト通貨以外の通貨

注文は、注文時のデフォルト通貨への換算レート額で表示されます。 

各売上レポートページの上部にて、すべての通貨の全注文データを表示するか、特定の通貨の

注文データのみを表示するか選択することができます。表示させたい注文通貨を選択し、「リ

フレッシュ」ボタンを押下してください。ここで選択した表示条件は、Webコンテンツ管理シ

ステムに記憶され、引き続き閲覧する売上レポートにも適用されます。表示条件は、いつでも

変更可能です。 

特定の通貨を選択した場合、その通貨で注文されたデータしか表示されませんのでご注意くだ

さい。選択した通貨以外の注文データは表示されません、また選択した通貨へ換算されるわけ

でもありません。「すべて」を選択した場合のみ、通貨を問わずすべての注文データが、注文

時のデフォルト通貨レートへ換算されて表示されます。 

 

6.5.1.3 期間 

売上レポートは、期間指定で表示されます。デフォルトでは、「現在（過去 30分間）」が選択

されており、現在／最近のアクティブ Webサイトカスタマーに関するデータのみ表示されま

す。代わりに、より長期間のデータや過去のデータを閲覧することも可能です。 

各売上レポートページの上部にて、表示する期間を選択することができます。 

 現在（過去 30分間） 

 本日－午前 0時を始点として 

 過去 24時間－現在から遡って 

 昨日 

 今週－月曜日を始点として 

 過去 7日間－今日から遡って 

 先週－月曜日から日曜日 

 過去 14日間－今日から遡って 

 今月－第 1日を始点として 

 過去 30日間－今日から遡って 

 先月－第 1日から末日（1～28/29/30/31） 

 今四半期－四半期の初日を始点として（1月 1日 / 4月 1日/ 7月 1日/ 10月 1日） 

 過去 3ケ月間－今日から遡って 

 先四半期－四半期の初日から最終日（1月 1日～3月 31日 / 4月 1日～6月 30日 / 7月 1

日～9月 30日 / 10月 1日～12月 31日） 

 今半期－半期の初日を始点として（1月 1日 / 7月 1日） 

 過去 6ケ月間－今日から遡って 
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 先半期－半期の初日から最終日（1月 1日～6月 30日 / 7月 1日～12月 31日） 

 今年－年の初日を始点として 

 過去 12ケ月間－今日から遡って 

 昨年－年の初日から最終日（1月 1日～12月 31日） 

 

上記の予め定義された期間以外にも、隣にある日時入力フィールドとセレクタを使用して、任

意の開始日時および終了日時を選択／入力することが可能です。 

 

 

6.5.1.4 顧客 

ほとんどの売上レポートには、顧客の数も表示されます。顧客が登録済みでログインしている

場合には、ユーザ名にて識別されます。また、未登録でログインしていない場合には、Webサ

イト訪問セッション毎に「顧客」としてカウントされます。 

顧客数は、近似値であることにご注意ください。個々の Webサイトカスタマーをすべて識別す

ることは必ずしも可能ではありません。 

 未登録でログインしていない Webサイトカスタマーが、複数のブラウザやブラウザウ

ィンドウを開いている場合、それぞれ別のセッションとして記録される可能性がありま

す。（Webサーバのセッション ID発行設定および追跡設定によって異なります。ま

た、Webサイトカスタマーが使用するブラウザが、発行済みセッション IDを共有する

か否かによっても異なります。） 

 未登録でログインしていない Webサイトカスタマーが、ブラウザのクッキーをクリア

した場合、新しいセッションが開始される可能性があります。（Webサーバのセッショ

ン ID発行設定および追跡設定によって異なります。） 

 未登録でログインしていない Webサイトカスタマーが、ブラウザのクッキーを無効に

している場合、その Webサイトカスタマーによる各リクエストは、それぞれ別のセッ

ションとして記録される可能性があります。（Webサーバのセッション ID発行設定お

よび追跡設定によって異なります。） 

6.5.1.5 注文 

ほとんどの売上レポートには、選択した期間内に受けた注文件数も表示されます。 

6.5.1.6 注文アイテム 

ほとんどの売上レポートには、選択した期間内に受けた注文の注文品目数も表示されます。 
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6.5.1.7 数量 

ほとんどの売上レポートには、選択した期間内に受けた注文の注文品目に対する数量も表示さ

れます。 

6.5.1.8 売上 

ほとんどの売上レポートには、選択した期間内に受けた注文の注文品目の数量に対する合計売

上額（税、送料抜き）も表示されます。 

6.5.2 個別にカスタマイズした複合レポート 

個々の売上レポートを組み合わせたカスタム売上レポートを、Webサイト全体および各ウェブ

サイト管理者に対し定義することができます。Webサイト全体およびユーザアカウント管理者

機能設定に定義されたこれらの売上レポートは、左メニューとして「売上レポート」の下に表

示されます。 

 

6.5.3 サマリー 

Webサイトの全体的な要約データを表示します。 

 顧客、注文、注文アイテム、数量、売上の合計および割引、税、送料、合計 

6.5.4 対象 

以下の各売上レポートは、Webサイトカスタマーが何にアクセスして何を注文しているかにつ

いて様々なデータを表示します。 

6.5.4.1 Webサイト／ドメイン 

Webサイトにアクセスする際、Webサイトカスタマーがどのドメインネームインターネットア

ドレスを使用しているかを表示します。各 Webサイトアドレスに対する顧客数、注文数、注文

アイテム数、数量、売上が、人気順に表示されます。 

異なるアライアス Webサイトアドレス（インターネットドメイン名やサブドメイン名、IP番号

など）を複数使用している可能性もあります。それぞれの Webサイトアドレスに対するデータ

が表示されます。 
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Webコンテンツ管理システムのマイクロサイト機能を、複数 Webサイトや Webサイトの各セク

ションに使用している場合もあります。それぞれのマイクロサイトアドレスに対するデータが

表示されます。 

6.5.4.2 商品 

各商品コンテンツ項目のデータが、人気順に表示されます。 

「閲覧」を選択すると、新規ブラウザウィンドウにて商品が開かれます。 

6.5.4.2.1 グループ 

各商品グループのデータが、人気順に表示されます。 

6.5.4.2.1.1 各グループ 

選択した商品グループに属する各商品のデータが、人気順に表示されます。 

6.5.4.2.2 タイプ 

各商品タイプのデータが、人気順に表示されます。 

6.5.4.2.2.1 タイプ 

選択した商品タイプに属する各商品のデータが、人気順に表示されます。 

6.5.5 日時 

以下の各売上レポートは、Webサイトカスタマーがいつ Webサイトを訪問し、いつ注文をして

いるかについて様々なデータを表示します。 

6.5.5.1 日次 

選択した期間の日次データを表示します。 

6.5.5.2 週次 

選択した期間の週次データを表示します。 

6.5.5.3 月次 

選択した期間の月次データを表示します。 

6.5.5.4 年次 

選択した期間の年次データを表示します。 

6.5.5.5 時間／日 

一日の時間別データを表示します。 

6.5.5.6 曜日／週 

週の曜日別データを表示します。 

6.5.5.7 日付／月 

月の日付別データを表示します。 

6.5.5.8 週／年 

年の週別データを表示します。 

6.5.5.9 月／年 

年の月別データを表示します。 
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6.5.6 人 

以下の各売上レポートは、Webサイトカスタマーが誰なのかについて様々なデータを表示しま

す。 

6.5.6.1 国 

Webサイトカスタマーがどの国から訪問しているかを、アクティビティ順に表示します。 

Webサイトカスタマーの国は、近似値であることにご注意ください。各 Webサイトカスタマー

がそれぞれどの国から訪問しているのかを特定することは、常に可能なわけではありません。

Webサイトカスタマーの中には、.com、.org、.netなどの国際的なインターネットアドレスを使

用する企業や組織、インターネットサービスプロバイダ経由で訪問している場合があります。 

6.5.6.2 オペレーティングシステム 

Webサイトカスタマーが使用するオペレーティングシステムおよびそのバージョンに関するデ

ータを、人気順に表示します。 

6.5.6.3 ブラウザ 

Webサイトカスタマーが使用するブラウザおよびそのバージョンに関するデータを、人気順に

表示します。 

6.5.6.4 デバイス 

Webサイトカスタマーが使用するデバイスに関するデータを、人気順に表示します。 

6.5.6.5 ユーザ 

登録済みのログイン Webサイトカスタマー関するデータを、アクティビティ順に表示します。 

6.5.6.5.1 グループ 

各ユーザグループのデータが、アクティビティ順に表示されます。 

6.5.6.5.1.1 各グループ 

選択したユーザグループに属する各ユーザのデータが、アクティビティ順に表示されます。 

6.5.6.5.2 タイプ 

各ユーザタイプのデータが、アクティビティ順に表示されます。 

6.5.6.5.2.1 タイプ 

選択したユーザタイプに属する各ユーザのデータが、アクティビティ順に表示されます。 

6.5.7 理由 

以下の各売上レポートは、Webサイトカスタマーがなぜ Webサイトを訪問しているかを示す

様々なデータを表示します。 

6.5.7.1 アフィリエイト 

Webサイトへリンクしているアフィリエイトに関するデータを、人気順に表示します。 

6.5.7.2 リファラー 

Webサイトへリンクしている参照元の Webサイトやページに関するデータを、人気順に表示し

ます。 

参照元の Webサイトアドレスや Webページアドレスを選択すると、その Webサイトや Webペ

ージが、新規ブラウザウィンドウに開きます。 
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6.5.7.3 検索エンジン 

Webサイトカスタマーが Webサイトを見つけるために使用したインターネット検索エンジンサ

ービスに関するデータを、人気順に表示します。 

検索エンジン名を選択すると、その検索エンジン Webサイトが、新規ブラウザウィンドウに開

きます。 

6.5.7.4 検索クエリ 

Webサイトカスタマーが Webサイトを見つけるために使用したインターネット検索エンジンサ

ービスの検索クエリを、人気順に表示します。 

6.5.7.5 検索ワード 

Webサイトカスタマーが Webサイトを見つけるために使用したインターネット検索エンジンサ

ービスの検索ワードを、人気順に表示します。 

6.5.8 方法 

以下の売上レポートは、Webサイトカスタマーがどのように Webサイトを使用しているかにつ

いて、様々なデータを表示します。 

6.5.8.1 入口 

Webサイトカスタマーが最初に訪問したページに関するデータを、人気順に表示します。 

この入口となるページは、Webサイトカスタマーがブラウザウに直接入力したページや、ブッ

クマークしているページとなります。もしくは、他の Webサイトやインターネット検索エンジ

ンサービスから訪れたページです。 
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7 データベース追加モジュール 

HeartCore Webコンテンツ管理システムの全てのコンテンツはデータベースに格納されますが、

データベース追加モジュールを使用すると、一般的な Webサイトコンテンツページとして表

示、管理するには適さない構造化されたコンテンツ用に、追加の特殊コンテンツデータベース

を作成することができます。 

異なるデータのタイプ用に、いくつもの特殊コンテンツデータベースを定義し、データベース

内のコンテンツにいくつもの属性／フィールドを定義することができます。特殊コンテンツ

は、その他のコンテンツ項目（ページ、イメージ、ファイルなど）への参照をはじめ、簡易テ

キスト、HTMLテキスト、数字、日付、選択オプション、ラジオボタン、チェックボックス、

ユーザ名やＥメールアドレスなど様々なタイプのデータを保持することができます。 

特殊コンテンツデータベースを使用して、Webサイト訪問者はデータベース内のコンテンツを

閲覧、検索することができます。コンテンツデータベースの各個別の属性／フィールドを検索

することが可能です。特殊コンテンツデータベースがどのように検索、表示されるかは、

HeartCore Webコンテンツ管理システムの一般的なコンテンツ管理機能や、いくつかのシンプル

な特殊コードを使って、自由にカスタマイズ可能です。 

特殊コンテンツデータベースは、Webサイト訪問者からデータを収集する際にも使用できま

す。Webページフォームを作成し、ここから送信されるデータを特殊コンテンツデータベース

へ格納し、特殊コンテンツデータベース管理者に通知Ｅメールを送信することができます。 

7.1 コンテンツデータベース管理 

特殊コンテンツデータベースを管理するには、HeartCore Webコンテンツ管理システムのコンテ

ンツデータベース管理セクションを使用します。あらゆる管理 Webページにあるツールバーの

「コンテンツデータベース」リンクから、コンテンツデータベース管理セクションにアクセス

できます。 

 

コンテンツデータベース管理セクションのメインページでは、左メニューから特殊コンテンツ

データベースを管理することができます。各コンテンツデータベースに対し、データベースの

データを管理するためのメニュー項目が表示されます。 

 

 

7.1.1 インデックス 

左メニュー「コンテンツ」配下のコンテンツデータベースの中から、いずれかのデータベース

を選択すると、そのデータベースの管理インデックスページが表示されます。データベース管

理インデックスページでは、選択したデータベースにある全てのデータレコードが一覧表示さ

れます。デフォルトでは、データレコードは、データベースの１番目のテキスト属性／フィー

ルドでアルファベット順に表示され、以下のセクションで説明する各データ項目へのリンクが
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付いています。設定によっては、1番目のテキスト属性／フィールドではなく別の属性／フィー

ルドが、この管理インデックスページに表示されます。 

 

7.1.2 管理（統合） 

デフォルトでは、管理一覧ページにてデータ項目の「タイトル」リンクを選択すると、そのデ

ータ項目の新規追加／詳細表示／更新／削除を行う統合管理ページへアクセスすることができ

ます。任意で、Webサイト全体の設定および個別ユーザアカウントの管理者機能設定に応じ

て、「新規追加」「詳細表示」「更新」「削除」管理ページをそれぞれ単独で使用することも

可能です。以下のセクションにて説明します。 

この統合管理ページでは、データ項目の更新に加え、ユーザのコピー追加や、削除、あるいは

単なる閲覧が可能です。 

各タブの右上部にある「X」アイコンを選択すると、未保存の変更は破棄され、統合管理ページ

を閉じて管理一覧ページへと戻ります。 

 

尚、保存を行う前に、HeartCore Webコンテンツ管理システム内やブラウザにて他のページを開

いたり、ブラウザを閉じたりすると、データ項目は更新されず編集したデータ項目の詳細は失

われますのでご注意ください。 

データ項目に対するアクセス権限に応じて、「保存」「新規追加」「削除」ボタンが表示され

ます。 

 保存 

入力したデータ項目詳細が Webコンテンツ管理システムに保存され、統合管理ページが閉

じられます。そして管理一覧ページへと戻ります。 

 

 新規追加 

入力したデータ項目詳細を新規データ項目として保存します（選択した元のデータ項目は

変更されません）。統合管理ページは閉じられ、管理一覧ページへ戻ります。 

 

 削除 

データ項目を Webコンテンツ管理システムから削除します。統合管理ページは閉じられ、

管理一覧ページへ戻ります。 
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7.1.3 詳細表示 

詳細表示リンクは、データベースに定義されているように、データ項目を表示します。 

 

7.1.4 更新 

更新リンクは、データベースで定義されているように、データ項目属性／フィールドを編集す

るためにアクセスします。データベースのデータを更新するには、保存を選択します。 

 

7.1.5 削除 

削除リンクは、データ項目を表示し、削除の確認画面へアクセスします。 
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7.1.6 追加 

最後に、インデックスには新規データ項目追加のためのアクセスが含まれます。 

 

データ項目一覧の右上に、新規「追加」ボタンが表示されます。これにより、新規データ項目

が作成できます。 
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7.1.7 ハイパーリンクの挿入 

特殊コンテンツデータベースは、Webコンテンツ管理システムを通して、ウェブサイト管理者

が単に管理の目的で使用することもあります。しかし、通常は、特殊コンテンツデータベース

は、Webサイトのコンテンツとして使われます。 

特殊コンテンツデータベースのデータを検索、表示させるための特別なページを作成すること

ができます。Webサイト訪問者からデータを収集し、そのデータを特殊コンテンツデータベー

スに送信するための、特殊 Webサイトフォームを作成することもできます。最後に、特殊コン

テンツデータベースのデータは、Webサイトコンテンツや商品ページで使用することもできま

す。例えば、一般的な Webコンテンツ管理システムの基本的なコンテンツ/商品属性への付加情

報として使用できます。詳しくは、「ウェブサイト開発者ガイド」をご参照下さい。 

特定のコンテンツデータベースデータを表示する際に、リンクを追加したい場合も出てくるか

もしれません。Webエディタの「ハイパーリンクの挿入」を選択し、通常のハイパーリンク挿

入ページにて、手動でコンテンツデータベースデータのアドレスを入力します。 

 アドレス： 

/data.aspx?database=DATABASENAME&id=ID 

/data.jsp?database=DATABASENAME&id=ID 

/data.php?database=DATABASENAME&id=ID 

 

"DATABASENAME" には、特殊コンテンツデータベースの正確な名前を指定し、“ID” は表示す

るデータ項目の id（特殊コンテンツデータベースのコンテンツデータベース管理インデックス

ページに表示されています）を指定します。 

 

特殊コンテンツデータベースのデータ項目は、特殊コンテンツデータベースに設定された“デ

フォルトデータ閲覧ページ”を使用して表示されます。 

 

7.1.8 エクスポート 

左メニュー「エクスポート」の下にある各メニューの中から、特殊コンテンツデータベースを

ひとつ選択し、選択したデータベースからローカルコンピュータへデータファイルをエクスポ

ートします。エクスポートされるデータのタイプやフォーマットを確認できるよう、データベ
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ース設定の詳細が表示されます。データファイルをエクスポートしダウンロードするには、

「エクスポート」を選択します。 

 

エクスポートされたデータファイルは、テキストエディタやスプレッドシートアプリケーショ

ンを使って開き、編集することができます。または、エクスポートされたデータファイルは、

他のデータベースやその他のアプリケーションにインポートすることもできます。 

 

7.1.9 インポート 

左メニュー「インポート」の下にある各メニューの中から特殊コンテンツデータベースをひと

つ選択し、データファイルをローカルコンピュータから、選択したデータベースへインポート

します。インポートされるデータのタイプやフォーマットを確認できるよう、データベース設

定の詳細が表示されます。データファイルをアップロードしインポートするには、ローカルコ

ンピュータからファイルを選択し、「インポート」を選択します。 

デフォルトでは、インポートされたデータは、データベースの既存データに加えて追加されま

す。データベースから既存データを全て削除し、インポートファイルのデータと置き換えるに

は、「データの削除」チェックボックスを選択します。 

インポートされるデータファイルは、エクスポートされたデータファイルと全く同じフォーマ

ットでなければいけません、そうでないと、データベースにインポートされたデータに異常が

出る可能性があります。データベース設定に変更が行われた場合、以前にエクスポートされた

データは、正常にインポートされない可能性があります。 

※インポート時の注意事項としては、 

「空白」のデータをインポートした際はフィールド値に「ＥＯＬ」と登録されてしまいます。 

また、数字フィールドの値に数字以外のデータをインポートすると「０」が登録されます。 
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8 統計追加モジュール 

統計追加モジュールを使用すると、ウェブサイト管理者は、訪問者がどのように Webサイトを

利用しているか、アクセス解析を見ることが可能になります。これにより、ユーザやカスタマ

ーの興味、また今後どのように Webサイトを良くしていくかといった、Webサイトに改善に役

立つ貴重な情報を得ることができます。 

アクセス統計はリアルタイムで収集されレポートされるので、データは常に最新のものです。

今現在 Webサイトを使用しているユーザを確認したり、過去のデータを見ることができます。 

アクセス解析データには、様々なデータが含まれています。 

－ サイト訪問者が、Webサイト上のどのコンテンツにアクセスしたか － ダウンロードされた

ファイル、閲覧された Webページや画像。 

－ サイト訪問者が、いつ Webサイトを訪れているか － 何日の何時に、どの週に、どの月に、

どの年に。 

－ サイト訪問者の特徴 － どの国から訪れているのか、どの Webブラウザやオペレーティング

システムを使用しているのか。 

－ サイト訪問者は、なぜこの Webサイトを訪れたのか － サイト訪問者が使用した検索エンジ

ンや照会元の Webサイト。 

－ サイト訪問者は、どのように Webサイトを使用しているか － １回の訪問やひとつの Webペ

ージで費やす時間、開始ページ・終了ページ、ページからページ（あるいはイメージ、ファ

イル）への経路。サイト訪問者の平均データ、共通するデータ、個別データ。 

8.1 アクセス解析 

Webコンテンツ管理システムの全ての管理 Webページに表示されている「解析」セクションか

ら、アクセス解析レポートを閲覧することができます。 

Webアクセス解析管理メインページには、Webコンテンツ管理システムの設定に応じて、アク

セス解析レポートが表示されます。デフォルトでは、本日・今週・今月のサマリーレポートが

表示されます。 

個別のアクセス解析ページはすべて、以下の各セクションで説明するように、それぞれ左メニ

ューから使用可能です。 
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8.1.1 概要 

殆どのアクセス解析レポートは、このセクションで説明するのと同じ構造を持ち、類似したデ

ータを含んでいます。 

8.1.1.1 全てまたは上位データ 

殆どのアクセス解析レポートは、人気度でランク付けされたデータを表示します。最も人気の

あるデータが初めに表示されます。デフォルトでは、全てのデータが表示されますが、アクセ

ス解析レポートがとても大きくなることがあるので、最も人気のあるデータのみ表示させるこ

とも可能です。 

全てのアクセス解析レポートページの上部にて、「すべて」または「トップ 10 / 25 / 50 / 100 / 

250 / 500 / 1000」 のデータを表示するよう選択することができます。表示したいデータの量を

選択し、次に「リフレッシュ」ボタンを選択します。この選択設定は Webコンテンツ管理シス

テムに記憶され、次回以降アクセス解析レポートを閲覧する際にも使用されます。この選択設

定はいつでも変更することができます。 

全てのアクセス解析レポートが人気でランク付けされたデータを表示するわけではない点に注

意してください。いくつかのアクセス解析レポートに関しては、この選択設定は表示データに

反映されません。 
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8.1.1.2 期間 

全てのアクセス解析レポートは、特定の期間のものです。デフォルトでは、期間は今（過去 30

分）で、現在／直近のアクティブなサイト訪問者に関するデータのみ表示します。より長い／

古い期間のデータを閲覧することも可能です。 

アクセス解析レポートページの上部にて、アクセス解析で使用される期間を選択することがで

きます。 

 今 （過去 30分） 

 本日 －  午前 0 時から 

 過去 24時間 – 今から遡って 

 昨日 

 今週 – 月曜日から 

 過去 7 日 – 今日から遡って 

 先週 – 月曜日から日曜日 

 過去 14日 – 今日から遡って 

 今月 – 月の第１日から 

 過去 30 日 – 今日から遡って 

 先月 – 月の１日目から最終日まで (1.－28./29./30./31.) 

 今四半期 – 四半期の第 1日から 

(1月 1日 / 4月 1日 / 7月 1日 / 10月 1日.) 

 過去 3ヶ月 – 今日から遡って 

 先四半期 – 四半期の第 1日から最終日まで (1月 1日 – 3月 31日 / 4月 1日 – 6月 30日 / 7

月 1日 – 9月 30日 / 10月 1日 – 12月 31日) 

 今半年 – 半年の第 1日から (1月 1日 / 7月 1日) 

 過去 6 ヶ月 – 今日から遡って 

 先半年 – 半年の第 1日から最終日まで 

(1月 1日 – 6月 30日 / 7月 1日 – 12月 31日) 

 今年 – 年の第 1日から 

 過去 12 ヶ月 – 今日から遡って 

 昨年 – 1年の第 1日から最終日まで (1月 1日 – 12月 31日) 

 

定義済みオプションの隣にある日時入力フィールドとセレクタを使って、他のいかなる期間開

始日時と終了日時を選択／入力することも可能です。 
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8.1.1.3 ホスト 

アクセス解析レポートの殆どは、ホストに関するデータを表示します。ホストは、ドメイン名

や IP番号のインターネットアドレスから識別します。 

8.1.1.4 ビジター 

アクセス解析レポートの殆どは、ビジターに関するデータを表示します。ビジターは、ブラウ

ザのクッキーによって識別します。クッキーは、すべての新規訪問者に割り当てられます。 

ビジターの値は、近似値ですのでご留意ください。各インターネットユーザを常に識別するの

は、必ずしも可能ではありません。 

 １人のユーザが、複数の異なるコンピュータを使用したり、異なるブラウザや匿名のブ

ラウザウィンドウを使用したり、もしくはブラウザのキャッシュをクリアしたりする

と、このユーザはそれぞれ別のユーザとしてレポートされる可能性があります。 

 複数の異なるユーザが、公共／共有のコンピュータを使用する場合、これらのユーザは

全て同一ユーザとしてレポートされる可能性があります。 

旧バージョンの Webコンテンツ管理システムで収集したデータは、ビジターをホストとしてカ

ウントしています。よって、過去の期間のアクセス解析データが、ビジターの数をゼロと表示

する場合は、代わりにホストの数を参照してください。 

8.1.1.5 訪問（アクセス） 

殆どのアクセス解析レポートは、訪問数に関するデータを含みます。訪問は、Webサーバが各

新規ビジターに対して発行する“セッション ID”で識別されます。こうしたセッション ID

は、Webサーバで設定された一定の非アクティブ時間が経過すると、期限切れになります。 

訪問数は、近似値ですのでご留意ください。各インターネットユーザや Webサイトへの訪問を

識別するのは常に可能なわけではありません。 

 インターネットユーザが複数のブラウザやブラウザウィンドウを開いた場合、それぞれ

が個別の訪問としてレポートされることがあります。（これは、Webサーバがセッショ

ン IDをどのように発行し追跡するか、またはインターネットユーザのブラウザがセッ

ション IDを共有するかしないか、に依存します。） 
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 インターネットユーザがブラウザの“クッキー”を削除した場合、新規セッションが開

始される可能性があります。（Webサーバがどのようにセッション IDを発行し追跡す

るかに依存します。） 

 インターネットユーザがブラウザの“クッキー”を無効にした場合、このインターネッ

トユーザの各リクエストがそれぞれ異なるセッションとしてレポートされる可能性があ

ります。（Webサーバがどのようにセッション IDを発行し追跡するかに依存しま

す。） 

 複数のインターネットユーザが公共の／共有のコンピュータを使用した場合、これらの

インターネットユーザをまとめて 1度の訪問としてレポートされる可能性があります。 

8.1.1.6 ページ 

殆どのアクセス解析レポートは、閲覧されたページ数のデータを含みます。ページとは、サイ

ト訪問者により開かれた Webページです。 

閲覧ページ数は、近似値ですのでご留意ください。各インターネットユーザが閲覧した全ての

ページを識別するのは常に可能なわけではありません。 

 インターネットユーザのブラウザが Webページを“キャッシュ”する場合、アクセス

解析は、このインターネットユーザが初めて Webページを閲覧した時のみレポートす

る可能性があります。 

 インターネットユーザが企業またはインターネットサービスプロバイダの“キャッシン

グプロキシサーバ”を使用している場合、アクセス解析は、この企業やインターネット

プロバイダから初めて Webページが閲覧された時のみレポートする可能性がありま

す。 

8.1.1.7 ヒット 

殆どのアクセス解析レポートは、ヒット数のデータを含みます。ヒットとは、Webページ、イ

メージ、ファイル、リンク、スタイルシートなどのコンテンツ項目への個別の Webサーバリク

エストです。 

サイト訪問者が各ページを閲覧すると、1つまたはそれ以上のヒットとなります。Webページそ

のものに 1ヒット、加えて、その Webページ上の各イメージに 1ヒットずつです。 

ヒット数は、近似値ですのでご留意ください。各インターネットユーザの全てのヒット（閲覧

されたページやイメージなど）を識別するのは常に可能なわけではありません。 

 インターネットユーザのブラウザが Webページを“キャッシュ”する場合、アクセス

解析は、このインターネットユーザが初めて Webページやイメージなどを閲覧した時

のみレポートする可能性があります。 

 インターネットユーザが企業またはインターネットサービスプロバイダの“キャッシン

グプロキシサーバ”を使用している場合、アクセス解析は、この企業やインターネット

プロバイダから初めて Webページやイメージなどが閲覧された時のみレポートする可

能性があります。 
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8.1.2 コンテンツ／メディア／Eコマース管理 

Webサイトコンテンツ、メディアライブラリ、Eコマース商品の管理ページにある「アクセス

解析」タブから、そのコンテンツ項目や商品に対するアクセス解析データを確認することがで

きます。使用可能なオプションとデータについての詳細は、後述の各セクションをご参照くだ

さい。 

「アクセス解析」タブにあるリンクを選択すると、より詳細なデータが確認できますが、コン

テンツ／メディア／商品管理ページは閉じられ、未保存の変更は失われますのでご注意くださ

い。 

 

 

8.1.3 個別にカスタマイズした複合レポート 

個々のアクセス解析レポートを組み合わせたカスタムアクセス解析レポートを、Webサイト全

体および各ウェブサイト管理者に対し定義することができます。Webサイト全体およびユーザ

アカウント管理者機能設定に定義されたこれらのアクセスレポートは、左メニューとして

「Webアクセス レポート」の下に表示されます。 
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8.1.4 サマリー 

Webサイトの全体的なサマリーデータを表示します。 

 ビジター、訪問（アクセス）、ページビュー、ヒットの総計 

 訪問（アクセス）、ページビュー、ヒットのビジターごとの平均 

 ページビュー、ヒットの訪問（アクセス）ごとの平均 

 訪問（アクセス）、ページビューの平均継続時間 

8.1.5 目的 

以下のアクセス解析レポートは、サイト訪問者が Webサイトのどのコンテンツにアクセスして

いるかについて様々なデータを表示します。 

8.1.5.1 Webサイト／ドメイン 

Webサイトにアクセスする際に、サイト訪問者がどの Webサイトドメインインターネットアド

レスを使用しているかを表示します。各 Webサイトアドレスに対するビジター数、訪問（アク

セス）数、ページビュー数、ヒット数を、人気のある順に表示します。 

Webサイトへと導くアライアス Webサイトアドレス（インターネットメイン名やサブドメイン

名、IP番号など）をいくつも使用している場合もあります。各 Webサイトアドレスのデータが

表示されます。 

複数の Webサイトや Webサイトのセクションへ Webコンテンツ管理システムのマイクロ－

Webサイト機能を使用している場合もあります。各マイクロ－Webサイトアドレスのデータが

表示されます。 

8.1.5.2 Webサイトコンテンツ 

Webサイトの各コンテンツ項目（ページやスタイルシート）に関するデータを、人気のある順

に表示します。 

コンテンツ項目を新規ブラウザで開くには、「閲覧」を選択します。 
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コンテンツ項目の詳細情報を閲覧するには、コンテンツ項目名を選択します。詳しくは、

8.1.5.2.1.3ページ及び 8.1.5.2.8.1各スタイルシートをご参照ください。 

8.1.5.2.1 ページ 

各ページコンテンツ項目に関するデータを、人気のある順に表示します。 

ページを新規ブラウザで開くには、「閲覧」を選択します。 

ページの詳細情報を閲覧するには、ページタイトルを選択します。詳しくは、8.1.5.2.1.3ページ 

をご参照ください。 

8.1.5.2.1.1 グループ 

各ページグループに関するデータを、人気のある順に表示します。 

8.1.5.2.1.1.1 各グループ 

選択されたページグループの各ページに関するデータを、人気のある順に表示します。 

8.1.5.2.1.2 タイプ 

各ページタイプに関するデータを、人気のある順に表示します。 

8.1.5.2.1.2.1 各タイプ 

選択されたページタイプの各ページに関するデータを、人気のある順に表示します。 

8.1.5.2.1.3 ページ 

個別ページに関する詳細データを表示します。そのページがアクセスされた際のユーザ名（も

しあれば）、ビジター、訪問、日付／時間が表示されます。 

ホストの詳細を閲覧するには、ホストアドレスを選択します。 

ビジターの詳細を閲覧するには、ビジターのアドレスを選択します。 

訪問の詳細を閲覧するには、訪問の日付／時間を選択します。詳しくは 8.1.9.5.1訪問をご参照

ください。 

さらに、サイト訪問者がこのページの直前と直後に閲覧したページが表示されます。 

このページに関する詳細を閲覧するには、ページタイトルを選択します。 

最後に、このページにリンクするリファラーWebサイトと Webページが表示されます。 

Webサイトや Webページを新規ブラウザウィンドウに表示するには、リファラーWebサイトア

ドレスまたは Webページアドレスを選択します。 

8.1.5.2.2 コンタクト 

サイト訪問者が送信した各コンタクトフォームＥメールに関するデータを表示します。 

コンタクトフォームＥメールの詳細を見るには、コンタクトフォームＥメールの件名を選択し

ます。 

8.1.5.2.3 ポスト 

コミュニティ追加モジュールのみ 
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サイト訪問者が Webサイトでポストした各投稿に関するデータを表示します。 

このコンテンツ項目の詳細を閲覧するには、投稿タイトルを選択します。 

8.1.5.2.4 ログイン 

Webサイトの各ログイン（またはログインの試み）に関するデータを表示します。 

ログインユーザについての詳細は、8.1.7.8ユーザをご参照ください。 

8.1.5.2.5 ログアウト 

Webサイトからの明確な各ログアウトに関するデータを表示します。 

ログインユーザについての詳細は、8.1.7.8ユーザをご参照ください。 

8.1.5.2.6 登録 

Webサイトの各ユーザ登録に関するデータを表示します。 

ログインユーザについての詳細は、8.1.7.8ユーザをご参照ください。 

8.1.5.2.7 登録解除 

Webサイトからの各ユーザ登録解除に関するデータを表示します。 

ログインユーザについての詳細は、8.1.7.8ユーザをご参照ください。 

8.1.5.2.8 スタイルシート 

各スタイルシートコンテンツ項目に関するデータを、人気のある順に表示します。 

スタイルシートの詳細を閲覧するには、スタイルシートタイトルを選択します。詳しくは

8.1.5.2.8.1各スタイルシートをご参照ください。 

8.1.5.2.8.1 各スタイルシート 

各スタイルシートに関する詳細データを表示します。そのスタイルシートがアクセスされた毎

のユーザ名（もしあれば）、ビジター、訪問、日付／時間が表示されます。 

ホストの詳細を閲覧するには、ホストアドレスを選択します。 

ビジターの詳細を閲覧するには、ビジターのアドレスを選択します。 

訪問の詳細を閲覧するには、訪問日付／時間を選択します。詳しくは、8.1.9.5.1訪問をご参照く

ださい。 

さらに、このスタイルシートを使用するページが表示されます。 

そのページに関する詳細を閲覧するには、ページタイトルを選択します。 

最後に、このスタイルシートを使用する、もしくはリンクするリファラーWebサイトや Webペ

ージが表示されます。 

Webサイトや Webページを新規ブラウザウィンドウに表示するには、リファラーWebサイトア

ドレスや Webページアドレスを選択します。 
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8.1.5.2.9 スクリプト 

各スクリプトコンテンツに関するデータを人気順に表示します。スクリプトに関する詳細を閲

覧するためには、スクリプトタイトルを選択して下さい。詳しくは、8.1.5.2.9.1スクリプトを参

照して下さい。 

8.1.5.2.9.1 スクリプト 

各スクリプトの詳細なデータを表示します。ユーザー名（もしあれば）、ビジター、訪問、日

付／時間が、スクリプトがアクセスされた度に表示されます。 

ホストの詳細を閲覧するには、ホストアドレスを選択します。 

ビジターの詳細を閲覧するには、ビジターのアドレスを選択します。 

訪問の詳細を閲覧するには、訪問日付／時間を選択します。詳しくは、8.1.9.5.1訪問を参照くだ

さい。 

さらに、このスクリプトを使用するページが表示されます。 

このページに関する詳細を閲覧するには、ページ名を選択します。 

最後に、このスクリプトにリンクされたリファラーWebサイトや Webページが表示されます。 

Webサイトや Webページを新規ブラウザウィンドウに表示するには、リファラーWebサイトア

ドレスや Webページアドレスを選択します。 

8.1.5.3 メディアライブラリ 

各メディアライブラリコンテンツ項目（イメージ、ファイル、リンク）に関するデータを、人

気のある順に表示します。 

コンテンツ項目を新規 Webブラウザウィンドウで開くには、「閲覧」を選択します。 

コンテンツ項目の詳細を閲覧するには、コンテンツ項目タイトルを選択します。詳しくは、

8.1.5.3.1.3イメージ、8.1.5.3.2.3ファイル  及び 8.1.5.3.3.3リンクをご参照ください。 

8.1.5.3.1 イメージ 

各イメージコンテンツ項目に関するデータを、人気のある順に表示します。 

イメージを新規 Webブラウザウィンドウで開くには、「閲覧」を選択します。 

このイメージについての詳細を閲覧するには、イメージタイトルを選択します。詳細は 

8.1.5.3.1.3イメージをご参照ください。 

8.1.5.3.1.1 グループ 

各イメージグループに関するデータを、人気のある順に表示します。 

8.1.5.3.1.1.1 各グループ 

選択されたイメージグループの各イメージに関するデータを、人気のある順に表示します。 

8.1.5.3.1.2 タイプ 

各イメージタイプに関するデータを、人気のある順に表示します。 
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8.1.5.3.1.2.1 各タイプ 

選択されたイメージタイプの各イメージに関するデータを、人気のある順に表示します。 

8.1.5.3.1.3 イメージ 

個々のイメージに関する詳細データを表示します。イメージがアクセスされた毎のユーザ名

（もしあれば）、ビジター、訪問、日付／時間が表示されます。 

ホストの詳細を閲覧するには、ホストアドレスを選択します。 

ビジターに関する詳細を閲覧するには、ビジターアドレスを選択します。 

訪問の詳細を閲覧するには、訪問日付／時間を選択します。詳しくは、8.1.9.5.1訪問をご参照く

ださい。 

さらに、このイメージを含む、あるいはリンクするページが表示されます。 

そのページに関する詳細を閲覧するには、ページタイトルを選択します。 

最後に、このイメージを含む、あるいはリンクするリファラーWebサイトや Webページが表示

されます。 

Webサイトや Webページを新規ブラウザウィンドウに表示するには、リファラーWebサイトア

ドレスや Webページアドレスを選択します。 

8.1.5.3.2 ファイル 

各ファイルコンテンツ項目に関するデータを、人気のある順に表示します。 

新規 Webブラウザにファイルを開くには、「閲覧」を選択します。 

ファイルについての詳細を閲覧するには、ファイルタイトルを選択します。詳しくは、

8.1.5.3.2.3ファイル  をご参照ください。 

8.1.5.3.2.1 グループ 

各ファイルグループに関するデータを、人気のある順に表示します。 

8.1.5.3.2.1.1 各グループ 

選択されたファイルグループの各ファイルに関するデータを、人気のある順に表示します。 

8.1.5.3.2.2 タイプ 

各ファイルタイプに関するデータを、人気のある順に表示します。 

8.1.5.3.2.2.1 各タイプ 

選択されたファイルタイプの各ファイルに関するデータを、人気のある順に表示します。 

8.1.5.3.2.3 ファイル 

個々のファイルに関する詳細データを表示します。ファイルがアクセスされた毎のユーザ名

（もしあれば）、ビジター、訪問、日付／時間が表示されます。 

ホストの詳細を閲覧するには、ホストアドレスを選択します。 

ビジターに関する詳細を閲覧するには、ビジターアドレスを選択します。 
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訪問の詳細を閲覧するには、訪問日付／時間を選択します。詳しくは、8.1.9.5.1訪問をご参照く

ださい。 

さらに、このファイルを含む、あるいはリンクするページが表示されます。 

そのページに関する詳細を閲覧するには、ページタイトルを選択します。 

最後に、このファイルを含む、あるいはリンクするリファラーWebサイトや Webページが表示

されます。 

Webサイトや Webページを新規ブラウザウィンドウに表示するには、リファラーWebサイトア

ドレスや Webページアドレスを選択します。 

8.1.5.3.3 リンク 

各リンクコンテンツ項目に関するデータを、人気のある順に表示します。 

新規 Webブラウザにリンクを開くには、「閲覧」を選択します。 

リンクに関する詳細を閲覧するには、リンク名タイトルを選択します。詳しくは 8.1.5.3.3.3リン

クをご参照ください。 

8.1.5.3.3.1 グループ 

各リンクグループに関するデータを、人気のある順に表示します。 

8.1.5.3.3.1.1 各グループ 

選択されたリンクグループの各リンクに関するデータを、人気のある順に表示します。 

8.1.5.3.3.2 タイプ 

各リンクタイプに関するデータを、人気のある順に表示します。 

8.1.5.3.3.2.1 各タイプ 

選択されたリンクタイプの各リンクに関するデータを、人気のある順に表示します。 

8.1.5.3.3.3 リンク 

個々のリンクに関する詳細データを表示します。リンクがアクセスされた毎のユーザ名（もし

あれば）、ビジター、訪問、日付／時間が表示されます。 

ホストの詳細を閲覧するには、ホストアドレスを選択します。 

ビジターに関する詳細を閲覧するには、ビジターアドレスを選択します。 

訪問の詳細を閲覧するには、訪問日付／時間を選択します。詳しくは、8.1.9.5.1訪問をご参照く

ださい。 

さらに、このリンクにリンクするページが表示されます。 

そのページに関する詳細を閲覧するには、ページタイトルを選択します。 

最後に、このリンクにリンクするリファラーWebサイトや Webページが表示されます。 

Webサイトや Webページを新規ブラウザウィンドウに表示するには、リファラーWebサイトア

ドレスや Webページアドレスを選択します。 
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8.1.5.4 Eコマース 

Ｅコマース追加モジュールのみ 

8.1.5.4.1 商品 

各商品コンテンツ項目に関するデータを、人気のある順に表示します。 

商品を新規 Webブラウザウィンドウで開くには、「閲覧」を選択します。 

商品の詳細を閲覧するには、商品タイトルを選択します。詳しくは 8.1.5.4.1.3商品をご参照くだ

さい。 

8.1.5.4.1.1 グループ 

各商品グループに関するデータを、人気のある順に表示します。 

8.1.5.4.1.1.1 各グループ 

選択された商品グループの各商品に関するデータを、人気のある順に表示します。 

8.1.5.4.1.2 タイプ 

各商品タイプに関するデータを、人気のある順に表示します。 

8.1.5.4.1.2.1 各タイプ 

選択された商品タイプの各商品に関するデータを、人気のある順に表示します。 

8.1.5.4.1.3 商品 

個々の商品に関する詳細データを表示します。 

ショップカートとコンバージョンデータは、商品ページが何回閲覧されたか、商品が何回ショ

ッピングカートに追加されたか、ショッピングカートが商品（数量は不問）を含んだ状態で何

回チェックアウトへ進んだか、商品（数量は不問）を含むショッピングカートが何回詳細確認

へ進んだか、商品（数量は不問）を含むショッピングカートが何回注文完了に達したか、を表

示します。 

商品がアクセスされた毎のユーザ名（もしあれば）、ビジター、訪問、日付／時間が表示され

ます。 

ホストの詳細を閲覧するには、ホストアドレスを選択します。 

ビジターに関する詳細を閲覧するには、ビジターアドレスを選択します。 

訪問の詳細を閲覧するには、訪問日付／時間を選択します。詳しくは、8.1.9.5.1訪問をご参照く

ださい。 

さらに、サイト訪問者がこのページの直前、直後に閲覧していたページが表示されます。 

そのページに関する詳細を閲覧するには、ページタイトルを選択します。 

最後に、この商品にリンクするリファラーWebサイトや Webページが表示されます。 

Webサイトや Webページを新規ブラウザウィンドウに表示するには、リファラーWebサイトア

ドレスや Webページアドレスを選択します。 
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8.1.5.4.2 ショップカート追加 

各商品コンテンツ項目がショッピングカートへ追加された回数を、人気順で表示します。 

商品を新規 Webブラウザウィンドウで開くには、「閲覧」を選択します。 

商品の詳細を閲覧するには、商品タイトルを選択します。詳しくは 8.1.5.4.1.3商品をご参照くだ

さい。 

8.1.5.4.2.1 グループ 

各商品グループの商品コンテンツ項目がショッピングカートへ追加された回数を、人気順で表

示します。 

8.1.5.4.2.1.1 各グループ 

選択した商品グループの各商品がショピングカートへ追加された回数を、人気順で表示しま

す。 

8.1.5.4.2.2 タイプ 

各商品タイプの商品コンテンツ項目がショッピングカートへ追加された回数を、人気順で表示

します。 

8.1.5.4.2.2.1 タイプ 

選択した商品タイプの商品がショッピングカートへ追加された回数を、人気順で表示します。 

8.1.5.4.2.3 商品 

個々の商品に対する詳細データを表示します。 

詳細は、8.1.5.4.1.3 商品をご参照ください。 

8.1.5.4.3 ショップカートチェックアウト 

商品コンテンツ項目を含むショッピングカートがチェックアウトへ進んだ回数を、人気順で表

示します。 

商品を新規 Webブラウザウィンドウで開くには、「閲覧」を選択します。 

商品の詳細を閲覧するには、商品タイトルを選択します。詳しくは 8.1.5.4.1.3商品をご参照くだ

さい。 

8.1.5.4.3.1 グループ 

各商品グループの商品コンテンツ項目を含むショッピングカートがチェックアウトへ進んだ回

数を、人気順で表示します。 

8.1.5.4.3.1.1 各グループ 

選択した商品グループの各商品を含むショピングカートがチェックアウトへ進んだ回数を、人

気順で表示します。 

8.1.5.4.3.2 タイプ 

各商品タイプの商品コンテンツ項目を含むショッピングカートがチェックアウトへ進んだ回数

を、人気順で表示します。 

8.1.5.4.3.2.1 各タイプ 

選択した商品タイプの各商品を含むショピングカートがチェックアウトへ進んだ回数を、人気

順で表示します。 
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8.1.5.4.3.3 商品 

個々の商品に対する詳細データを表示します。 

詳細は、8.1.5.4.1.3 商品をご参照ください。 

8.1.5.4.4 ショップカート確認 

商品コンテンツ項目を含むショッピングカートが、顧客情報とショッピングカート詳細の確認

へ進んだ回数を、人気順で表示します。 

商品を新規 Webブラウザウィンドウで開くには、「閲覧」を選択します。 

商品の詳細を閲覧するには、商品タイトルを選択します。詳しくは 8.1.5.4.1.3商品をご参照くだ

さい。 

8.1.5.4.4.1 グループ 

各商品グループの商品コンテンツ項目を含むショッピングカートが詳細確認へ進んだ回数を、

人気順で表示します。 

8.1.5.4.4.1.1 各グループ 

選択した商品グループの各商品を含むショピングカートが詳細確認へ進んだ回数を、人気順で

表示します。 

8.1.5.4.4.2 タイプ 

各商品タイプの商品コンテンツ項目を含むショッピングカートが詳細確認へ進んだ回数を、人

気順で表示します。 

8.1.5.4.4.2.1 各タイプ 

選択した商品タイプの各商品を含むショピングカートが詳細確認へ進んだ回数を、人気順で表

示します。 

8.1.5.4.4.3 商品 

個々の商品に対する詳細データを表示します。 

詳細は、8.1.5.4.1.3 商品をご参照ください。 

8.1.5.4.5 ショップカート完了 

商品コンテンツ項目を含むショッピングカートが注文完了へ進んだ回数を、人気順で表示しま

す。 

商品を新規 Webブラウザウィンドウで開くには、「閲覧」を選択します。 

商品の詳細を閲覧するには、商品タイトルを選択します。詳しくは 8.1.5.4.1.3商品をご参照くだ

さい。 

8.1.5.4.5.1 グループ 

各商品グループの商品コンテンツ項目を含むショッピングカートが注文完了へ進んだ回数を、

人気順で表示します。 

8.1.5.4.5.1.1 各グループ 

選択した商品グループの各商品を含むショピングカートが注文完了へ進んだ回数を、人気順で

表示します。 
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8.1.5.4.5.2 タイプ 

各商品タイプの商品コンテンツ項目を含むショッピングカートが注文完了へ進んだ回数を、人

気順で表示します。 

8.1.5.4.5.2.1 各タイプ 

選択した商品タイプの各商品を含むショピングカートが注文完了へ進んだ回数を、人気順で表

示します。 

8.1.5.4.5.3 商品 

個々の商品に対する詳細データを表示します。 

詳細は、8.1.5.4.1.3 商品をご参照ください。 

8.1.5.4.6 ショップカートコンバージョン 

ショップカートコンバージョンデータは、商品ページが何回閲覧されたか、商品が何回ショッ

ピングカートに追加されたか、ショッピングカートが商品（数量は不問）を含んだ状態で何回

チェックアウトへ進んだか、商品（数量は不問）を含むショッピングカートが何回詳細確認へ

進んだか、商品（数量は不問）を含むショッピングカートが何回注文完了に達したか、を表示

します。 

8.1.5.4.6.1.1 グループ 

選択した商品グループの商品に対するショップカートコンバージョンデータを表示します。 

8.1.5.4.6.1.2 Type 

選択した商品タイプの商品に対するショップカートコンバージョンデータを表示します。 

8.1.5.4.6.2 商品 

個々の商品に関するショップカートコンバージョンデータの詳細は、8.1.5.4.1.3商品をご参照く

ださい。 

8.1.5.5 コンテンツデータベース 

データベース追加モジュールのみ 

各特殊コンテンツデータベースに関するデータを、人気のある順に表示します。 

コンテンツデータベースの詳細を閲覧するには、コンテンツデータベースのタイトルを選択し

ます。 

8.1.5.5.1 コンテンツデータベース 

選択されたコンテンツデータベースの各データ項目に関するデータを、人気のある順に表示し

ます。 

新規 Webブラウザウィンドウにコンテンツデータベース項目を開くには、「閲覧」を選択しま

す。 

コンテンツデータベースの詳細を閲覧するには、コンテンツデータベース項目タイトルを選択

します。 

8.1.5.5.1.1 コンテンツデータベース項目 

個々のコンテンツデータベース項目の詳細データを表示します。コンテンツデータベース項目

がアクセスされた毎のユーザ名（もしあれば）、ビジター、訪問、日付／時間が表示されま

す。 
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ホストの詳細を閲覧するには、ホストアドレスを選択します。 

ビジターに関する詳細を閲覧するには、ビジターアドレスを選択します。 

訪問の詳細を閲覧するには、訪問日付／時間を選択します。詳しくは、8.1.9.5.1訪問をご参照く

ださい。 

8.1.6 日時 

以下のアクセス解析レポートは、サイト訪問者がいつ Webサイトを訪れているかについて様々

なデータを表示します。 

8.1.6.1 毎日 

選択された期間の毎日のデータを表示します。 

8.1.6.2 毎週 

選択された期間の毎週のデータを表示します。 

8.1.6.3 毎月 

選択された期間の毎月のデータを表示します。 

8.1.6.4 毎年 

選択された期間の毎年のデータを表示します。 

8.1.6.5 毎時 

選択された期間の毎時のデータを表示します。 

8.1.6.6 日／週 

週の毎日のデータを表示します。 

8.1.6.7 日／月 

月の毎日のデータを表示します。 

8.1.6.8 週／年 

年の毎週のデータを表示します。 

8.1.6.9 月／年 

年の毎月のデータを表示します。 

8.1.7 人 

以下のアクセス解析レポートは、サイト訪問者が誰かについての様々なデータを表示します。 

8.1.7.1 国 

サイト訪問者がどの国から訪れているかを、アクティビティ順に表示します。 

サイト訪問者の国は、近似であることに注意ください。各訪問者がどの国からアクセスしてい

るかを特定するのは、常に可能なわけではありません。国際的な.com、.org、.netなどのインタ

ーネットアドレスを使用する企業や組織、インターネットサービスプロバイダから訪問してい

るサイト訪問者もいます。 

8.1.7.2 ホスト 

各サイト訪問者のホストに関するデータを、アクティビティ順に表示します。 
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ホストの詳細を閲覧するには、ホストアドレスを選択します。 

8.1.7.2.1 ホスト詳細 

個々のホストに関する詳細データを表示します。各ビジターの Webサイト訪問に関して、ホス

トアドレス、ビジター、訪問、訪問期間が表示されます。 

ビジターに関する詳細を閲覧するには、ビジターアドレスを選択します。 

訪問の詳細を閲覧するには、訪問（アクセス）日付／時間を選択します。詳しくは、8.1.9.5.1訪

問をご参照ください。 

全ての訪問に関する詳細を閲覧するには、「すべてのアクセスを閲覧する」を選択します。詳

しくは、8.1.9.5.1訪問をご参照ください。 

8.1.7.3 ビジター 

各サイト訪問者（ビジター）に関するデータを、アクティビティ順に表示します。 

ビジターに関する詳細を閲覧するには、ビジターアドレスを選択します。 

8.1.7.3.1 ビジター詳細 

個々のビジターに関する詳細データを表示します。各ビジターの Webサイト訪問に関して、ビ

ジターのアドレス、訪問、訪問期間が表示されます。 

訪問の詳細を閲覧するには、訪問（アクセス）日付／時間を選択します。詳しくは、8.1.9.5.1訪

問をご参照ください。 

全ての訪問に関する詳細を閲覧するには、「すべてのアクセスを閲覧する」を選択します。詳

しくは、8.1.9.5.1訪問をご参照ください。 

8.1.7.4 ロボット 

ロボットによる Webサイトへの訪問に関するデータを、アクティビティ順に表示します。 

サイト訪問者の多くが自動化されたロボット（spidersや crawlers）の場合があります。例えば、

検索エンジンサービスなど、ロボットを使って Webサイトのインデックスを作成する場合で

す。 

8.1.7.5 オペレーティングシステム 

サイト訪問者が使用するオペレーティングシステムと、オペレーティングシステムのバージョ

ンに関するデータを、人気順に表示します。 

8.1.7.6 Webブラウザ 

サイト訪問者が使用する Webブラウザや、Webブラウザのバージョンに関するデータを、人気

順に表示します。 

8.1.7.7 デバイス 

サイト訪問者が使用する Webブラウザデバイスに関するデータを、人気順に表示します。 

8.1.7.8 ユーザ 

登録ユーザやログインユーザに関するデータを、アクティビティ順に表示します。 

ユーザに関する詳細を閲覧するには、ユーザ名を選択します。詳しくは 8.1.7.8.3ユーザ をご参

照ください。 
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8.1.7.8.1 グループ 

各ユーザグループに関するデータを、アクティビティ順に表示します。 

8.1.7.8.1.1 各グループ 

選択されたユーザグループの各ユーザに関するデータを、アクティビティ順に表示します。 

8.1.7.8.2 タイプ 

各ユーザタイプに関するデータを、アクティビティ順に表示します。 

8.1.7.8.2.1 各タイプ 

選択されたユーザタイプの各ユーザに関するデータを、アクティビティ順に表示します。 

8.1.7.8.3 ユーザ 

個々のログイン済み登録ユーザに関する詳細データを表示します。ユーザの各訪問に関して、

ビジターアドレス、訪問、訪問時間が表示されます。 

ホストの詳細を閲覧するには、ホストアドレスを選択します。 

ビジターに関する詳細を閲覧するには、ビジターアドレスを選択します。 

訪問の詳細を閲覧するには、訪問（アクセス）日付／時間を選択します。詳しくは、8.1.9.5.1訪

問を参照ください。 

8.1.8 理由 

以下のアクセス解析レポートは、サイト訪問者が、なぜ Webサイトを訪問しているかを表す

様々なデータを表示します。 

8.1.8.1 リファラー 

Webサイトにリンクしている参照元 Webサイトやページを、人気のある順に表示します。 

Webサイトや Webページを新規ブラウザウィンドウに表示するには、参照元 Webサイトアドレ

スや Webページアドレスを選択します。 

8.1.8.2 検索エンジン 

サイト訪問者が Webサイトを見つけるために使用したインターネット検索エンジンサービス

を、人気のある順に表示します。 

検索エンジン Webサイトを新規ブラウザウィンドウに表示するには、検索エンジン名を選択し

ます。 

8.1.8.3 検索項目 

サイト訪問者が、Webサイトを見つけるために使用したインターネット検索エンジンサービス

検索クエリを、人気のある順に表示します。 

8.1.8.4 検索語 

サイト訪問者が、Webサイトを見つける際にインターネット検索エンジンサービスで使用した

検索ワードに関するデータを、人気のある順に表示します。 

8.1.9 方法 

以下のアクセス解析レポートは、サイト訪問者がどのように Webサイトを使用しているかを表

す様々なデータを表示します。 
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8.1.9.1 エントリー 

サイト訪問者が、Webサイト上で 1番初めに訪れたページに関するデータを、人気のある順に

表示します。 

エントリページは、サイト訪問者が Webブラウザに直接入力したページや、Webブラウザにブ

ックマークされたページの場合があります。あるいは、他の Webサイトやインターネット検索

エンジンサービスがリンクしているページの場合もあります。 

ページの詳細を閲覧するには、ページタイトルを選択します。詳しくは 8.1.5.2.1.3 ページ をご

参照ください。 

8.1.9.2 パス 

サイト訪問者が、Webサイトのページからページへと遷移した経路関するデータを、人気のあ

る順に表示します。 

ページの詳細を閲覧するには、ページタイトルを選択します。詳しくは 8.1.5.2.1.3 ページ をご

参照ください。 

8.1.9.3 終了 

サイト訪問者が、Webサイトを去る前に、1番最後に訪問したページに関するデータを、人気の

ある順に表示します。 

ページの詳細を閲覧するには、ページタイトルを選択します。詳しくは 8.1.5.2.1.3 ページ をご

参照ください。 

8.1.9.4 期間 

サイト訪問者の訪問（アクセス）時間やページ閲覧時間に関するデータを表示します。 

8.1.9.5 訪問 

Webサイトへの各訪問に関するデータを、人気のある順に表示します。 

ビジターに関する詳細を閲覧するには、ビジターアドレスを選択します。 

訪問の詳細を閲覧するには、訪問（アクセス）日付／時間を選択します。詳しくは、8.1.9.5.1訪

問をご参照ください。 

8.1.9.5.1 訪問詳細 

個々の訪問または特定のビジターによる全ての訪問に関する詳細データを表示します。各ビジ

ターの Webサイトのヒット毎に、ビジターのアドレス、訪問、ユーザ名、時間が表示されま

す。 

ページタイトルは太字で表示され、ページに含まれるスタイルシートとイメージが続いて表示

されます。 

１人のビジターによる複数の訪問が表示される場合、各訪問に関するデータは、空白行で区切

られます。複数の訪問に関するデータは、各訪問間で前後が入れ替わりインターリーブされる

ことがあります。例えば、ビジターが Webサイトにアクセスする際、同時に複数の Webブラウ

ザや Webブラウザウィンドウを使用している場合です。 

ホストの詳細を閲覧するには、ホストアドレスを選択します。 

ビジターに関する詳細を閲覧するには、ビジターアドレスを選択します。 
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訪問の詳細を閲覧するには、訪問（アクセス）日付／時間を選択します。 

ページに関する詳細を閲覧するには、コンテンツ項目タイトルを選択します。 
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9 コラボレーション追加モジュール 

コラボレーション追加モジュールを使用すると、ウェブサイト管理者は、Webコンテンツ管理

システム内でコメント機能およびプロジェクト管理機能を利用できるようになります。 

9.1 コメント 

コメント機能は、ウェブサイト管理者が自身または他のウェブサイト管理者へのメモを投稿す

る目的で、Webコンテンツ管理システムの全ての管理ページにてご利用いただけます。 

ウェブサイト管理者は、Webコンテンツ管理システムの全ての管理ページにて、右側の「コメ

ント」パネルからコメントの閲覧と投稿ができます。全管理ページに対するコメントを、「パ

ーソナルワークスペース」に表示させることも可能です。 

コメントは、コンテンツ等の追加時、更新時、公開時、非公開時、削除時に自動で投稿される

よう設定することもできます。また、指定した一定期間が経過すると自動で削除されるよう設

定することも可能です。  

9.1.1 コメントパネル 

コメント機能が有効の場合、上部ツールバーメニュー、左メニュー、下部フッターのように、

非表示化やサイズ変更が可能なコメントパネルが、Webコンテンツ管理システムの全ての管理

ページの右側に表示されます。 

コメントパネルは、Webコンテンツ管理システムの設定に応じて、常に表示、常に非表

示、もしくは新規コメントがある場合のみ自動で表示されます。コメントパネルの左側に

ある灰色または赤色のコメントハンドルをクリックすることで、パネルを非表示にして他

の表示領域を広げることが可能です。パネルは、ハンドルをもう一度クリックすると再度

表示されます。ハンドルの色は、現在の管理ページにコメントが存在しない場合は灰色

で、現在の管理ページにコメントが存在する場合は赤色で表示されます。 

パネルは、ハンドルをクリックしたまま左右へドラッグすることでサイズを変更することも可

能で、例えばコメントのタイトルやテキストが長い場合に、右側のコメントメニューの表示領

域を広げることができます。 

コメントパネルの上部には、現在の管理ページに新規コメントを投稿するための入力フォーム

があります。新規コメントを現在の管理ページに投稿するには、タイトルやコンテンツにテキ

ストを入力します。任意で、「固定」チェックボックスを選択すると、新規コメントを非固定

コメントより上部に表示し、（非固定コメントが一定期間経過後に自動で削除されるよう設定

していても）自動で削除されないよう固定することが可能です。（詳細は「設定ガイド」をご

参照ください。）「コメントを投稿」ボタンを選択するとコメントが投稿され、即座にフォー

ムの下方に表示されます。 

コメントは投稿日時が新しい順に表示されます。まず全ての固定コメントが表示され、次に全

ての非固定コメントが表示されます。単一の管理ページに複数のコメントが存在する場合、表

示されているコメントの下に「さらに表示」ボタンが表示されることがあります。「さらに表

示」ボタンを選択すると、その管理ページに対するコメントがさらに表示されます。 

また、自身が投稿した各コメントの下に「コメントの削除」ボタンが表示されます。「コメン

トの削除」を選択すると、そのコメントが削除されます。（全体管理者には、「コメントの削
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除」ボタンが常に表示され、他のウェブサイト管理者が投稿したいかなるコメントも削除する

ことができます。） 

 

9.1.2 パーソナルワークスペースコメント 

Webコンテンツ管理システムの設定に応じて、Webコンテンツ管理システムの全管理ページに

投稿された全てもしくは最新のコメントを、「パーソナルワークスペース」管理ページにも表

示することができます。 

コメントの完全な詳細を閲覧もしくは管理するには、各コメントのタイトルを選択します。 

 

9.2 プロジェクト管理 

プロジェクト管理機能では、ウェブサイト管理者が自身または他のウェブサイト管理者との共

同作業用にプロジェクトを作成し、対応すべきプロジェクトタスクや対象のプロジェクトアセ

ットを登録することができます。 

ウェブサイト管理者は、「パーソナルワークスペース」からプロジェクトを作成し管理するこ

とができます。各プロジェクトに対し、プロジェクトタスクをいくつでも定義することが可能

で、またプロジェクトアセットとしてコンテンツ項目等を関連付けることで、それらのアセッ

トに容易にアクセスし管理することが可能となります。 

プロジェクトおよびプロジェクトタスクのカテゴリ、ステータス、優先度／緊急度、深刻度／

影響度のオプションは、要件に応じて全体およびプロジェクト毎に自由に設定することが可能

です。 
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9.2.1 パーソナルワークスペースプロジェクト 

プロジェクト管理機能が有効の場合、全てのウェブサイト管理者は自身の「パーソナルスペー

ス」管理ページにて、プロジェクトを作成、管理、および閲覧することができます。 

パーソナルワークスペース管理ページには、自身のプロジェクトおよびアサインされている他

のウェブサイト管理者のプロジェクトが表示されます。 

各プロジェクトには、プロジェクトのタイトル、カテゴリ、優先度／緊急度、深刻度／影響

度、そして現在のステータスが表示されます。プロジェクトの詳細を閲覧し管理するには、各

プロジェクトのタイトルを選択します。新規プロジェクトを追加するには、既存プロジェクト

の上部に表示される「プロジェクトの新規追加」を選択します。 

各プロジェクトには、そのプロジェクトに定義されたプロジェクトタスクも一覧表示され、設

定に応じて、各プロジェクトタスクのカテゴリ、優先度／緊急度、深刻度／影響度、そして現

在のステータス等が表示されます。プロジェクトタスクの詳細を閲覧し管理するには、各プロ

ジェクトタスクのタイトルを選択します。Webコンテンツ管理システムの設定に応じて、「新

規追加」カラム見出しとテキストリンクがプロジェクトタスクに表示されます。新規プロジェ

クトタスクを追加するには、「新規追加」カラム見出しを選択します。既存プロジェクトタス

クのコピーとして新規プロジェクトタスクを追加するには、各既存プロジェクトタスクの「新

規追加」テキストリンクを選択します。 

各プロジェクトには、そのプロジェクトに関連付けられた「プロジェクトアセット」もパーソ

ナルワークスペースにて一覧表示され、各コンテンツ項目等を容易に閲覧し管理することがで

きます。 

9.2.2 プロジェクトタイムライン 

プロジェクトやプロジェクトタスクに開始日と終了日が入力されている場合、タイムラインが

表示されます。 

 

9.2.3 プロジェクトとプロジェクトタスクアセット 

各プロジェクトに対し、関連するプロジェクトアセットとプロジェクトタスクアセットが、他

のコンテンツ項目等と同じように一覧表示され、それぞれのアセットを容易に閲覧し管理する

ことができます。 

プロジェクトアセットは、プロジェクトとプロジェクトタスクのどちらにも選択することが可

能です。設定に応じて、プロジェクトとプロジェクトタスクのアセットがプロジェクト単位で
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統合されて表示されるか、もしくは各プロジェクトと各プロジェクトタスクに対して個別でア

セットが表示されます。 

 

9.2.3.1 プロジェクトアセットの管理と設定 

コンテンツ、イメージ、ファイル、リンク、商品のグループとタイプ、コンテンツデータベー

ス、ユーザ、ユーザグループとタイプが、プロジェクトもしくはプロジェクトタスクのアセッ

トとして選択されている場合、それらのコンテンツや商品、データ、ユーザへ容易にアクセス

し閲覧や管理ができるよう、パーソナルワークスペースに一覧表示されます。表示されたコン

テンツ、商品、データベース、ユーザのいずれかのリンクを押下すると、選択されたコンテン

ツ、イメージ、ファイル、リンク、商品のグループやタイプ、またはデータベースの管理一覧

ページが開きます。 

「プロジェクトアセット設定アクセス制限」に権限のあるウェブサイト管理者には、コンテン

ツ、イメージ、ファイル、リンク、商品のグループとタイプ、コンテンツデータベース、ユー

ザ、ユーザグループとタイプのプロジェトアセットおよびプロジェクトタスクアセットに対

し、設定ページへも容易にアクセスできるようパーソナルワークスペースに一覧表示されま
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す。表示された「設定」リンクを押下すると、選択されたコンテンツ、イメージ、ファイル、

リンク、商品のグループやタイプ、またはデータベースの設定ページが開きます。 

重要：コンテンツ、イメージ、ファイル、リンク、商品のグループとタイプ、コンテンツデー

タベース、ユーザ、ユーザグループとタイプは、特定のプロジェクトやプロジェクトタスクで

のみ使用されるわけではなく、ウェブサイト全体で使用されている場合もあります。デフォル

トでは、全体管理者のみこれらの設定ページへのアクセス権を持っています。設定に不正な変

更を施すと、ウェブサイトのコンテンツや機能、セキュリティに重大な影響を与える可能性が

あります。 

 

9.2.4 プロジェクト管理 

プロジェクトは、全てのウェブサイト管理者が自身の「パーソナルワークスペース」管理ペー

ジから作成し管理することができます。各プロジェクトの管理に役立つよう、プロジェクト毎

にそれぞれ異なるデータを入力することが可能です。 

プロジェクト管理ページでは、「保存」ボタンを選択すると現在入力しているプロジェクトが

保存され、「新規追加」ボタンを選択すると新規プロジェクトが作成され、「削除」ボタンを

選択するとプロジェクトおよびそのプロジェクトの全プロジェクトタスクが削除されます。 
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9.2.4.1 変更履歴 

「変更履歴」には、プロジェクトの作成日時と作成者、最終更新日時と更新者が表示されま

す。 

 

9.2.4.2 プロジェクト詳細 

各プロジェクトには、様々な情報を入力することができます。入力が必須のプロジェクトタイ

トル以外は、全て任意の情報です。 

 プロジェクトタイトル 

プロジェクトのタイトルです。 

 

 説明 

プロジェクトの概要です。 

 

 カテゴリ 

カテゴリを選択してプロジェクトのカテゴリを分類することができます。設定に応じて、

様々な種類のカテゴリをプロジェクトに使用することが可能です。通常は、プロジェクト

の全体的な分類を目的に使用します。 

 

 ステータス 

プロジェクトのステータスを選択することができます。設定に応じて、様々な種類のステ

ータスオプションをプロジェクトに使用することが可能です。例：開始前、対応中、レビ

ュー待ち、問題発生、完了。 

 

 優先度／緊急度 

プロジェクトの優先度/緊急度を選択することができます。設定に応じて、様々な種類の優

先度／緊急度オプションをプロジェクトに使用することが可能です。例：なし、低、中、

高、緊急。 

 

 深刻度／影響度 

プロジェクトの深刻度/影響度を選択することができます。設定に応じて、様々な種類の深

刻度／影響度オプションをプロジェクトに使用することが可能です。例：なし、軽度、中

度、重度、広範囲。 

 

 所要時間 

予定される／期待されるプロジェクト所要時間を入力することができます。 

 

 開始日 

実際の／予定しているプロジェクト開始日を入力することができます。 
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 終了日 

実際の／予定しているプロジェクト終了日を入力することができます。 

 

 

9.2.4.3 プロジェクトアセット 

各プロジェクトに対し、コンテンツ項目、コンテンツ／イメージ／ファイル／リンク／商品グ

ループとタイプ、コンテンツデータベース、ユーザ、ユーザグループとタイプをプロジェクト

アセットとして選択することが可能で、パーソナルワークスペースのプロジェクトから、これ

らのコンテンツ項目へ直接アクセスすることで容易に閲覧し管理することができます。 

プロジェクトアセットは、各プロジェクトのタスクにも選択することができます。プロジェク
トとプロジェクトタスクに対するプロジェクトアセットは、統合されてパーソナルワークスペ
ースのプロジェクトに表示されます。または、各プロジェクトとプロジェクトタスク毎に個別
で表示されます。 
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9.2.4.4 プロジェクトユーザ 

デフォルトでは、プロジェクトは、作成したウェブサイト管理者のみがアクセスできるパーソ

ナルプロジェクトとして作成されます。任意で、他のウェブサイト管理者にも、プロジェクト

の閲覧、参加、管理といったアクセス権限を与えることが可能です。 

プロジェクトの追加時および更新時に、「プロジェクトユーザ」タブにてプロジェクトのアク

セス制限を設定することができます。プロジェクトのアクセス制限には、特定のユーザグルー

プやユーザタイプ、またはユーザを設定することが可能です。これらのアクセス制限によっ

て、どの管理者がこのプロジェクトを閲覧、参加、管理する権限を持つのか決定されますので

ご注意ください。 



. . . . . . .. . . 
 

HeartCore Web Content 
Management System 

 
Website Administrator Guide 

 
 
 
 

Page 214 of 222 

 プロジェクトとタスクの閲覧 

このプロジェクトの詳細とタスクを閲覧する権限を持つユーザを定義します。 

    

 タスクの新規追加 

このプロジェクトに新規プロジェクトタスクを追加する権限を持つユーザを定義します。 

 

 タスクの更新 

このプロジェクトのプロジェクトタスクを更新する権限を持つユーザを定義します。 

 

 タスクの削除 

このプロジェクトのプロジェクトタスクを削除する権限を持つユーザを定義します。 

 

 プロジェクト管理者（オーナー） 

上記すべてを含むこのプロジェクトの完全な管理権限を持つユーザを定義します。 

重要：「プロジェクト管理者」は、他の「閲覧」「新規追加」「更新」「削除」アクセス

制限に関係なく、プロジェクトのあらゆる操作が可能です。したがって、他のアクセス制

限が効力を持つためには、「プロジェクト管理者」を厳密に制限する必要があります。 

 

プロジェクトのアクセス制限は、特定のユーザグループやユーザタイプに設定することもでき

ます。 

 すべて（管理者） 

全てのウェブサイト管理者に、該当のプロジェクト管理機能を使用する権限を与えます。 

 

 作成者 

このプロジェクトを作成したウェブサイト管理者にのみ、該当のプロジェクト管理機能を

使用する権限を与えます。 

 

 特定のグループ／タイプ／ユーザ 

選択したユーザグループ／タイプのウェブサイト管理者もしくは特定のユーザにのみ、該

当のプロジェクト管理機能を使用する権限を与えます。 

 

ユーザグループとユーザタイプの両方に制限されている場合、ユーザがプロジェクトにアクセ

スするには、両方のアクセス制限を満たす必要があります。 
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9.2.4.5 プロジェクトタスク 

プロジェクトに対するタスクです。あらゆる種類のプロジェクトタスクをいくつでも追加する

ことができます。 

 プロジェクトにタスクを追加するには、「新規追加」ボタンを使用します。 

 各プロジェクトタスクを管理するには、「管理サイト」リンクを使用します。 

 

注意：プロジェクトを変更したら、プロジェクトタスクを追加もしくは管理する前にプロジェ
クトを保存してください。保存されていないプロジェクトの変更は、プロジェクトタスクを追
加もしくは管理する際に破棄されます。 

 

 

9.2.4.6 プロジェクト設定 

デフォルトでは、ウェブサイトのデフォルトプロジェクト設定が使用されます。任意で、各プ

ロジェクト向けにプロジェクト設定をカスタマイズすることができます。 
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 プロジェクトタスクカテゴリオプション 

カテゴリを選択してプロジェクトタスクのカテゴリを分類することができます。プロジェ

クトタスクで使用するカテゴリをいくつでも設定することが可能です。通常は、プロジェ

クトの全体的な分類を目的に使用します。 

 

 ステータスオプション 

各プロジェクトタスクのステータスを選択することができます。プロジェクトタスクで使

用するステータスオプションをいくつでも設定することが可能です。例：開始前、対応

中、レビュー待ち、問題発生、完了。 

 

 優先度／緊急度オプション 

各プロジェクトタスクの優先度／緊急度を選択することができます。プロジェクトタスク

で使用する優先度／緊急度オプションをいくつでも設定することが可能です。例：なし、

低、中、高、緊急。 

 

 深刻度／影響度オプション 

各プロジェクトタスクの深刻度／影響度を選択することができます。プロジェクトタスク

で使用する深刻度／影響度オプションをいくつでも設定することが可能です。例：なし、

軽度、中度、重度、広範囲。 

 

デフォルトでは、いくつかのプロジェクトタスクオプションがウェブサイトに対して事前定義

もしくは設定されています。任意で、各プロジェクトの要件や要望を満たすようカスタマイズ

することが可能です。設定したオプションは、プロジェクトのプロジェクトタスクに対するオ

プションとなります。設定したオプションを変更しても、既存のプロジェクトタスクに対する

オプションは変更されません。プロジェクト毎に、そのプロジェクトで使用するオプションを

カスタマイズすることが可能です。 

 テキスト 

プロジェクトタスクオプションで使用するテキストラベルを入力します。 

 

 背景色 

プロジェクトタスクオプションで使用する背景色を、クリックして選択します。 

注意：色は HTMLのカラーネーム（例：black）もしくはカラーコード（例：#000000）でな

ければなりません。 

 

 テキスト色（X） 

プロジェクトタスクオプションで使用するテキスト色を、クリックして選択します。 

注意：色は HTMLのカラーネーム（例：white）もしくはカラーコード（例：#FFFFFF）で

なければなりません。 

 

オプションを削除または追加するには、「削除」および「追加」ボタンを選択します。 
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9.2.5 プロジェクトタスク管理 

プロジェクトタスクは、ウェブサイト管理者が自身の「パーソナルワークスペース」管理ペー

ジおよびプロジェクト管理の「プロジェクトタスク」タブから作成し管理します。プロジェク

トの管理に役立つよう、プロジェクトタスク毎にそれぞれ異なるデータを入力することが可能

です。 

プロジェクトタスク管理ページでは、「保存」ボタンを選択すると現在入力しているプロジェ

クトタスクが保存され、「新規追加」ボタンを選択すると新規プロジェクトタスクが作成さ

れ、「削除」ボタンを選択するとプロジェクトタスクが削除されます。 

 

9.2.5.1 変更履歴 

「変更履歴」にはプロジェクトタスクの作成日時と作成者、最終更新日時と更新者が表示され

ます。 

 

9.2.5.2 プロジェクトタスク詳細 

各プロジェクトタスクには、様々な情報を入力することができます。入力が必須のプロジェク

トタスクタイトル以外は、全て任意の情報です。 

 プロジェクトタスクタイトル 

プロジェクトタスクのタイトルです。 

 



. . . . . . .. . . 
 

HeartCore Web Content 
Management System 

 
Website Administrator Guide 

 
 
 
 

Page 219 of 222 

 説明 

プロジェクトタスクの概要です。 

 

 カテゴリ 

カテゴリを選択してプロジェクトタスクのカテゴリを分類することができます。設定に応

じて、様々な種類のカテゴリをプロジェクトタスクに使用することが可能です。通常は、

プロジェクトタスクの全体的な分類を目的に使用します。 

 

 ステータス 

プロジェクトタスクのステータスを選択することができます。設定に応じて、様々な種類

のステータスオプションをプロジェクトタスクに使用することが可能です。例：開始前、

対応中、レビュー待ち、問題発生、完了。 

 

 優先度／緊急度 

プロジェクトタスクの優先度／緊急度を選択することができます。設定に応じて、様々な

種類の優先度／緊急度オプションをプロジェクトタスクに使用することが可能です。例：

なし、低、中、高、緊急。 

 

 深刻度／影響度 

プロジェクトタスクの深刻度／影響度を選択することができます。設定に応じて、様々な

種類の深刻度／影響度オプションをプロジェクトタスクに使用することが可能です。例：

なし、軽度、中度、重度、広範囲。 

 

 所要時間 

予定される／期待されるプロジェクトタスクの所要時間を入力することができます。 

 

 開始日 

実際の／予定しているプロジェクトタスクの開始日を入力することができます。 

 

 終了日 

実際の／予定しているプロジェクトタスクの終了日を入力することができます。 
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9.2.5.3 プロジェクトタスクアセット 

各プロジェクトタスクに対しコンテンツ項目をプロジェクトタスクアセットとして選択するこ

とが可能で、パーソナルワークスペースのプロジェクトから、これらのコンテンツ項目へ直接

アクセスすることで容易に閲覧し管理することができます。 

プロジェクトタスクアセットは、プロジェクトにも選択することができます。プロジェクトと
プロジェクトタスクに対するアセットは、統合されてパーソナルワークスペースのプロジェク
トに表示されます。 

 

9.2.5.4 プロジェクトタスクユーザ 

デフォルトでは、プロジェクトタスクは、作成したウェブサイト管理者のみがアクセスできる

パーソナルプロジェクトタスクとして作成されます。任意で、他のウェブサイト管理者にも、

プロジェクトタスクの閲覧や管理といったアクセス権限を与えることもできます。 
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プロジェクトタスクの追加時および更新時に、「プロジェクトタスクユーザ」タブにてプロジ

ェクトタスクのアクセス制限を設定することができます。プロジェクトタスクのアクセス制限

には、特定のユーザグループやユーザタイプ、またはユーザを設定することが可能です。これ

らのアクセス制限によって、どの管理者がこのプロジェクトタスクを閲覧および管理する権限

を持つのか決定されますのでご注意ください。 

 タスクの閲覧 

このプロジェクトタスクの詳細を閲覧する権限を持つユーザを定義します。 

 

 タスクの新規追加 

このプロジェクトタスクのコピーとして、新規プロジェクトタスクを追加する権限を持つ

ユーザを定義します。 

 

 タスクの更新 

このプロジェクトタスクを更新する権限を持つユーザを定義します。 

 

 タスクの削除 

このプロジェクトタスクを削除する権限を持つユーザを定義します。 

 

 プロジェクト管理者（オーナー） 

上記すべてを含むこのプロジェクトタスクの完全な管理権限を持つユーザを定義します。 

重要：「プロジェクト管理者」は、他の「閲覧」「新規追加」「更新」「削除」アクセス

制限に関係なく、プロジェクトタスクのあらゆる操作が可能です。したがって、他のアク

セス制限が効力を持つためには、「プロジェクト管理者」を厳密に制限する必要がありま

す。 

 

プロジェクトタスクのアクセス制限は、特定のユーザグループやユーザタイプに設定すること

もできます。 

 すべて（管理者） 

全てのウェブサイト管理者に、該当のプロジェクトタスク管理機能を使用する権限を与え

ます。 

 

 作成者 

このプロジェクトタスクを作成したウェブサイト管理者にのみ、該当のプロジェクトタス

ク管理機能を使用する権限を与えます。 

 

 特定のグループ／タイプ／ユーザ 

選択したユーザグループ／タイプのウェブサイト管理者もしくは特定のユーザにのみ、該

当のプロジェクトタスク管理機能を使用する権限を与えます。 

 

ユーザグループとユーザタイプの両方に制限されている場合、ユーザがプロジェクトタスクに

アクセスするには、両方のアクセス権限を満たす必要があります。 
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